
 

石 狩 市 教 育 委 員 会 
 

令和４年 10月 25日開催 

 

 

 

 

石狩市教育委員会会議（10月定例会）資料 

 

 

＜議 案＞ 

・議案第１号 教育委員会点検・評価報告書（令和３年度実施分）について  

・・・・・別冊 

 

＜報告事項＞ 

・令和４年度全国学力・学習状況調査結果について・・・・・・・・・別冊、別添 

 

・ＩＣＴを活用した学習活動を行った場合の出席扱いに関するガイドラインの策定

について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・別添 

 

・令和４年度（第 11回）図書館を使った調べる学習コンテスト「石狩市コンクール」    

審査結果について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ１～Ｐ３ 
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１．審 査 会  令和４年 10月 13日（木） 午後４時から 

         ※事前審査：10月５日（水）～10月９日（日） 

 

２．会 場  石狩市民図書館 視聴覚ホール 

  

３．審 査 員    

岡山 拓  （厚田学園校長／石狩市民図書館協議会委員） 

   大谷 忠義（生振小学校教頭／石狩市民図書館協議会委員） 

   望月 静華（石狩南高等学校司書教諭／石狩市民図書館協議会委員）※欠席 

   番場 由美子（花川南小学校司書） 

   岩城 千恵（教育委員会生涯学習部市民図書副館長）  

 

４．応募作品数   

全 420点 

（小学校１・２年生 10点、３・４年生 165点、５・６年生 70点、中学校 175点） 

※昨年度は全 333点（小学校１・２年生 11点、３・４年生 37点、 

５・６年生 54点、中学校 231点） 

 

５．受賞作品  最優秀賞４点、優秀賞９点、佳作 13点、奨励賞 15点 

 

■小学校１・２年生部門 

 

 

■小学校３・４年生部門 

賞 学校 学年 名前 作品名 

最優秀 緑苑台小 ２年 工藤 心結 
知ってる？ビーチグラスってなんだ

ろう？ 

優 秀 
双葉小 ２年 坂本 陽愛 南きょくでくらすコウテイペンギン 

双葉小 ２年 杉本 登紀 ヘラクレス・ヘラクレスのかんさつ 

佳 作 

南線小 １年 庄司 幸晟 やさいノート 

花川小 ２年 工藤 千聡 オニヤンマのひみつ 

南線小 ２年 古川 星太朗 ざりがに大図かん 

双葉小 ２年 金子 莉大 恐竜図鑑 

奨励賞 

緑苑台小 ２年 上村 樹生 世界のクワガタ 

双葉小 ２年 杉中 蘭 カブトムシのかんさつ 

双葉小 ２年 中山 拓海 ぶどうジュースのじっけん！！ 

賞 学校 学年 名前 作品名 

最優秀 花川小 ４年  矢野 櫻 北海道の石～岩石・鉱物について～ 

優 秀 

南線小 ４年 岩原 汐奈 アイヌについて 

双葉小 ４年 中山 紗希 
みんなは知ってる？アイヌの衣・食・

住！！ 

＜報告事項③＞ 

    令和４年度（第 11回）図書館を使った調べる学習コンクール 

「石狩市コンクール」の審査結果について 

について 
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■小学校５・６年生部門 

 

■中学生部門 

 

 

 

佳 作 

花川小 ３年 首藤 幸代 くま 

南線小 ３年 鷹 翔太郎 北海道の恐竜と古生物 

緑苑台小 ３年 蜂谷 真七斗 もっとしりたい！ティラノサウルス 

奨励賞 

花川南小 ３年 中村 あさひ ピアノのしくみとなかま 

南線小 ４年 小笠原 結心 アイヌについて 

南線小 ４年 菅原 柚希 アイヌの衣服と食べ物 

緑苑台小 ４年 成田 笑梨 北海道の歴史 

賞 学校 学年 名前 作品名 

最優秀 南線小 ５年 木谷 真愛 
人はなぜ眠るの？ 

～睡眠と健康について～ 

優 秀 
緑苑台小 ６年 及川 椰虹 

日本の誇りを守るために～日本の

世界遺産～ 世界遺産を知る 

緑苑台小 ６年 小野 瑚雪 地名の由来 

佳 作 

花川南小 ５年 飯田 真椰 熱中症について 

花川小 ６年 矢野 歩 北海道の縄文遺跡群について 

花川南小 ６年 中村 航 地球温暖化とスノーボールアース 

奨励賞 

石狩八幡小 ５年 佐々木 菜々実 ファッション新聞 

生振小 ５年 佐々木 來花 問題新聞 

厚田学園 

（前期） 
５年 佐藤 結心 時計の歴史 

花川小 ６年 吉村 華 アイヌ民族～食・工芸品～ 

賞 学校 学年 名前 作品名 

最優秀 石狩中 ２年 林 咲名 
自然災害と防災グッズ 

～もしものときにそなえて～ 

優 秀 

樽川中 １年 池田 芽生 オーロラの不思議 

樽川中 １年 髙橋 すみれ 
固い鎧で身を守る カメ、あなたはど

こまで知っている？ 

浜益中 １年 小田 圭織 織田信長の一生 

佳 作 

樽川中 １年 片岡 凛 天気のしくみ 

樽川中 １年 中村 芽咲 道の駅について 

樽川中 １年 村瀬 太一 桜について 

奨励賞 

樽川中 １年 齊藤 ほのか 和菓子今昔 

石狩中 ２年 髙玉 富美恵 プラスチックは便利だけど… 

花川中 ３年 高森 音羽 古代歴史について 

厚田学園 

（後期） 
９年 
(３年) 

吉田 陽登 卓球の歴史についてしろう！ 
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６．今後の予定 

（１）表彰式について 

・ 例年、10月末の石狩市民図書館まつりの際に行っている「表彰式」は、図書館

まつりも中止となっており、新型コロナウイルス感染防止策のため、今年度は

開催を中止する。 

・ 表彰状及び副賞については、受賞者の各学校へ持参し、各学校から受賞者へ手

渡していただく旨、依頼する（10月下旬以降予定）。 

（２）全国コンクールへの応募について 

・ 今年度は、下記７作品を全国コンクールへ応募する（全応募作品の 1.5％以内）。 

・ 全国コンクールへの応募報告締め切りは 11 月８日（火）まで。作品発送は 11 月

16 日（水）必着。 

・ 全国コンクールの結果発表は、令和５年１月 11 日（水）13時予定であり、発表 

後は速やかに結果を各学校に通知する。 

・ 応募作品の返却は、２月中旬以降、図書館振興財団から戻り次第、学校を通し、 

順次行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．その他 

  ・ 全国応募する上記７点以外の作品については、12月中旬以降に図書館振興財団 

から参加賞が届き次第、各学校を通して順次返却する。 

  ・ 入賞作品（最優秀賞、優秀賞、佳作）については、10月下旬から 11月上旬に 

   かけて（予定）、石狩市民図書館内においてレプリカの展示を行う。 

 

学校 学年 名前 作品名 

緑苑台小 ２年 工藤 心結 
知ってる？ビーチグラスってなんだ

ろう？ 

花川小 ４年  矢野 櫻 北海道の石～岩石・鉱物について～ 

南線小 ４年 岩原 汐奈 アイヌについて 

南線小 ５年 木谷 真愛 
人はなぜ眠るの？ 

～睡眠と健康について～ 

緑苑台小 ６年 及川 椰虹 
日本の誇りを守るために～日本の世

界遺産～ 世界遺産を知る 

石狩中 ２年 林 咲名 
自然災害と防災グッズ 

～もしものときにそなえて～ 

樽川中 １年 髙橋 すみれ 
固い鎧で身を守る カメ、あなたはど

こまで知っている？ 
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２ 点検及び評価の対象について -------------------------------- P 1
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教育委員会の活動状況について
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２ 教育委員会の活動状況 --------------------------------------- P 2～ 5

（１）教育委員会会議の状況 ----------------------------------- P 2

（２）教育委員会会議での審議事項 ----------------------------- P 2～ 5
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点検及び評価に対する学識経験者による意見について ---------- P 36～ 37

資 料

資料１ 令和３年度の方針等 ------------------------------------- P 38～
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（２）主要な施策の成果 --------------------------------------- P 41～ 51
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資料３ 教育長及び教育委員会委員名簿 --------------------------- P 54
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地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26条の規定により、教育委員会は、毎年、その権限に属す

る事務の管理及び執行の状況について、点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を議会に提出する

とともに、公表することとなっています。

石狩市教育委員会（以下「市教委」という。）は、市民への説明責任を果たすとともに、より効果的に教

育行政を推進するため、令和３年度の教育委員会の活動状況及び主要な施策・事業について点検・評価を

行い、教育に関し学識経験を有する方々による「石狩市教育委員会外部評価委員会」の意見を踏まえ、「教

育委員会の点検・評価報告書（令和３年度分）」としてまとめました。

令和３年度の教育委員会の活動状況のほか、教育委員会において実施した施策・事業等を対象として

います。

教育委員会会議の開催及び審議の状況など、教育委員会の活動状況を明らかにするとともに、教育に

関する事業を個別に評価し、課題（分析）を踏まえ、今後の改善に向けた方針を明らかにしています。

教育委員会の活動状況や教育に関する施策・事業の執行状況の点検・評価の客観性を確保し、今後の

取組への活用を図るため、教育に関し学識経験を有する方々から、点検及び評価に対する意見や助言を

いただき、本報告書に付して報告します。

点検及び評価について

４ 学識経験者の知見の活用について

２ 点検及び評価の対象について

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋）

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定により教育長に委任され

た事務その他教育長の権限に属する事務（同条第四項の規定により事務局職員等に委任された事務

を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を

作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の知見

の活用を図るものとする。

３ 点検及び評価の手法と方針について

１ 教育委員会の点検・評価報告書について
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１ コロナ禍における教育活動について

昨年度に引き続き学校では、衛生管理マニュアル「新しい学校の生活様式」に基づき感染予防対策を徹

底し、学校教育活動を進めました。また、運動会、学習発表会、修学旅行などの学校行事や、前年中止と

なった部活動の大会は、分散、縮小して実施されました。

また、海外からの渡航制限が続く中ではありますが、２年ぶりに新規ＡＬＴ２名を受け入れし、生きた

外国語を学ぶ機会の充実を図りました。

さらにタブレット端末、電子黒板を活用した授業の機会が増えたほか、オンライン授業を試みるなど、

新しい学びの形を模索する１年となりました。

しかし、令和４年１月以降は、変異ウイルスの影響などから児童・生徒への感染が拡がり複数の学校で

臨時休校や学年閉鎖を余儀なくされ、学校現場は苦慮いたしました。

社会教育の分野においては、前年二度にわたり延期となった「成人式」を２年ぶりに開催し、新成人の

門出を祝福することが出来ました。

また、社会教育施設は、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う臨時休館の影響はありましたが、感染予

防対策を徹底したことや外出自粛の意識が緩和されたことにより前年より来館者が微増となりました。

以上のように、令和３年度は、中止や延期された行事・事業が長期化するコロナ禍においても感染予防

対策と教育活動の両立を目指し、教育委員会と学校現場、社会教育団体が互いに連携し、知恵と工夫を凝

らして再開に取り組んだ１年でした。

２ 教育委員会の活動状況

教育委員会の会議は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律及び石狩市教育委員会会議規則に

基づき、教育長と４人の委員が、付議された議案・報告案件及び協議事項・報告事項について、委員相

互の入念な審議・協議・意見交換などを経て決定しています。

会議（毎月の定例会）においては、従前と同様に、主要な教育施策の確立、変更及び実施に関するこ

と、教育委員会規則の制定、その他付議された議案について審議決定するとともに、教育に関する様々

な協議事項・報告事項等について、委員相互による活発な協議が行われています。

また、市民が教育行政に関心を持っていただけるよう、市ホームページや、市役所本庁舎情報公開コ

ーナーなどで会議録を公開して、市民の理解に努めています。

なお、これまでの石狩市教育プランは、平成 22 年４月にスタートし、教育委員会会議において協議

を重ね、令和２年３月に新教育プラン（令和２年～６年度）を策定しました。さらにプランに基づく施

策等を着実に実施するため、様々な教育課題や具体的取組などについて都度協議するほか、教育現場の

視察や関係者との意見交換を行っています。

（１）教育委員会会議の状況

教育委員会会議については、石狩市教育委員会会議規則第２条第２項の規定に基づき定例会を開催、

また同条第３項の規定に基づき、必要に応じて臨時会を開催しています。

令和３年度については、下記のとおり合計 14 回の会議を開催しました。

教育委員会の活動状況について
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特に「校則の見直し」については、生徒自らがきまりを自分達で主体的に見直し、また見直したこと

については守るという参画意識や主体性を生んでいくということを目的に、勉強会を含め複数回に渡り

教育委員会内で意見交換を重ねた結果、各学校へ積極的な見直しに関する通知を発出し、通知を受けた

学校では、見直しの手順を作成したほか、一部の学校では手順に従い学級討議等を踏まえて見直しを

実施しています。

なお、会議以外にも施策に関する勉強会を月１回の定期及び必要に応じて実施し、様々な課題等につ

いて意見交換を重ねています。

① 定例会 12 回（毎月 1 回）

② 臨時会 2回（3月 2 回）

（２）教育委員会会議での審議事項

教育委員会会議への付議案件は、石狩市教育委員会事務委任規則等に基づく議案等 66 件でしたが、

その内訳は次のとおりです。

① 石狩市教育委員会事務委任規則に基づく審議事項 52 件

・議決案件 41 件 ・承認案件 8件

・協議案件 3 件

② 同規則に規定されていない教育施策にかかわる事業等の報告事項及びその他の事項 14 件

・報告事項 14件

③付議案件一覧

年 月 日 付 議 案 件

03. 4. 27 【議案】6件（うち承認 4 件）

・石狩市学校運営協議会委員の任命について

・石狩市学校運営協議会委員の解任について

・石狩市学校運営協議会委員の解任について

・石狩市いじめ問題対策連絡協議会委員の解嘱について

・石狩市教育支援委員会委員の解嘱について

・石狩市民図書館協議会委員の解嘱について

【報告事項】1件

・令和３年度石狩市教育委員会の点検・評価の実施について(令和２年度実施分)

03. 5. 25 【議案】8件（うち承認 1 件）

・石狩市奨学金支給条例施行規則及び石狩市立学校管理規則の一部改正について

・石狩市文化財保護条例施行規則の一部改正について

・石狩市教育委員会公印規程の一部改正について

・石狩市教育支援委員会委員の解嘱について

・石狩市教育支援委員会委員の委嘱について

・石狩市民図書館協議会委員の委嘱について

・石狩市学校給食センター運営委員会委員の委嘱について

・石狩市学校給食センター運営委員会委員の解嘱について

【報告事項】2件

・令和３年度市内小中学校の児童生徒数・学級数について

・緊急事態宣言に対する市教委の対応について

03. 6. 29 【議案】7件（うち承認 2 件）

・令和３年度一般会計予算（第４号補正）について
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年 月 日 付 議 案 件

・石狩市いじめ問題対策連絡協議会委員の解嘱

・石狩市いじめ問題対策連絡協議会委員の委嘱

・石狩市いじめ問題調査委員会委員の解嘱

・石狩市いじめ問題調査委員会委員の委嘱

・石狩市学校運営協議会委員の任命について

・石狩市学校運営協議会委員の解任について

【協議事項】1件

・教育委員会の点検・評価について（令和２年度実施分）

【報告事項】1件

・石狩市教育委員会基礎データについて

03. 7. 27 【議案】2件

・石狩市立学校における働き方改革推進計画（第２期）について

・令和３年度石狩市奨学生の決定について

【協議事項】2件

・教育委員会の点検・評価について（令和２年度実施分）（継続）

・市立学校における校則の見直しについて

【報告事項】1件

・第三期石狩市教育委員会特定事業主行動計画の取組状況について

03. 8. 31 【議案】4件

・令和３年度一般会計予算（第６号補正）について

・令和４年度に使用する小学校用教科用図書の採択について

・令和４年度に使用する中学校用教科用図書の採択について

・令和４年度使用教科用図書のうち学校教育法附則第９条に規定する教科用図書

の採択について

03. 9. 28 【報告事項】1件

・令和３年度全国学力･学習状況調査｢北海道版結果報告書」への市町村別結果の

掲載に係る同意について

03. 10. 26 【議案】5件

・石狩市立学校施設使用料条例の一部改正について

・石狩市公民館条例の一部改正について

・令和３年度一般会計補正予算（第７号補正）について

・ふれあい研修センター及び美登位創作の家の指定管理者の指定の件について

・石狩市学校給食センター運営委員会への諮問について

03. 11. 25 【議案】3件（うち承認 1 件）

・教育委員会点検・評価報告書（令和２年度実施分）について

・学校給食費の改定について

・専決処分の承認を求める件について

【報告事項】3 件

・令和４年度教育委員会予算要求について

・10 月定例会報告事項の訂正について

・学校給食「いしかりウィーク」の実施状況について

03. 12. 21 【議案】1件

・令和３年度石狩市教育委員会表彰受賞者の決定について

04. 1. 25 【報告事項】2件

・令和４年度全国学力・学習状況調査の実施について

・子母澤寛生誕 130 年記念事業について

04. 2. 1 【議案】6件
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年 月 日 付 議 案 件

・令和３年度一般会計予算（第 11 号補正）について

・令和４年度教育行政執行方針について

・令和４年度一般会計予算について

・石狩市公民館に係る指定管理者の指定について

・石狩市学び交流センターに係る指定管理者の指定期間の変更について

・石狩市公民館条例施行規則の一部改正について

04. 3. 3

（臨時）

【議案】1件

・石狩市立学校の教職員人事異動に係る内申について

04. 3. 19

（臨時）

【議案】1件

・石狩市教育委員会職員の人事異動について

04. 3. 29 【議案】5件

・石狩市教育委員会行政組織に関する規則の一部改正について

・石狩市教育委員会会計年度任用職員の任用、給与、勤務時間、休暇等に関する

規則の一部改正について

・招致外国青年就業規則の一部改正について

・石狩市立学校管理規則の一部改正について

・石狩市立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条

例施行規則の一部改正について

【報告事項】3件

・令和３年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果について

・第 25回図書館を使った調べる学習コンクール「全国コンクール」当市からの

推薦応募作品の審査結果について

・市立学校における校則の見直しについて
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３ 教育に関する事業の点検及び評価

今年度（令和３年度）分の教育に関する事業の点検・評価について、市教委では、令和３年度の教

育行政執行方針と予算（参照 資料１）、及び石狩市教育プランに基づく施策ごとに掲げる目的達成

に向け、取組状況を点検・評価し、課題等を分析、分析結果をもとに今後の方向性を示しています。

（１）石狩市教育プランの構造と評価・意見の区分（イメージ図）

（２）点検・評価の対象と評価基準について

点検・評価の対象は、石狩市教育プラン（2020年度～2024年度）に掲げる基本目標を達成するた

めの各施策に基づいて実施する「主な取組」としています。

評価方法は、教育委員会事務局における『自己評価』方式で、令和３年度に実施を予定していた

事業について、年度当初に定めていた目標が達成できたか否かを検証します。

評価及び評価基準は下表のとおり３段階となっており、予定どおり目標が達成できた場合はＡ評

価とし、この評価を基点とします。目標を上回った場合はＡＡ評価、目標を下回った場合はＢ評価

とし、Ａ評価以外はその理由を、また、Ａ評価でも補足説明が必要な場合は、「取組の成果等」、「方

向性」欄に記述をしています。

また、プランに掲げる施策ごとの成果指標についても令和３年度の実績を記載し、プランに掲載

している令和６年度における目標値（令和元年度の実績値）と比較できるようにしています。成果

指標の結果は、概ね評価とリンクしています。

評価 評価基準 説明の記述

良 ＡＡ 目標に対する達成率が 100％を上回ったとき 必須

↕ Ａ 〃 90～100％の場合 適宜

悪 Ｂ 〃 90％を下回った場合 必須

不能 F 外的な要因(コロナ)等により実施できなかった場合 必須

教
育
プ
ラ
ン

目標Ⅰ

方針1 施策１～7 取組

方針２ 施策8～10 取組

方針３ 施策11～16 取組

目標Ⅱ 方針４ 施策17～23 取組

目標Ⅲ

方針５ 施策24～26 取組

方針６ 施策27～28 取組

外部評価委員

からの意見

教委事務局

の評価項目
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（３）施策別の取組状況、分析・評価及び今後の方向性（一覧）

基本目標 基本方針 施策 ページ

【目標Ⅰ】

自ら学ぶ意欲をもっ

て、主体的に社会に

関わり、新しい時代

を生きる力を育てる

１ 新しい社会で生き

る力の育成

１ 確かな学力の育成 8

２ 特別支援教育の充実 9

３ 外国語教育の充実 10

４ 理数教育の充実 11

５ 情報教育の充実 12

６ キャリア教育の充実 13

７ 手話を通じた学びの推進 14

２ 学びを支える家

庭・地域との連携・協

働の推進

８ 家庭教育支援の充実 15

９ 学びのセーフティネットの構築 16

10 学校を核とした地域づくり 17

３ 学びをつなぐ学校

づくり

11 開かれた学校づくりの推進 18

12 学校施設・設備の整備・充実 19

13 安全な学校づくりを目指した環境

の整備
20

14 学びの段階間の連携・接続の推進 21

15 学校運営の改善 22

16 学校安全教育の充実 23

【目標Ⅱ】

思いやりと豊かな

心・健やかな体をも

って、多様な人々と

共に支え合う人を育

てる

４ 健やかな成長を促

す取組の推進

17 道徳教育の充実 24

18 読書活動の推進 25

19 体験活動の推進 26

20 コミュニケーション能力の育成 27

21 いじめの防止や不登校児童生徒へ

の支援の取組の充実
28

22 体力・運動能力の向上 29

23 健康・食育の推進 30

【目標Ⅲ】

ふるさとへの愛着を

もち、幅広い視野で

新しい価値を創造

し、活躍する人を育

てる

５ 学びを活かす地域

社会の実現

24 生涯学習の振興 31

25 芸術文化活動の推進 32

26 図書館サービスの充実 33

６ ふるさとを学ぶ機

会の充実

27 ふるさとを学ぶ機会の充実 34

28 文化・自然遺産の保護・保存・活用

の推進
35
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目標Ⅰ-方針１

施策１

（1） 学校改善の推進 A A

確かな学力の育成

指導主事

【 取 組 】
【 評 価 】

所 管
R3年度 R2年度

（3）
定着を一層確かにする工夫「１校１プラン（学力充実）」の策定と
実施

A A 指導主事

（2） 「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善 A A 指導主事

（5） 学習環境の整備（教室環境・学習習慣・集団づくり・言葉遣い） A A 指導主事

（4）
情報を正確に理解し適切に表現する力の育成（話す、聞く、書く、
読む）

A A 指導主事

（7） 授業と連動させた宿題、家庭学習の取り組み方の指導 A A 指導主事

（6） 研修活動の充実・授業研究の推進 A A 指導主事

教員の学びの機会である研修・講習会はコロナ禍が継続していても、オンラインなどでの実施を望みます。

2
CRT標準学力調査において、国語の全国平均に対する石
狩市の小学５年生、中学２年生の割合

％
小5 97
中2 99

成
果
指
標

No. 指標の名称 単位

1

全国学力・学習状況調査において、「先生は、授業やテス
トで間違えたところや、理解していないところについて、分
かるまで教えてくれている」と思っている小学校６年生、中
学校３年生の割合

【取組の成果等】

（1） 学校改善の推進
・市教委が学校訪問しヒアリングを実施、訪問時に指導・助言、学校プランの検証

（2） 「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善
・見通しと振り返りの重視、考えを伝え合う活動の充実
⇒ 目標・指導・評価の一体化を意識した授業構築の指導助言を実施

(５） コロナ禍にあっても学びを止めない取組の推進
・学級閉鎖児童のオンライン学習 ・感染レベルに応じた感染対策を講じた上での教育活動の継続

【成果指標2】※同一母集団の昨年度からの変容
・小学校５年生 ： 前年度比－２P
・中学校２年生 ： 前年度比＋１P

【 方 向 性 】

石狩市教育委員会外部評価委員会の意見（令和２年度の取組に対する意見）

（２）「主体的・対話的で深い学び」からの授業改善
・具体的な視点

�見通しとふり返りの重視

�考えを伝え合う活動の充実

⇒目標・指導・評価の一体化を意識した授業構築について指導助言を行う。

※ＣＲＴ標準学力調査では、令和6年度目標と合わせて、同一母集団で前年度全国比を上回ることを目指す

R3年度
（実績）

小5 96
中2 96

R6年度
（目標）

R2年度
（実績）

小5 95
以上
中2 95
以上

▶令和2年度に続き令和3年度においても、調査
項目が削除されたことから実績無し
▶また、置き換わる設問の設定も無かったため、
次年度以降は成果指標より取り下げる
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目標Ⅰ-方針１

（3） 教職員研修・講習会の充実

� コロナ対策を意識しながら、できるだけ従来の対面による講習会・研修を実施

� 実施できない場合は、学校訪問時や学校での児童生徒の個別対応時の機会を活かし特別支援教育コーディネー

ターや特別支援教育担当教員へ研修・講習会内容を個別に伝える

� オンラインで実施可能な研修内容については、オンライン講習を実施

石狩市教育委員会外部評価委員会の意見（令和２年度の取組に対する意見）

教員の学びの機会である研修・講習会はコロナ禍が継続していても、オンラインなどでの実施を望みます。

3
特別支援教育に関する研修受講者延べ人数
（教員、特別支援コーディネーター〈CN〉、支援ボランティ
ア）

人
教員 0
ＣＮ 0

支援員 33

183
以上

【取組の成果等】

（1） 「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」の活用
・市内の各学校で作成し活用

（2） 早期からの連携による教育相談の充実
・支援の必要な児童生徒の早期発見ときめ細やかな支援
⇒ 就学前の教育相談・学校巡回訪問の実施
⇒ 関係機関（子ども発達支援センター、保健師、認定こども園等）との連携

（3） 教職員研修・講習会の充実
・新型コロナウイルス感染対策により、教員・特別支援コーディネーター対象の研修は未実施

（4） 特別支援教育支援員の養成
・支援方法の研修実施（年３回実施）
⇒ グループワーク及び個人面談を実施し、教育現場で起こる様々な日常生活の補助者としての資質向上を図った

■令和２年度の取組に対する外部評価委員意見を踏まえた取組
・研修は未実施であったが、研修・講習会で伝える内容について、学校訪問時や学校での児童生徒の個別対応時に
特別支援教育コーディネーターや特別支援教育担当教員に伝えてきた

【 方 向 性 】

R3年度
（実績）

R2年度
（実績）

R6年度
（目標）

教員 0
ＣＮ 0

支援員 33

（4） 特別支援教育支援員の養成 A A 教育支援課

成
果
指
標

No. 指標の名称 単位

（2） 早期からの連携による教育相談の充実 A A 教育支援課

（3） 教職員研修・講習会の充実 F F 教育支援課

施策２ 特別支援教育の充実

（1） 「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」の活用 A A 教育支援課

【 取 組 】
【 評 価 】

所管
R3年度 R2年度
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目標Ⅰ-方針１

施策３ 外国語教育の充実

（1） ＡＬＴ（外国語指導助手）による生きた外国語を学ぶ機会の充実 A A 指導主事

【 取 組 】
【 評 価 】

所管
R3年度 R2年度

* * * *

（2） 外国語授業の指導力向上のための研修等の充実 A A 学校教育課

R3年度
（実績）

R2年度
（実績）

R6年度
（目標）

94

* * * *

成
果
指
標

No. 指標の名称 単位

102 93以上

*

* *

* *

【取組の成果等】

■ＡＬＴの体制
・新型コロナウイルスの影響により、令和２年８月から任用予定だったＡＬＴ２名のうち、１名が来日
⇒ 道内の留学生（大学生）・通訳士４名を任用し、臨時のＡＬＴとして学校に派遣

■ＡＬＴ活用の効果
・児童生徒との生きた英語によるコミュニケーション ⇒ 英語に対する興味・関心の喚起
・親身な関わり ⇒ 児童生徒によるコミュニケーションのとりやすさ、英語スキルの向上

【成果指標４】
同一母集団の昨年度（中１時）からの変容 前年比－３

【 方 向 性 】

■ＡＬＴの体制

� 現行の体制を維持し、子どもたちの外国語への関心意欲を高め、コミュニケーション能力の向上を図る素地とな

る資質・能力の育成を目指す

■新型コロナウイルス感染症への対応

� 新規ＡＬＴの補充（入国）が困難な場合は、関係機関と連携し代替人材の確保に努める

※ＣＲＴ標準学力調査では、令和6年度目標と合わせて、同一母集団で前年度全国比を上回ることを目指す

* * *

* *

4
ＣＲＴ標準学力調査において、英語の全国平均に対する石
狩市の中学2年生の割合

％
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目標Ⅰ-方針１

施策４ 理数教育の充実

（1） 観察・実験を重視する授業の充実 A A 指導主事

【 取 組 】
【 評 価 】

所管
R3年度 R2年度

（3） 普段の生活との関わりを意識した授業の充実（理科・算数・数学） A B 指導主事

（2） 関係機関（道研）による移動理科教室（サイエンスカー）の活用 B A 指導主事

R6年度
（目標）

小5 96
中2 98
以上

小5 96
中2 89
以上

* * * *

No. 指標の名称 単位
R3年度
（実績）

R2年度
（実績）

小5 96
中2 97

小5 96
中2 102

石狩市教育委員会外部評価委員会の意見（令和２年度の取組に対する意見）

普段の生活を出発点として、幅広く子どもたちの興味関心を喚起する理数教育の充実を望みます。

6
ＣＲＴ標準学力調査において、算数・数学の全国平均に対
する石狩市の小学５年生、中学２年生の割合

％

7
全国学力・学習状況調査において、「算数（数学）の授業で
学習したことは、将来、役に立つ」と思っている小学校６年
生、中学校３年生の割合

％

成
果
指
標

【取組の成果等】

(２) 関係機関（道研）による移動理科教室（サイエンスカー）の活用
学校教育課より「移動理科教室」への応募を呼びかけ、応募した小学校があったが、選抜されなかったためBとした
令和４年度も積極的な応募を呼びかける

【成果指標５】 ※同一母集団の昨年度からの変容
小学校： 前年度比 －４Ｐ、 中学校： 前年度比 ＋５P

【成果指標６】 ※同一母集団の昨年度からの変容
小学校： 前年度比 －１５Ｐ、 中学校： 前年度比 ＋４Ｐ

【成果指標７】 ※同一母集団の昨年度からの変容
小学校では90％を超える高水準を維持。中学校では75％程度であるもののR６年度の目標値を超えた。年度毎の児
童生徒の実態もあるが、学習指導要領で「生活との関連を意識した指導の充実」唱えられ、日常の実践化も図られる
ていいることが、今回の変容の一つの原因となっていると考えられる

【 方 向 性 】

・理数教育の充実については、

� 興味・関心を高める指導の充実 ・・・ 「普段の生活との関連を意識した授業の充実」の視点

� 探究の過程を重視した理数教育の充実 ・・・「観察・実験を重視する授業の充実」の視点

⇒ 目標と指導と評価の一体化を意識した授業構築について指導助言を行う。

5
ＣＲＴ標準学力調査において、理科の全国平均に対する石
狩市の小学５年生、中学２年生の割合

％

※ＣＲＴ標準学力調査では、令和6年度目標と合わせて、同一母集団で前年度全国比を上回ることを目指す

小6 90.4
中3 75.5
以上

小5 93
中2 91

小5 85
中2 96

小6 93.6
中3 75.6

小6 89.1
中3 75.1
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目標Ⅰ-方針１

施策５ 情報教育の充実

（1） 電子黒板やＩＣＴ機器などの情報機器の整備 AAA
総務企画課
学校教育課

【 取 組 】
【 評 価 】

所管
R2年度R3年度

（2） プログラミング的思考を育む教育活動の充実 AA

指標の名称 単位
R2年度
（実績）

R3年度
（実績）

（3）

No.
R6年度
（目標）

学校教育課
指導主事

教員のＩＣＴ機器活用指導力の向上を図る取組の推進 BA
学校教育課
指導主事

全児童生徒一人一台端末が整備され、授業等で活用されていることを評価します。今後も授業での効果的な活用の更な
る推進を期待します。

全国学力・学習状況調査において、授業でコンピュータな
どのＩＣＴ機器を週1回以上使用していると回答した小学校
６年生、中学校３年生の割合
【全国学力・学習状況調査において質問が変更】

％

【取組の成果等】

(１) 電子黒板やＩＣＴ機器などの情報機器の整備
・電子黒板の整備（３年計画の３年目）
⇒小学校（８校）： ２６台、 中学校（１校）： ２台
⇒全学校の普通教室、特別支援学級で整備完了

・１人１台端末の整備済み
・高速大容量の情報通信インターネット環境の整備済み

(３) 教員のＩＣＴ機器活用指導力の向上を図る取組の推進
・管内ＩＣＴ活用教育研修会に全校の担当教員が参加し、実践事例やICT活用教育に対する理解を深めたとともに、
各校において校内研修を実施した

【 方 向 性 】

(１) 電子黒板やＩＣＴ機器などの情報機器の整備
・書画カメラの更新

■一人一台端末が整備され、日常的にICT機器に触れる機会が飛躍的に多くなったことから、
今後、以下の取組が必要

� 児童生徒の機器活用能力の育成

� 教職員の情報リテラシー、授業での効果的な機器活用

� 平常時および緊急時の端末の持ち帰りを想定した環境整備

小6 86.3
中3 73.2
以上

成
果
指
標

9
【変更前の質問】
全国学力・学習状況調査において、「授業でＩＣＴ機器を活
用したい」と思っている小学校６年生、中学校３年生の割
合

％
小6 82.8
中3 82.7*

*

8

小6 35.8
中3 23.1

小 66.7
中 37.5
以上

小6 35.8
中3 23.1
以上

※未実施
（コロナの
影響）

石狩市教育委員会外部評価委員会の意見（令和２年度の取組に対する意見）

全国学力・学習状況調査において、教員が大型提示装置
（電子黒板、プロジェクター）などのＩＣＴを活用した授業を１
クラス当たり、ほぼ毎日行っていると回答した学校の割合

％
小 100
中 42.9
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目標Ⅰ-方針１

施策６ キャリア教育の充実

（1）
学ぶことと働くことの繋がりを意識した、学習・体験活動・職業体
験の充実

AA
学校教育課
指導主事

【 取 組 】
【 評 価 】

所管
R2年度R3年度

* ** *

* ** *

R6年度
（目標）

小6 75.4
中3 73.1

小6 82.7
中3 65.5

* ** *

No. 指標の名称 単位
R2年度
（実績）

R3年度
（実績）

小6 82.2
中3 72.1
以上

石狩市教育委員会外部評価委員会の意見（令和２年度の取組に対する意見）

様々な体験を子どもたちに与える事は、社会の仕組みを知るうえでとても重要と考えます。引き続きより多くの機会が提供
されることを望みます。

* *

* *

成
果
指
標

【取組の成果等】

■職業体験
・新型コロナウイルス感染症の影響で、全学校において中止。
⇒マナー講習や職業人を招いての講話の実施など、職業体験に代わるキャリア教育を実施

【 方 向 性 】

� これまでの取組を継続し、児童生徒が自立的に自分の未来を切り拓いていく力を身に付ける手立ての一つとして、

キャリア教育があることを各学校に対し指導助言を行う。

10
全国学力・学習状況調査において、「将来の夢や目標を
持っている」という小学校６年生、中学校３年生の割合

％

** *

** *
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目標Ⅰ-方針１

施策７ 手話を通じた学びの推進

（1） 学校への手話出前授業の実施 AA 学校教育課

【 取 組 】
【 評 価 】

所管
R2年度R3年度

* ** *

* ** *

R6年度
（目標）

1515

* ** *

No. 指標の名称 単位
R2年度
（実績）

R3年度
（実績）

全校
実施

* *

* *

成
果
指
標

【取組の成果等】

(１) 学校への手話出前授業の実施
・市内１６校（厚田学園は１校とする）のうち１５校が手話授業を実施し、ろう者への理解と、手話が言語であることの
理解を深めた
・１校未実施、教育課程編成上の都合で学習時間に組み込むことができなかった
令和４年度は全校で手話教室を予定

【 方 向 性 】

� 全校における実施

� 実施回数の増

⇒ 手話を言語として認知する
⇒ 手話の理解の広がりを実感

11 手話講習会等を年1回以上行った学校数 校

** *

** *
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目標Ⅰ-方針２

施策８ 家庭教育支援の充実

（1） 子育て世代の包括的な支援（家庭児童相談員等の配置） AA 子ども相談センター

【 取 組 】
【 評 価 】

所管
R2年度R3年度

（3）
中学校の試験期間に合わせた小学校の家庭学習強化週間の設
定

AA 指導主事

（4） あい風寺子屋事業による放課後学習支援の充実 AA 社会教育課

（2） 家庭教育及び子育てに関する各種講座の開催 AA 子ども政策課

13

全国学力・学習状況調査において、学校の授業時間以外
に、普段（月曜日から金曜日）、1日当たり「１時間以上」勉
強（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている
時間も含む）している小学校６年生、中学校３年生の割合

％

14
放課後児童クラブ及び放課後子ども教室等の一体的又は
連携による実施箇所数

箇所

成
果
指
標

【取組の成果等】

(２) 家庭教育及び子育てに関する各種講座の開催
・いしかり子育てネット会議企画子育て講座の開催

(4) あい風寺子屋事業による放課後学習支援の充実
・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため回数減少
・年度後半は密にならないよう内容を工夫し実施

（5） 放課後児童クラブ及び放課後子ども教室の計画的な整備
・児童数やニーズに応じた開設準備及び廃止等を計画的に推進

【成果指標13】
小学校： 前年度比＋１．４Ｐ、 中学校： 前年度比－８．８Ｐ
⇒新型コロナウイルス感染症対応による部活動や放課後の過ごし方の変化、スクリーンタイム（※）の長時間化が及ぼ

す
家庭学習時間への影響の考察

（※）「スクリーンタイム」…テレビ、スマートフォン、ゲーム機等による映像の視聴時間

【 方 向 性 】

�各学校において家庭学習の習慣化に向けて取り組みがなされていることから、学校訪問の

際に取組状況を把握し、課題解決や一層の取組の推進に向けての指導助言を継続する。

12
全国学力・学習状況調査において、児童生徒に家庭での
学習方法等を具体例を挙げながら伝えていると回答した
学校の割合

％

No. 指標の名称 単位

（5） 放課後児童クラブ及び放課後子ども教室の計画的な整備 AAAA

R2年度
（実績）

R3年度
（実績）

R6年度
（目標）

※未実施
（コロナの
影響）

小 60.0
中 71.4

小 66.7
中 37.5
以上

子ども政策課

小6 64.1
中3 79.1

5

小6 65.5
中3 70.3

小6 61.2
中3 56.6
以上

5 1以上
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目標Ⅰ-方針２

施策９ 学びのセーフティネットの構築

（1） 就学援助などによる経済的支援 AA 学校教育課

【 取 組 】
【 評 価 】

所管
R2年度R3年度

（3） 補充（放課後）学習の充実 AA 学校教育課

（2）
教育（スクールソーシャルワーカー）と福祉（家庭生活支援員）に
よる総合的な支援

AA 教育支援課

SSW 552
支援員 1310

SSW 246
支援員 1442

以上

福祉総務課
教育支援課

（5）
地域団体による子どもの居場所づくりの支援（学習支援・食事支
援等）

AA 子ども政策課

R2年度
（実績）

R3年度
（実績）

（4） 生活困窮等を要因とした、学習面での支援ニーズへの対応 AA

(１) 就学援助などによる経済的支援
・新型コロナウイルス感染拡大に伴い、離職・失業等により経済環境の激変があった世帯に対して、失業者の前年収
入を０円とみなして収入判定を行う等の臨時的な対応を行った。

(２) 教育（スクールソーシャルワーカー）と福祉（家庭生活支援員）による総合的な支援
・不登校、いじめ、児童虐待、問題行動など児童生徒や保護者の悩みや困りごとの解消に 向け、学校とともにスクール
ソーシャルワーカーが関係機関と連携を図り、効果的な支援を行うことができた。

(５) 地域団体による子どもの居場所づくりの支援（学習支援・食事支援等）
・4団体に交付金を交付し、子どもの居場所づくりを支援した。

【 方 向 性 】

(1) 就学援助などによる経済的支援

� コロナ禍における柔軟な対応を継続し、必要な世帯に対し経済的支援を行う

【取組の成果等】

** *

成
果
指
標

No. 指標の名称

15

単位
R6年度
（目標）

スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）が行った相談の延べ
件数と家庭生活支援員が行った学習支援・家庭生活支援
の延べ件数

件

* *

SSW 516
支援員 911
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目標Ⅰ-方針２

R2年度
（実績）

R3年度
（実績）

※未実施
（コロナの
影響）

小 70.0
中 42.9

施策10 学校を核とした地域づくり

（1） 地域学校協働活動の推進 AA 社会教育課

R3年度
【 取 組 】

【 評 価 】
所管

R2年度

【取組の成果等】

17
全国学力・学習状況調査において、今住んでいる地域の
行事に参加している小学校６年生、中学校３年生の割合

％

16

全国学力・学習状況調査において、地域学校協働本部や
コミュニティ・スクールなどの仕組みを生かして、学校の美
化、登下校の見守り、学習・部活動支援、放課後支援、学
校行事の運営などの保護者や地域との協働による活動を
「よく行っている」と感じている学校の割合

％
成
果
指
標

No. 指標の名称 単位

小6 59.9
中3 45.4
以上

R6年度
（目標）

小 33.3
中 25.0
以上

小6 57.8
中3 34.3

小6 54.6
中3 35.7

学校と家庭や地域との連携を推進する多様な人材発見や育成のための具体的な方策が提示されることを期待します。
学校運営協議会の先行事例を市内で共有する制度設計を望みます。また、地域コーディネーターの確保とともに、様々な
背景を持つ子どもを大切にする組織づくりについて地域と一体となった推進を期待しています。

(１) 地域学校協働活動の推進
・地域コーディネーターの数を４人から６人に増やし、学校と地域が連携・協働して、教育環境の充実を目指す体制
づくりが進んだ

(２) コミュニティ・スクール導入による地域一体の学校運営
・単体校８協議会、複数校４協議会が設置され、全学校での設置が完了
⇒全体で３４回の会議が開催された（書面開催も含む）
⇒学校評価等が協議され、地域と学校との一体感が図られた
・令和2年度先行実施した石狩八幡小と厚田学園の2校の取組と検証結果のほか、道内で先行導入している取組内
容等を定期的に開催する校長研修会や教頭研修会において共有を図った

【 方 向 性 】

� 地域コーディネーターを中心とした学校支援活動や環境整備を継続して推進するため、地域コーディネーターの

確保とともに、新たな人材を発掘や育成を目指す

石狩市教育委員会外部評価委員会の意見（令和２年度の取組に対する意見）

A 総務企画課（2）
コミュニティ・スクール（学校運営協議会）導入による地域一体の
学校運営

A

*

* ** *

* **
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目標Ⅰ-方針３

施策11 開かれた学校づくりの推進

（1） 学校ホームページの充実 AA 学校教育課

【 取 組 】
【 評 価 】

所管
R2年度R3年度

* ** *

* ** *

R6年度
（目標）

**

* ** *

No. 指標の名称 単位
R2年度
（実績）

R3年度
（実績）

*

石狩市教育委員会外部評価委員会の意見（令和２年度の取組に対する意見）

学校ホームページによる情報発信を通して、学校と家庭・地域との連携が深まることを期待します。

* *

* *

成
果
指
標

【取組の成果等】

(１) 学校ホームページの充実
・保護者、地域等への適時・適確な情報発信ができた
【参考】各学校のホームページ更新率（更新回数／登校日）： 平均７３パーセント

【 方 向 性 】

(１) 学校ホームページの充実

� 「開かれた学校」を推進するため、定期的な更新と適時・適確な情報発信を継続

* *

** *

** *
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目標Ⅰ-方針３

施策12 学校施設・設備の整備・充実

（1） 学校施設長寿命化計画の策定及び実施（※） AA 総務企画課

【 取 組 】
【 評 価 】

所管
R2年度R3年度

（3） 教材教具設備・備品の整備 AA 学校教育課

（2） トイレの洋式化 AA 総務企画課

R6年度
（目標）

小 91.7
中 78.9

小 98.3
中 84.3

* ** *

No. 指標の名称 単位
R2年度
（実績）

R3年度
（実績）

小 64.0
中 49.3
以上

* *

* *

成
果
指
標

【取組の成果等】

(１) 学校施設長寿命化計画の策定及び実施（※）
・令和２年度に策定した計画を基に花川南中学校の大規模改修の実施設計を行った。
※教育プランの当初目標は、計画を策定することであり、令和２年度に目標を達成した
令和３年度以降、目標を変更し計画を基に改修を進めるため「実施」と追記する

(２) トイレの洋式化
・生振小、南線小、花川南小、紅南小、緑苑台小、双葉小、石狩中、花川中、花川北中で洋式化工事
⇒全校での洋式化率は、92.7％

【 方 向 性 】

(１) 学校施設長寿命化計画の策定
・令和４・５年度、花川南中学校の大規模改修を行う。

(２） トイレの洋式化
・花川南中学校の大規模改修に併せて洋式化工事を行う

18 学校トイレ洋式化の割合 ％

** *

** *
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目標Ⅰ-方針３

施策13 安全な学校づくりを目指した環境の整備

（1） 危機管理マニュアルの整備、適切な運用と訓練の実施 AA 総務企画課

【 取 組 】
【 評 価 】

所管
R2年度R3年度

（3） 通学路交通安全プログラムに基づく、点検・対策の実施 BA 総務企画課

（2）
情報セキュリティマニュアルの適正な運用及び教職員研修の実
施

AA 学校教育課

R6年度
（目標）

小 7校
中 5校
義 １校

小 7校
中 5校
義 １校

* ** *

No. 指標の名称 単位
R2年度
（実績）

R3年度
（実績）

全校設置

石狩市教育委員会外部評価委員会の意見（令和２年度の取組に対する意見）

不審者情報が多い中、通学路の安全点検・確保、子どもの安全な居場所作りの充実を望みます。

* *

* *

成
果
指
標

【取組の成果等】

(１) 危機管理マニュアルの整備、適切な運用と訓練の実施
・各学校で危機管理マニュアル整備済み、適宜修正を加えたうえ、避難訓練等を実施

(３) 通学路交通安全プログラムに基づく、点検・対策の実施
・各学校より報告のあった30箇所の内、花川北地区３箇所、厚田地区５箇所の点検・対策を実施
⇒点検・対策により次年度以降、信号機設置及び横断歩道白線の塗り直しを検討

【 方 向 性 】

(２) 情報セキュリティマニュアルの適正な運用及び教職員研修の実施

� １人１台端末と高速通信ネットワークなど学校ＩＣＴ環境の整備を踏まえ、情報セキュリティポリシー（指針）を策定

(３) 通学路交通安全プログラムに基づく、点検・対策の実施

� 引き続き各学校からの報告等を基に点検・対策を進める

【成果指標１９】
・防犯カメラ未設置校については、令和６年度までに設置を予定

19 学校の防犯カメラ設置状況 台

** *

** *
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目標Ⅰ-方針３

施策14 学びの段階間の連携・接続の推進

（1） 認定こども園などへの情報提供 AA 教育支援課

【 取 組 】
【 評 価 】

所管
R2年度R3年度

（5） 中一ギャップの解消を目指した小中の連携 AF 指導主事

（3） 保育士等の処遇改善と確保対策 AA 子ども家庭課

（2）
保護者の幼児教育・保育等の選択の支援（子育てコンシェルジュ
の配置）

AAAA 子ども政策課

成
果
指
標

【取組の成果等】

(１) 認定こども園などへの情報提供
・市内の認定子ども園に対し「就学前の教育相談のお勧め」のチラシを配布した。

(２) 保護者の幼児教育・保育等の選択の支援
・コンシェルジュが保護者のニーズの把握に努め、悩みに寄り添い、アドバイスや情報提供、 関係機関へのつなぎ
など適切な支援を行うことができた。

(３) 保育士等の処遇改善と確保対策
・施設型給付費に係る処遇改善等加算の適用による処遇改善（市内全園）
・市内の認定こども園等に就職した者に「就職奨励金」を交付し、保育士の確保に努めた

【 方 向 性 】

(４) スタートカリキュラムの実施にかかる、幼保小の連携

� 切れ目のない幼保小の連携を図りつつ、令和４年度は幼保小連絡協議会を開催し、小１プロブレム解消につなが

るスタートカリキュラム等について、幼保小の教諭が取組の充実を図るよう指導助言を行う。

(５) 中一ギャップの解消を目指した小中の連携

� 令和３年度はコロナ禍により小中連携に向けた出前授業や部活動体験を控えたが、令和４年度は小中スタンダー

ドの策定や系統性を踏まえた教科等の接続など、学びの連続性に係る取組の強化について指導助言を行う。

(７） 校内研修への、学校間の相互参加

� 新型コロナウイルス感染防止対策のため、校内研修への学校間の相互参加を控える時期が長くなった。

令和４年度は取組が活性化するように指導助言を行う。

20
全国学力・学習状況調査において、近隣の中学校（小学
校）と、教育課程に関する情報交換を「よく行った」と思って
いる学校の割合

％

No. 指標の名称 単位
R2年度
（実績）

R3年度
（実績）

R6年度
（目標）

（4） スタートカリキュラムの実施にかかる、幼保小の連携 AA 指導主事

※未実施
（コロナの
影響）

小 40.0
中 42.9

小 41.7
中 25.0
以上

（6） 生活、学習規律、家庭学習時間等の小中でのスタンダード化 AA 指導主事

（7） 校内研修への、学校間の相互参加 AF 指導主事
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目標Ⅰ-方針３

施策15 学校運営の改善

（1） 指導主事による学校訪問、学校ヒアリングの充実 AA 指導主事

【 取 組 】
【 評 価 】

所管
R2年度R3年度

（3）
働き方改革に関する視点を盛り込んだ「学校経営方針」や「重点
目標」の設定

AA 学校教育課

（2） 学校における働き方改革推進計画の実施 AA 学校教育課

R6年度
（目標）

25.826.6
25.8
以下

（4） 働き方改革の実現に向けた環境整備 AA 学校教育課

No. 指標の名称 単位
R2年度
（実績）

R3年度
（実績）

** ** *

成
果
指
標

【取組の成果等】

(２) 学校における働き方改革推進計画の実施、 (４) 働き方改革の実現に向けた環境整備
・令和２年度から、ICカード・カードリーダーを用いた出退勤時間の管理を実施し、客観的な勤務時間の把握を実施

【 方 向 性 】

（２) 学校における働き方改革推進計画の実施、 （４） 働き方改革の実現に向けた環境整備

� 客観的な勤務時間の把握と情報の共有を進め、一月当たりの時間外勤務時間が

45時間を超える教職員の割合の逓減化を図り、教職員の負担軽減を進める。

21
一月当たりの時間外勤務時間が45時間を超える教員の割
合

％

** ***
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目標Ⅰ-方針３

施策16 学校安全教育の充実

R2年度
（実績）

R3年度
（実績）

R6年度
（目標）

（1） 防犯教室・防犯訓練の実施 AA 教育支援課

【 取 組 】
【 評 価 】

所管
R2年度R3年度

（3）

（2） 交通安全教室・自転車乗車マナー教室の実施 AA 教育支援課

災害に応じた避難訓練の実施 AA 総務企画課

* *

社会教育課

単位

*

** *

**

*

（4） 学校・地域・家庭での「あいさつ運動」の実施 AA

No. 指標の名称

* *

* *

成
果
指
標

【取組の成果等】

(４) 学校・地域・家庭での「あいさつ運動」の実施
・新型コロナウイルス感染症が拡大したため、学校支援地域本部事業におけるボランティアの関わりが減少したが、事
業の中ではしっかりと「あいさつ運動」の取組をした。

【 方 向 性 】

(１) 防犯教室・防犯訓練の実施

� 学校支援地域本部事業において、地域ボランティアが子どもたちと関わることが、地域の

防犯につながると考え、今後も事業を推進する。

**
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目標Ⅱ-方針４

** *

施策17 道徳教育の充実

R2年度
（実績）

R3年度
（実績）

R6年度
（目標）

（1） 「道徳科」を基軸とした豊かな心の育成 AA 学校教育課

【 取 組 】
【 評 価 】

所管
R2年度R3年度

（3） 他者を思いやる心の育成 AA 指導主事

（2） 保護者への「考え、議論する道徳科授業」の公開 FB 指導主事

小6 79.3
中3 73.2
以上

**

* ** *

*

No. 指標の名称 単位

小6 70.5
中3 73.1

小6 72.0
中3 70.5

石狩市教育委員会外部評価委員会の意見（令和２年度の取組に対する意見）

様々な社会状況においても授業公開の継続を模索し、学校と保護者との信頼関係を築かれることを期待します。

* *

* *

成
果
指
標

【取組の成果等】

(２) 保護者への「考え、議論する道徳科授業」の公開
・すべての学校が「考え議論する道徳の授業」の推進に努めた
・新型コロナウイルス感染症の影響により「道徳科授業の公開」ができなかった学校もあった。

【 方 向 性 】

(２) 保護者への「考え、議論する道徳科授業」の公開

� 新型コロナウイルスの感染状況を考慮しつつ、地域住民や保護者へ「道徳科授業」を積極的に公開し、道徳教育

への理解と協力を得る契機とするよう、学校へ指導助言していく。

22
全国学力・学習状況調査において、「自己肯定感や自尊
感情が高い」と感じている小学校６年生、中学校３年生の
割合

％
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目標Ⅱ-方針４

施策18 読書活動の推進

R2年度
（実績）

R3年度
（実績）

R6年度
（目標）

（1） 学校独自の取組を支援 AA 市民図書館

【 取 組 】
【 評 価 】

所管
R2年度R3年度

市民図書館

（2） 調べる学習コンクールの活用 AA 市民図書館

（3） ブックスタート、家読（うちどく）の充実 AA 市民図書館

（4） 授業での市民図書館、学校図書館、学校司書の活用 AA

成
果
指
標

【取組の成果等】

(１) 学校独自の取組を支援
・図書館利用オリエンテーション
・時事に即した特集展示や新刊図書紹介
・読書週間時期等のイベント
⇒ 児童生徒が本に親しむ機会を創出
⇒ 学校司書、市民図書館司書による支援体制の確立と学校との情報共有

(２) 調べる学習コンクールの活用
・図書館等の利用
・調べたり、考えをまとめる活動
⇒ 本やインターネットを活用し、情報を取捨選択

(３) ブックスタート、家読(うちどく)の充実
・読書活動推進プロジェクトの計画、実施
⇒ 学校司書、市民図書館司書、市P連と連携した取組

(４) 授業での市民図書館、学校図書館、学校司書の活用
・蔵書の充実や読書活動の活性化につながる情報交換
・授業で使用する本を学校図書館、市民図書館から提供
⇒ 毎月開催している学校司書連絡会議で、選書等に関する情報交換
⇒ 図書館の本を活用した学習を支援

【 方 向 性 】

(３) ブックスタート、家読(うちどく)の充実

� 読書活動推進プロジェクトを継続し、家読(うちどく)を推進

(４) 授業での市民図書館、学校図書館、学校司書の活用

� (2)調べる学習コンクールの活用と合わせ、図書館の本を活用した学習の定着を図る

23

全国学力・学習状況調査において、学校の授業以外で、
普段（月～金曜日） 、１日当たり「10分以上」読書（教科書
や参考書、漫画や雑誌は除く）をしている小学校６年生、
中学校３年生の割合

％

No. 指標の名称 単位

小 52.1
中 40.9

小 58.7
中 43.9

小 57.3
中 45.8
以上
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目標Ⅱ-方針４

** *

施策19 体験活動の推進

R2年度
（実績）

R3年度
（実績）

R6年度
（目標）

（1） 奨励プログラムの活用（環境・人権・平和・国際理解） AA 学校教育課

【 取 組 】
【 評 価 】

所管
R2年度R3年度

（3）
児童館を拠点とする、子どもたちが主体的に取り組む体験活動の
充実（農村体験、けん玉チャレンジなど）

FF 子ども政策課

（2） 地域の様々な人々との交流や社会体験等の充実 AA 社会教育課

*

**

* ** *

*

No. 指標の名称 単位

**

石狩市教育委員会外部評価委員会の意見（令和２年度の取組に対する意見）

コロナ禍などの状況にあっても、子どもの居場所の一つとして、「あい風寺子屋教室」や児童館での様々な取り組みの推
進を期待しています。

* *

* *

成
果
指
標

【取組の成果等】

(２) 地域の様々な人々との交流や社会体験等の充実
・あい風寺子屋教室は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため回数は減少したが、密にならない対策を講じて実
施（計画26回 → 実績14回）

(３) 児童館を拠点とする、子どもたちが主体的に取り組む体験活動の充実
・新型コロナウイルス感染症の影響により、体験活動が未実施

【 方 向 性 】

(３) 児童館を拠点とする、子どもたちが主体的に取り組む体験活動の充実

� 学校支援地域本部事業（あい風寺子屋教室）を活用し、地域の方の経験や特技等を子どもたちに伝える取り組

みを推進

* *
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目標Ⅱ-方針４

** *

施策20 コミュニケーション能力の育成

R2年度
（実績）

R3年度
（実績）

R6年度
（目標）

（1）
実験レポートの作成や、立場や根拠を明確にして議論することな
どの充実（小中：総則、各教科等）

AA 指導主事

【 取 組 】
【 評 価 】

所管
R2年度R3年度

* ** *

（2） パートナースクールや小中間交流の効果的な活用 AB 指導主事

小 73.4
中 70.4
以上

**

* ** *

*

No. 指標の名称 単位

小 71.8
中 76.6

小 77.5
中 70.1

* *

* *

成
果
指
標

【取組の成果等】

(２） パートナースクールや小中間交流の効果的な活用
コロナ禍にあって、ハートナースクールや部活動体験、乗り入れ授業などは控えた学校が多かった。

【成果指標24】
「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け、授業改善が進んでいる。

小学校 ： 前年度比 ＋５．７P
中学校 ： 前年度比 －６．５P

【 方 向 性 】

(2） パートナースクールや小中間交流の効果的な活用

� 感染対策を講じながら実施可能な交流はコミュニケーション育成の観点からも行っていくように指導助言する。

【成果指標24】

� 新型コロナウイルス感染症により「話し合う活動」が制限されている状況にあったが、 １人１台端末やICT機器を

活用しながら、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進に向けて学校訪問等を通して指
導主事から指導・助言する。

24
全国学力・学習状況調査において、「話し合う活動を通じ
て、自分の考えを深めたり、広げたりすることができてい
る」と感じている小学校６年生、中学校３年生の割合

％
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目標Ⅱ-方針４

小 42.9
中 40.3

小 38.7
中 39.3

小 7.7
中 21.6
以上

施策21 いじめの防止や不登校児童生徒への支援の取組の充実

R2年度
（実績）

R3年度
（実績）

R6年度
（目標）

（1） 小中連携した「いじめ防止集会」の実施 AA 教育支援課

【 取 組 】
【 評 価 】

所管
R2年度R3年度

（4） スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカーの活用 AA 教育支援課

（2） ＳＮＳ等の適切な利用についての指導 AA 教育支援課

（3）
いじめ等の問題行動や不登校の未然防止及び早期発見・即時対
応

AB 教育支援課

No. 指標の名称 単位

（5） 教育支援教室「ふらっとくらぶ」の活用 AA 教育支援課

小 97.8
中 94.6

小 98.5
中 98.5

全ての児童
生徒が「思
う」ことを目
指す

子どものSNS活用は大人が考えているより簡単に他人の情報を拡散している状況が見受けられ、家庭や学校との連携を
通した一層の対策を講じることを望みます。

26

不登校児童生徒のうち、学校復帰やふらっとくらぶ、フリー
スクールなどにつなげられた割合
※Ｒ６年度の目標数値は、令和元年度の実績数値以上としてい
るが、令和２年度から実績の数値を国における調査の数値を使
用しているため、数値が乖離している

％

成
果
指
標

【取組の成果等】

(１) 小中連携した「いじめ防止集会」の実施
・市内小中学校で取り組んだ活動内容を市ＨＰに掲載

(２) ＳＮＳ等の適切な利用についての指導
・情報モラル教育の充実の取組として、家庭内ルールづくりの検討を行った

(３) いじめ等の問題行動や不登校の未然防止及び早期発見・即時対応
・いじめ防止の対応について、主な取組の実施及び取組による成果に関しては目標を達成できたが、法に基づくいじめ
に関する重大事態の案件において、十分な対応ができていなかった事例があり、総合評価としてＢとした

(４) スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカーの活用
・積極的な認知と支援策の構築
⇒ いじめアンケート（年２回）・QU検査の実施
⇒ 毎月報告される長期欠席報告に基づく調査
⇒ スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカーの連携

(５） 適応指導教室「ふらっとくらぶ」の活用
⇒ 中学校26名の生徒に対し、学校への復帰あるいは社会的な自立を支援
⇒ 主なプログラムは、午前の教科学習、午後の集団・個別活動及び体験活動を実施

【 方 向 性 】

(２) ＳＮＳ等の適切な利用についての指導

� 保護者向けの情報モラルの理解への情報発信について、リーフレットの作成。

石狩市教育委員会外部評価委員会の意見（令和２年度の取組に対する意見）

25
全国学力・学習状況調査において、「いじめはどんなこと
があってもいけないことだ」と思っている小学校６年生、中
学校３年生の割合

％
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目標Ⅱ-方針４

* *

** *

施策22 体力・運動能力の向上

R2年度
（実績）

R3年度
（実績）

R6年度
（目標）

（1） １校１プラン（体力）に基づく体力の育成 AA 指導主事

【 取 組 】
【 評 価 】

所管
R2年度R3年度

総務企画課

（2） 新体力テストの活用 AA 指導主事

（3）
放課後の運動奨励、部活動指導の充実（外部指導者の活用な
ど）

AA 学校教育課

（4） レクリエーション活動の推進 FF

※未実施
（コロナの
影響）

小男子 50.2
女子 49.4

中男子 48.8
女子 47.6

【取組の成果等】

* *

成
果
指
標

No. 指標の名称 単位

27
全国体力・運動能力、運動習慣等調査において、体力合
計点の全国平均値を50.0とした場合の小学校５年生、中学
校２年生の値

-

* *

小男子 50.6
女子 48.5

中男子 50.8
女子 47.9

*

（2） 新体力テストの活用
・感染対策を講じたうえで、2年ぶりに全国体力・運動能力、運動習慣等調査、新体力テストを実施した。結果は全国
平均と同様に体力合計点等は低下傾向にある。
コロナ禍における運動や外遊びの機会の減少、スクリーンタイムの増加がその原因として考えられる。

（4） レクリエーション活動の推進
・体力・運動能力の向上として、放課後すこやかスポーツ教室を実施
・スポーツまつりは、新型コロナウイルス感染症の影響で中止

【 方 向 性 】

(１) １校１プラン（体力）に基づく体力の育成

� 令和4年度は1校1プランの取組をはじめ、体育授業の充実や外遊びの推奨等の指導助言を行う。

(２） 新体力テストの活用

� 児童生徒が自身の記録の変容を確認し、体力向上に向けた意欲向上につなげるため、すべての小学校に対し、

全学年で全種目の実施を促し、実態を把握するとともに、経年の変化をとらえ、体力向上のための全体計画の策
定、１校１プラン（体力）など特色ある取組を推進するほか、運動の楽しさを知ることができる環境の中で、危機回
避能力や自分の成長を実感することができるよう指導助言する。
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目標Ⅱ-方針４

小 79.4
中 77.9

小 79.2
中 79.2

小 76.4
中 76.3
以上

小 92.7
中 90.5

小 81.6
中 76.3
以上

48.7
54.9
以上

施策23 健康・食育の推進

R2年度
（実績）

R3年度
（実績）

R6年度
（目標）

（1）
関係機関と連携した健康教育の充実（心肺蘇生講習（ＡＥＤ）、薬
物乱用防止、がん教育など）

AA
教育支援課
学校教育課

【 取 組 】
【 評 価 】

所管
R2年度R3年度

（3） 学校給食「いしかりウィーク」の開催 AA 学校給食センター

（2）
「いしかりふれあいＤＡＹ」「生活リズムチェックシート」の活用（ス
マートフォン等の使用時間、食事摂取、睡眠時間など）

AA 社会教育課

学校給食センター

（5） 栄養教諭を中心とした「食に関する指導」の実施 AAA 学校給食センター

（4）
「アレルゲン明示献立」の配付、食物アレルギー対応給食の提供
を継続

AA

【取組の成果】

29
全国学力・学習状況調査において、朝食を毎日食べてい
る小学校６年生、中学校３年生の割合

％

成
果
指
標

No. 指標の名称 単位

28
全国学力・学習状況調査において、毎日、同じくらいの時
刻に寝ている小学校６年生、中学校３年生の割合

％

30
学校給食における、米及び主要な野菜の全使用量のうち
石狩産食材の割合

％

小 90.5
中 89.8

55.4

(２) 「いしかりふれあいＤＡＹ」「生活リズムチェックシート」の活用
・全校アンケート調査の結果、「生活リズムチェックシート」については、ほとんどの学校が独自様式を採用し、生活
習慣改善に向け様々な手法で指導をしていることを確認

(４) 「アレルゲン明示献立」の配付、食物アレルギー対応給食の提供を継続
・希望するすべての児童生徒に「アレルゲン明示献立」を配付するとともに、食物アレルギー対応給食を 提供する
ことができた。

(５) 栄養教諭を中心とした「食に関する指導」の実施
・令和２年度は４月から５月末にかけて市立学校が臨時休業となったこともあり、前年度より回数は大幅に増え
（130回→212回）、学校における地産地消や食育活動の推進を図ることができた。

【 方 向 性 】

(２) 「いしかりふれあいＤＡＹ」「生活リズムチェックシート」の活用

� 全校アンケート調査の結果から、多くの学校がスマホやＳＮＳの正しい使い方講座の実施を求めていることが確

認されたので、これらの意見を参考に今後の家庭教育事業を検討

(３) 「いしかりウィーク」から「いしかりデー」へのリニューアル

� その年の気候の変化により食材の旬の時期が若干異なることなどから、「いしかりウィーク」

（平成30年度から９月の５日間、普段よりも多くの地場産物を使用した給食を提供）から
「いしかりデー」（６月から10月まで各月１回の計５回提供）に令和４年度よりリニューアル

石狩市教育委員会外部評価委員会の意見（令和２年度の取組に対する意見）

「生活リズムチエックシート」の活用・検証を通して、児童生徒の生活習慣の改善の取り組みの推進を期待します。
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目標Ⅲ-方針５

796

施策24 生涯学習の振興

R2年度
（実績）

R3年度
（実績）

R6年度
（目標）

（1）
「いしかり市民カレッジ」「石狩シニアプラザはまなす学園」などの
推進・支援

AA 公民館

【 取 組 】
【 評 価 】

所管
R2年度R3年度

（3） 社会教育主事・社会教育支援スタッフの確保と育成 AA 社会教育課

（2） 公民館講座等の充実 AA 公民館

社会教育課

（5） 社会教育施設等の整備と施設の特性を活かした有効的な活用 AA 社会教育課

（4） 社会教育関係団体への専門的な指導・助言 AA

【取組の成果等】

32
社会教育主事、生涯学習アドバイザー、地域コーディネー
ターの人数

人

成
果
指
標

No. 指標の名称 単位

31

市教委や社会教育団体が行った市民向け講座等の開催
数
※教育プランでは、連携講座等を含めていなかったが、市民向け
講座として目標値及び実績値に反映する

回

6

800
以上

798

11
8

以上

(１) 「いしかり市民カレッジ」「石狩シニアプラザはまなす学園」などの推進・支援
・新型コロナウイルス感染症対策を徹底し、「いしかり市民カレッジ」等の講座開催数は昨年度より増加

(２) 公民館講座等の充実
・新型コロナウイルス感染症対策として少人数参加とし、屋外で「キャンプ×防災」講座を実施
・講座風景のショート動画をＹｏｕ Ｔｕｂｅを活用し公開

【 方 向 性 】

(２) 公民館講座等の充実

� 新型コロナウイルス感染対策を徹底した上で、講座等を充実させる

(３) 社会教育主事・社会教育支援スタッフの確保と育成

� 事業の実施や研修の受講を通じて社会教育主事の資質向上を目指す
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目標Ⅲ-方針５

*

施策25 芸術文化活動の推進

R2年度
（実績）

R3年度
（実績）

R6年度
（目標）

（1） ロビーコンサートなどのイベントの継続 AA 社会教育課

【 取 組 】
【 評 価 】

所管
R2年度R3年度

（3） 市民文化祭開催の支援 AA 社会教育課

（2）
俳句のまち～いしかり～こども俳句コンテストの継続と「俳句ガイ
ド」の活用

AA 社会教育課

社会教育課

（6）
「情操教育プログラム」の開催（あい風コンサート・The music な
ど）

AA 社会教育課

（5） 各種コンクール・検定等への応募の奨励 AA

614

【取組の成果等】

* *

成
果
指
標

No. 指標の名称 単位

33
市教委が実施する体験活動の回数（情操教育プログラム
など）

回
11
以上

**

（4） 芸術文化活動への支援 AA 社会教育課

(１) ロビーコンサートなどのイベントの継続
・新型コロナウイルス感染症の影響により、ロビーコンサート等一部の行事が中止
⇒ 市民文化祭の実施（場所を変え、長期間の展示を行ったり、舞台部門の発表を実施した）

(４) 芸術文化活動への支援
⇒ 高校生の民謡全国大会へ補助金交付

(６) 「情操教育プログラム」の開催
・新型コロナウイルス感染症対策を施し、各学校でおしゃべらんどを実施した。

【 方 向 性 】

� 新型コロナウイルス感染症対策を徹底するとともに、開催方法を工夫しながら文化振興事業を実施していく。

石狩市教育委員会外部評価委員会の意見（令和２年度の取組に対する意見）

デジタル環境へのアクセスを幅広い世代に可能にし、それらを活用した文化・芸術発信できる環境整備を望みます。
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目標Ⅲ-方針５

127,726130,399

59

6

20
72
以上

6
以上

施策26 図書館サービスの充実

R2年度
（実績）

R3年度
（実績）

R6年度
（目標）

（1） 司書研修等によるレファレンスサービス（調べもの相談）の充実 AA 市民図書館

【 取 組 】
【 評 価 】

所管
R2年度R3年度

（3） 図書館まつり、科学の祭典などのイベントの充実 AA 市民図書館

（2） ボランティアによるおはなし会、ＤＶＤ上映会 AA 市民図書館

市民図書館

（5） 地域の歴史や情報を伝える資料の収集・提供 AA 市民図書館

（4） 新刊図書の購入や適切な除籍による蔵書の充実 AA

【取組の成果】

35 司書研修等を行った回数 回

成
果
指
標

No. 指標の名称 単位

34 市民図書館（本館）の入館者数 人

36 ボランティアなどによるイベントの開催数 回

236,080
以上

9

(1) 司書研修等によるレファレンスサービス(調べもの相談)の充実
・道立図書館職員、市役所職員を講師に迎えた研修や内部研修
⇒基本的なサービス、利用者対応等、市民サービス向上に向けた取組

(2)～(3) 新型コロナウイルス感染症の影響
・ボランティア等による定例の「おはなし会」:約7割が中止
・図書館を賑わいの拠点とするイベント:図書館まつり等の中止
⇒おはなし会をフリースペース等を活用して実施
⇒できる範囲を模索、工夫し、子どもたちに読書の楽しみを伝える活動を実施
(読書ノート配布、特集展示等)

⇒Ｗｅｂで講座を実施
・科学の祭典：ブースを出展した対面形式での開催が中止
⇒Ｗｅｂで実験映像を配信

(4) 新刊図書の購入や適切な除籍による蔵書の充実
・雑誌リサイクル広場、除籍本の無償譲渡等
⇒計画的な購入と除籍の遂行

(5) 地域の歴史や情報を伝える資料の収集・提供
・地域資料の受入、展示等を積極的に行い、歴史の継承及び地元の動きを情報発信
⇒子母澤寛生誕130年記念事業の実施等

【 方 向 性 】

� 市民協働による取組を推進

� 多くの市民の学びや交流の拠点となるべく、事業を積極的にＰＲ

� 地域資料の継続的な収集、保存、提供に加え、特集展示の開催等により資料のＰＲに努める

� 音響映像設備等のオンライン対応を推進し、通信環境の充実を図る

石狩市教育委員会外部評価委員会の意見（令和２年度の取組に対する意見）

デジタル環境へのアクセスを幅広い世代に可能にし、それらを活用した文化・芸術発信できる環境整備を望みます。
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目標Ⅲ-方針６

4

施策27 ふるさとを学ぶ機会の充実

R2年度
（実績）

R3年度
（実績）

R6年度
（目標）

（1） 総合的な学習の時間の活用 AA 学校教育課

【 取 組 】
【 評 価 】

所管
R2年度R3年度

（3）
市民図書館や海浜植物保護センターなどと連携した講座や展示
による学習機会の提供

AA 文化財課

（2） テーマ展、体験講座、野外講座などの開催 AA 文化財課

文化財課

（5）
地域情報誌や石狩ファイルのホームページ公開等による情報発
信の充実

AAA 文化財課

（4） 資料館や道の駅の情報コーナーを活用した情報発信の充実 AA

【取組の成果等】

38 資料館の延べ入館者数 人

成
果
指
標

No. 指標の名称 単位

37 ふるさと学習に関する講座等の開催数 回

1,643

4

2,391

10
以上

2,384
以上

(２) テーマ展、体験講座、野外講座などの開催
・パンデミックにより活動の制限が続いている。しかし屋外で実施する野外講座は以前の水準に近づけた。
⇒ テーマ展４回、野外講座２回、講座２回を開催した。
⇒ 課題：感染拡大への対策と屋内での体験講座の再開の両立。

(３) 市民図書館や海浜植物保護センターなどと連携した講座や展示による学習機会の提供
・感染防止と両立しながら、市内外の施設等との連携活動が再開されてきた。
⇒ 市内外の教育施設・団体等へ講師として学芸員を13回派遣した。
⇒ 課題：感染防止と両立可能なリモートを活用したイベント形態の開発。

(４) 資料館や道の駅の情報コーナーを活用した情報発信の充実
ドローン撮影動画をより閲覧しやすくプログラムの改良を行った。

(５) 情報発信の充実
Youtube動画の新規公開、Facebookでの公開を開始。

【 方 向 性 】

� 感染防止と両立しながら活動を以前の水準に近づける。

SNS、リモートツールを活用した新たな活動手法の開発。

� 食べ物や近所の地形など、身近な自然を題材とした実物展示や情報発信を継続
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目標Ⅲ-方針６

施策28 文化・自然遺産の保護・保存・活用の推進

（1） 市内の特徴的な文化財の調査・把握 AA 文化財課

【 取 組 】
【 評 価 】

所 管
R2年度R3年度

（3） 自然標本の収集、標本製作と資料館等での公開 AA 文化財課

（2） 歴史的価値のある文化資料の修復・公開 AA 文化財課

（5） 歴史、文化、自然についての研究活動の充実 AA 文化財課

（4） 文化財、標本等の整理と保存環境の充実 AA 文化財課

（7） 郷土研究会等の市民による調査研究活動への支援 AA 文化財課

（6） 紀要等による研究成果の公表 AAA 文化財課

様々な手段やコンテンツを通して、歴史ある石狩市の文化を守り、継承していくための調査研究・活動のさらなる推進を望
みます。

【取組の成果等】

(１) 市内の特徴的な文化財の調査・把握
・浜益の漁家白鳥家所蔵資料の収集。
・花畔水野家所蔵漆器の収集。
・旧望来小学校で使用された楽器等の収集。

(２) 歴史的価値のある文化資料の修復・公開
令和3年度の資料の修復については対象となる文化財が無く未実施。

(３) 自然標本の収集、標本製作と資料館等での公開
・超世代スケール（※）の視点で継続的に収集保管、展示公開等を実施している。
⇒ キタホウネンエビ、鯨類骨格などを収集。常設展示、テーマ展で公開。
⇒ キタホウネンエビの詳細な時空間分布の解明、市内歴史史料の調査・紹介。
⇒ 課題：調査研究のための時間・場所の確保。
⇒ 課題：標本製作が可能な作業環境（設備・空間）の確保。

(４) 文化財、標本等の整理と保存環境の充実
・旧石狩小学校校舎の収蔵場所としての整備、収蔵資料データベース入力作業を進めている。
⇒ 課題：資料・標本を安全に保管できる収蔵庫の確保。

(５) 歴史、文化、自然についての研究活動の充実
・超世代スケールの視点で継続的に、各分野の調査研究を実施している。
⇒ キタホウネンエビの詳細な時空間分布の解明、市内歴史史料の調査・紹介。
⇒ 課題：調査研究のための時間・場所の確保。

(６) 紀要等による研究成果の公表
・紀要第11巻を刊行・配布した。学会等での発表、論文等の公開を行った。
⇒ 紀要掲載論文等は４本から７本に増加した。学会発表・論文等は２件から５件に増加した。

(７) 郷土研究会等の市民による調査研究活動への支援
運営補助金の支出、例会での研究発表支援などを行った。

(８) 石狩小学校校舎を郷土資料館として利活用するための検討
円形校舎内で旧石狩小学校歴史展示を行い博物館的な利活用の手法を検討した。

※「超世代スケール」…世代間を跨いだ引継ぎが必要となる、数十年を超える規模の長期的時間スケール。

【 方 向 性 】

� 資料・標本等の安定した保管環境の整備、超世代スケールの調査研究の継続。

石狩市教育委員会外部評価委員会の意見（令和２年度の取組に対する意見）

（8） 石狩小学校校舎を郷土資料館として利活用するための検討 AA 文化財課
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点検及び評価に関する学識経験者の意見について

点検及び評価の実施にあたっては、事業等の進捗状況を総括するとともに、課題や今後の取組の方向

性について、内部評価を行うと同時に、学識経験者の知見活用として、「石狩市教育委員会外部評価委員

会」から意見や助言をいただくこととしています。

これらにより、点検及び評価の客観性を確保するとともに、いただいた意見等については、今後の施

策、事業等の展開に活用していきます。

令和４年 10 月４日に外部評価委員会を開催し、次の意見等をいただきました。なお、会議録は、石狩

市ホームページ等にて公開しています。

意見等の内容

外部評価委員会では、６つの基本方針 28 施策に関する多くの取組について、評価をいただきました。

なお、本報告書においては、今後の本市教育行政へ参考となる視点や、課題に対する意見などについ

てのみ以下に掲載しています。

１ 施策別の取組状況、分析・評価及び今後の方向性

【目標Ⅰ 自ら学ぶ意欲をもって、主体的に社会に関わり、新しい時代を生きる力を育てる】

基本方針 1 新しい社会で生きる力の育成

〇小中学生の情報機器に対する環境は目覚ましいものがあり、情報を入手するスピードが格段に上がって

います。自ら考える力や洞察力が失われないような利用方法を望みます。

〇端末の持ち帰りを想定した場合、学校内で使用するとき以上に、情報モラル教育や端末に関するルール

メイキングが重要となるので、スマートフォン・SNS の正しい使い方講座も含めたルールづくり等に取

り組まれることを望みます。

〇児童生徒一人一台端末が授業での活用に取り組まれていることを評価します。

タブレット端末の活用（持ち帰り等）では、各学校で苦労されていると思いますが、今後更なる効果的

活用を目指して取り組まれることを期待します。

〇コロナ終息後は広く社会体験活動の機会を引き続き継続されることを望みます。

〇学校教育に協力いただける企業・団体・人材を各学校レベルで継承していくのではなく、市内で共有で

きるような仕組みを整備することで、引き続き各学校のキャリア教育を支援されることを望みます。

基本方針２ 学びを支える家庭・地域との連携・協働の推進

〇市内全校にコミュニティ・スクールが組織されたこと、スタートされたことを評価します。

今後の取り組みをさらに充実されていくことを期待します。また、取り組みを進めるにあたっては「協

働」の含意が双方向性にあることを意識し、「地域からの学校づくり」と「学校からの地域づくり」の

双方の取り組みとなることを望みます。

点検及び評価に対する学識経験者による意見について
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点検及び評価に関する学識経験者の意見について

基本方針３ 学びをつなぐ学校づくり

〇学校ホームページによる情報発信を通して、学校と家庭・地域との連携を深めるため、ホームページの

コンテンツ充実だけではなくアクセス数の増加を意識した取り組みを期待します。

〇働き方改革の推進によって、教職員の勤務の「量的な適切化」と「質的な充実化」が図られることによ

り、教育の質が向上することを希望しますが、一方で、子どもたちの活動が制限されるようなことが無

いように願います。

【目標Ⅱ 思いやりと豊かな心・健やかな体をもって、多様な人々と共に支え合う人を育てる】

基本方針４ 健やかな成長を促す取組の推進

〇新型コロナウイルス感染症の影響で様々な取り組みが行動制限や活動中止になり、子どもたちにも大き

なストレスを抱えた毎日を送ることとなりました。そのストレスがいじめや登校拒否などに波及するこ

となく過ごせるよう、関係団体が協力し合い子供を見守る体制をこれからも継続して実施していくこと

を望みます。

〇子どもたちの「生活リズムチェックシート」の活用、テレビゲーム等の使用に関する家庭でのルール作

りの取り組みを評価します。今後もスマホ等の使用について継続した取り組みを期待します。

【目標Ⅲ ふるさとへの愛着をもち、幅広い視野で新しい価値を創造し、活躍する人を育てる】

基本方針５ 学びを活かす地域社会の実現

〇生涯学習の振興とあわせて社会教育の側から学校教育の課題解決につながる連携を望みます。

基本方針６ ふるさとを学ぶ機会の充実

○旧石狩小学校の工夫された展示の公開を評価するとともに、今後も「ふるさと石狩」を学ぶ場としての

取り組みに期待します。また、その周知にあたり各コンテンツやアクセスの充実を図ることを望みます。
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資料１ 令和３年度の方針等

（１）教育行政執行方針

（令和３年第１回石狩市議会定例会）

はじめに

この１年で、世の中の様相が一変しました。新型コロナウイルス感染症のまん延というこれまで経験

したことのない状況のなかで、学校も感染防止対策と学びの保障、心のケアなどに追われたといっても

過言ではありません。こうした学校の取組と児童生徒の頑張りを、多くの保護者や地域の方々が、物心

両面から支えてくださいました。ここで改めて感謝を申し上げます。

『持続可能な社会の創り手として、目の前の事象から課題を見出し、生きて働く知識や技能を駆使し

て主体的に考え、多様な立場の者が協働的に議論し、進むべき道を見出していく』

新年度から中学校でも施行される新学習指導要領が育成を目指す子どもたちのこの姿は、中央教育審

議会答申が指摘するように、感染症により先行きが一層不透明となった「今」を生きるすべての人に求

められている姿でもあります。

困難な状況にはありますが、子どもから大人まで、これまで積み重ねてきた学びを止めてはなりませ

ん。感染防止にも十分配慮しながら、全ての市民が生涯にわたって質の高い学びを重ね、それぞれの成

長に向け可能性を拡げることができる環境を整備していくため、学校、家庭、地域と連携しつつ、鋭意

取り組んでまいります。以下、新年度の主要な施策について、石狩市教育プランの柱立てに即して、順

次申し述べます。

目標Ⅰ 自ら学ぶ意欲をもって、主体的に社会に関わり、新しい時代を生きる力を育てる

（新しい社会で生きる力の育成）

新学習指導要領の趣旨を踏まえ、確かな学力の育成のため、「基礎的・基本的な知識及び技能の習得」

「個に応じた指導の充実」「言語活動の充実」「学習習慣の確立」の４点を念頭に、教育課程の実施状況

に基づく改善などを通して教育活動の質を向上させ、学習効果の最大化を図るカリキュラム・マネジメ

ントの確立を図ります。

新年度からＧＩＧＡスクール構想による１人１台端末の本格的な活用が始まります。電子黒板とデジ

タル教科書の効果的な活用とともに児童生徒の学びの保障を支えるため、感染症による臨時休業にも対

応できるオンライン指導の構築に向けた準備作業を進めます。併せて、教員のＩＣＴ活用能力向上への

支援を行います。このほか、情報モラルや情報手段の基本的な操作技能などの習得も含めたトータルな

情報活用能力を育成する中で、プログラミング的思考の育成を図ります。

対面での協働的な学びが制限される中、ＩＣＴの活用で「主体的・対話的で深い学び」の視点を生か

した授業改善が学校の創意工夫で進められることを期待しているところです。

また、エキスパートサポーターや外部指導者を効果的に配置した指導体制の充実を図るとともに、「学

力の１校１プラン」の取組を継続しながら、学習内容の定着を一層確かなものとするよう努めます。

特別支援教育については、南線小学校に通級指導教室を開設するほか、特別支援教育支援員の適切な

配置等、体制を充実させながらよりきめ細かな支援を行ってまいります。一人一人のニーズに応じた途

切れのない一貫した支援を行うため、就学前からの教育相談の実施や、「個別の教育支援計画」「個別の

指導計画」の活用、研修により教員の専門性の向上を図ります。

外国語教育については、外国語指導助手（ＡＬＴ）も活用して外国の言語や文化への理解を深めなが

ら、積極的にコミュニケーションを図る態度の育成に努めます。

資 料
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（学びを支える家庭・地域との連携・協働の推進）

家庭教育支援を充実させるため、子育てに不安や悩みを持つ保護者のサポートに、市長部局と連携し

ながら引き続き取り組むほか、あい風寺子屋事業による放課後の学習支援、中学校の試験期間に合わせ

て小学校の家庭学習強化週間を設定するなど、家庭学習時間や生活規律等の小中連携の取組を継続しま

す。

子どもたちの基本的な生活習慣の定着を図るため、「いしかりふれあいＤＡＹ」や「生活リズムチェッ

クシート」を活用し、規則正しい生活とテレビ、ゲーム等の使用に関する家庭でのルール作りに取り組

んでいただいておりますが、特にスマホ等の使用については、保護者、児童生徒がともに「ネットの危

険を理解したうえで上手に活用する」という意識をしっかり持つことが大切です。コミュニティ・スク

ールの仕組を通して、こうした取組の議論ができるよう、提案してまいります。

感染症の影響による家計への影響が懸念されるところですが、就学援助による経済的支援を柔軟に行

うほか、生活困窮等を要因とした学習支援のニーズへの対応や補充学習の充実、スクールソーシャルワ

ーカーと家庭生活支援員による教育と福祉が連携した支援を継続して進めます。

（学びをつなぐ学校づくり）

現在、同一中学校区内の小学校と中学校は、「中１ギャップの解消」や「学びの連続性による学力向上」

をテーマに、連携した取組を進めております。幼児期の学びと育ちを義務教育へとスムーズにつなぐた

め、各小学校が策定するスタートカリキュラムの確実な実施と不断の見直しにより、幼児期から中学校

段階までを見通した教育を進めます。

また、先行した厚田学園、石狩八幡小学校に引き続き、新年度には市内全校でコミュニティ・スクー

ルをスタートさせ、地域と連携・協働しながら教育活動を展開する「開かれた教育課程」の推進を図っ

ていきます。

新年度以降、老朽化が進んだ学校施設の改修は、長寿命化計画に基づいて進めていきますが、まずは

花川南中学校の校舎改修に向けた設計を行います。また、浜益区の子どもたちのより良い教育環境のあ

り方について、検討を始めます。

教員の働き方改革につきましては、「校務の効率化や専門スタッフ等の配置による環境整備」「部活動

指導の負担軽減」「勤務時間を意識した働き方の推進と学校運営体制の充実」「市教委のサポート体制の

充実」という４つの柱で進めてまいりました。現行の推進計画が令和２年度をもって終了することから、

取組の検証結果を次期計画に反映し、引き続き教員の長時間勤務解消に向けて取り組んでまいります。

目標Ⅱ 思いやりと豊かな心・健やかな体をもって、多様な人々と共に支え合う人を育てる

（健やかな成長を促す取組の推進）

特別の教科として位置付けられた道徳科を基軸とした豊かな心の育成、人権を尊重した教育による他

者を思いやる心の育成のほか、地域の様々な人々との交流や体験活動などを通して、自己肯定感や自尊

感情を醸成します。さらに、保護者や地域住民に道徳科の授業を公開し、学校、家庭、地域の連携強化

を図ります。

豊かな人間性を育む上で読書は大切です。ブックスタートや家読（うちどく）など本との出会いをサ

ポートするとともに、学校図書館の充実を図るため、図書標準達成のための購入費の加算や学校司書の

配置・派遣により適切な蔵書構築を行うなど、読書に親しみ、ものの見方・感じ方・考え方を広げ、深

める活動を継続して進めます。

長期化するコロナ禍の影響により、本市でも不安やストレスを抱える児童生徒が増えています。いじ

めの防止や不登校児童生徒への支援も含め、そのような兆候を見逃さないよう、学校がチームで対応し

ながら、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーを活用した教育相談につなげ、未然防止

と早期発見・早期対応を進めます。
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また、ふらっとくらぶにおいては、通級者がタブレットによる調べ学習をできるよう、Ｗｉ-Ｆｉ環境

を整備します。

本市の児童生徒の体力と運動能力は向上傾向にありますが、この流れをさらに定着させるため、「体力

の１校１プラン」や体力テストの活用を継続します。

関係機関と連携した健康教育や栄養教諭を中心とした食に関する指導により、健康な食生活に対する

児童生徒の関心を高めるほか、学校給食センターでは、石狩産食材のより一層の活用も意識しながら安

心安全な学校給食を提供するとともに、成人向けの食育講座に複数のメニューを用意するなど、本市食

育の拠点としての役割も果たしてまいります。

目標Ⅲ ふるさとへの愛着をもち、幅広い視野で新しい価値を創造し、活躍する人を育てる

（学びを活かす地域社会の実現）

市民一人一人の学びへの意欲を喚起し、潤いのある生活と活力ある地域づくりを推進するため、市民

が集い、生涯にわたる主体的で多様な学びを実践する「いしかり市民カレッジ」との協働、市内文化の

振興に取り組む「石狩市文化協会」への支援のほか、市が主催する生涯学習事業の内容充実に努めます。

また、社会教育支援スタッフの確保と育成を継続するほか、老朽化が著しい公民館については、学び

交流センターを改修・整備し、その機能を引き継ぐ体制を整えます。

感染症の拡大により開催が叶わなかった成人式につきましては、５月の開催に向けてしっかりと準備

を進めてまいります。

20 周年の節目を迎えた市民図書館では、感染症対策として「おうちで楽しむ動画」の配信やフェイス

ブックなど、インターネットを活用した旬な情報発信を通じて、次の時代に向けた新たな可能性も模索

しながら、市民の読書環境充実に努めます。それとともに、石狩市民図書館ビジョン、子どもの読書活

動推進計画に基づく施策を着実に進め、これからも幅広く多くの市民に愛される図書館を目指します。

（ふるさとを学ぶ機会の充実）

将来、様々なステージで活躍する子どもたちが、ふるさと石狩への愛着と誇りを持つことができるよ

う、総合的な学習の時間での学習活動やテーマ展、体験講座、野外講座などの開催に加え、小学校社会

科副読本の改訂も行い、ふるさとを学ぶ機会の充実を図ります。

また、資料館や道の駅の情報コーナーを活用した情報発信を引き続き進めるほか、歴史的価値のある

旧石狩小学校の円形校舎を公開し、閉校時の学校の佇まいをご覧いただけるようにしながら、今後、順

次展示の充実を図ってまいります。

はまます郷土資料館は、石垣の修復と手摺りの整備を行い、国指定史跡「荘内藩ハママシケ陣屋跡」

のシンボルである大手門については、陣屋研究会との協働により修復、保全を行います。

むすび

小中学校への１人１台端末と高速大容量ネットワークの整備、あるいはオンデマンド配信によるイベ

ントや研修会の開催に代表されるように、このコロナ禍をきっかけとして、教育の現場にも新たな動き

が生まれております。できないことを嘆くだけでなく、こうした動きに内在する可能性の芽を大きく育

てていけば、教育の原点である「人づくり」への、Society5.0 の時代にふさわしい新たな道が開けると

信じるところです。

新年度におきましても、市長部局と緊密に連携しながら、本市の教育の充実と発展に向け全力で取り

組むことを通して、現在そして将来における、より良い石狩市づくりに貢献してまいりたいと存じます。

市民並びに市議会議員の皆様の一層のご支援とご協力を心からお願い申し上げ、令和３年度の教育行政

執行方針といたします。
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型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
修

学

校
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

金
(
1
,
3
4
2
)
至

R
4
.
3
.
3
1

旅
行

の
中

止
又

は
延

期
等

で
生

じ
た

キ
ャ

ン
セ

ル
料

等

教
感

染
症

対
応

地
方

創
生

国
・
道

支
出

金
3
,
8
6
1

を
市

立
学

校
へ

補
助

す
る

こ
と

で
保

護
者

の
負

担
軽

減

育
推

進
事

業
地

方
債

を
図

っ
た

。

課
そ

の
他

中
学

校
6
校

一
般

財
源

学
力

向
上

推
進

事
業

教
員

免
許

を
有

す
る

会
計

年
度

1
1
,
7
6
0

自
R
3
.
4
.
1

－
市

立
学

校
の

学
力

向
上

に
向

け
た

取
組

に
寄

与
し

（
１

０
・

１
・

３
）

任
用

職
員

（
エ

キ
ス

パ
ー

ト
サ

(
1
1
,
0
2
3
)
至

R
4
.
3
.
3
1

た
。

（
学

力
向

上
推

進
事

業
ポ

ー
タ

ー
）

を
学

校
に

配
置

国
・
道

支
出

金
・

エ
キ

ス
パ

ー
ト

サ
ポ

ー
タ

ー

費
）

地
方

債
小

学
校

4
校

そ
の

他

一
般

財
源

1
1
,
7
6
0

（
外

部
指

導
者

活
用

事
学

校
で

の
「

Ｓ
Ａ

Ｔ
」

や
「

学
3
,
5
4
3

自
R
3
.
4
.
1

－
・

Ｓ
Ａ

Ｔ

業
費

）
力

向
上

サ
ポ

ー
タ

ー
」

の
活

用
(
3
,
5
7
1
)
至

R
4
.
3
.
3
1

小
学

校
7
校

、
中

学
校

3
校

に
対

し
て

交
付

金
を

交
付

国
・
道

支
出

金
1
8
0

・
学

力
向

上
サ

ポ
ー

タ
ー

地
方

債
小

学
校

5
校

そ
の

他

一
般

財
源

3
,
3
6
3

※
決

算
額

の
（

）
内

は
前

年
度

の
決

算
額
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生
涯

学
習

部
所 属 課

契
約

相
手

方
成

果
の

説
明

事
業

名
主

な
事

業
内

容
（

千
円

）
決

算
額

実
施

期
間

学
（

１
０

・
１

・
３

）
学

校
で

の
「

ス
ポ

ー
ツ

支
援

Ｓ
7
5
4

自
R
3
.
4
.
1

－
市

立
学

校
の

体
力

・
運

動
能

力
向

上
に

向
け

た
取

組

校
体

力
・

運
動

能
力

向
上

Ａ
Ｔ

」
や

「
部

活
動

外
部

指
導

(
6
3
5
)
至

R
4
.
3
.
3
1

に
寄

与
し

た
。

教
推

進
事

業
者

」
の

活
用

に
対

し
て

交
付

金
国

・
道

支
出

金
・

ス
ポ

ー
ツ

支
援

Ｓ
Ａ

Ｔ

育
（

外
部

指
導

者
活

用
事

を
交

付
地

方
債

小
学

校
1
0
校

、
中

学
校

4
校

課
業

費
）

そ
の

他
・

部
活

動
外

部
指

導
者

一
般

財
源

7
5
4

中
学

校
4
校

（
１

０
・

１
・

３
）

環
境

・
人

権
・

平
和

・
国

際
理

4
,
6
4
3

自
R
3
.
4
.
1

－
市

立
学

校
が

各
々

の
教

育
テ

ー
マ

に
沿

っ
て

行
う

、

奨
励

プ
ロ

グ
ラ

ム
推

進
解

教
育

な
ど

に
関

す
る

取
組

や
(
4
,
5
8
9
)
至

R
4
.
3
.
3
1

実
技

学
習

や
校

外
学

習
等

の
特

色
あ

る
教

育
活

動
の

推

事
業

特
色

あ
る

教
育

活
動

に
対

し
、

国
・
道

支
出

金
進

に
寄

与
し

た
。

交
付

金
を

交
付

地
方

債

そ
の

他

一
般

財
源

4
,
6
4
3

（
１

０
・

１
・

４
）

学
校

で
の

教
育

活
動

を
継

続
さ

1
6
,
7
9
8

自
R
3
.
4
.
1

(
株

)
チ

ャ
ン

ピ
オ

ン
商

学
校

で
の

感
染

リ
ス

ク
を

最
小

限
に

し
な

が
ら

教
育

学
校

教
育

活
動

継
続

支
せ

る
た

め
、

校
内

の
感

染
症

対
(
-
)
至

R
4
.
3
.
3
1

会
ほ

か
活

動
を

継
続

す
る

た
め

、
感

染
症

対
策

に
必

要
な

物
品

援
事

業
策

を
実

施
国

・
道

支
出

金
1
6
,
7
9
8

の
購

入
や

密
を

避
け

る
た

め
の

取
組

を
行

っ
た

。

地
方

債
除

菌
用

品
の

購
入

、
借

上
げ

バ
ス

の
増

便
等

そ
の

他
市

立
学

校
全

校

一
般

財
源

（
Ｒ

２
→

Ｒ
３

年
度

繰
越

事
業

）

（
１

０
・

１
・

４
）

Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ

ス
ク

ー
ル

構
想

に
対

6
,
8
9
4

自
R
3
.
4
.
1

(
株

)
北

海
道

日
立

シ
ス

児
童

生
徒

１
人

１
台

の
端

末
に

対
し

て
ヘ

ル
プ

デ
ス

Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ

ス
ク

ー
ル

構
応

し
、

導
入

し
た

環
境

の
運

用
(
-
)
至

R
4
.
3
.
3
1

テ
ム

ズ
ほ

か
ク

機
能

を
整

備
す

る
と

と
も

に
高

速
大

容
量

の
情

報
通

想
環

境
運

用
事

業
お

よ
び

保
守

国
・
道

支
出

金
信

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
環

境
を

提
供

す
る

こ
と

に
よ

り
、

（
教

育
情

報
化

整
備

事
地

方
債

Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ

ス
ク

ー
ル

構
想

の
運

用
に

寄
与

し
た

。

業
費

）
そ

の
他

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
環

境
運

用
・

保
守

1
,
9
7
5
千

円

一
般

財
源

6
,
8
9
4

・
情

報
機

器
運

用
・

保
守

4
,
9
1
9
千

円

※
決

算
額

の
（

）
内

は
前

年
度

の
決

算
額

財 源 内 訳 財 源 内 訳財 源 内 訳 財 源 内 訳

- 45 -



生
涯

学
習

部
所 属 課

契
約

相
手

方
成

果
の

説
明

事
業

名
主

な
事

業
内

容
（

千
円

）
決

算
額

実
施

期
間

学
（

１
０

・
３

・
１

）
各

中
学

校
に

指
導

者
用

の
デ

ジ
2
,
5
5
6

自
R
3
.
4
.
2

(
株

)
北

海
道

教
科

書
供

新
学

習
指

導
要

領
実

施
に

あ
た

り
、

授
業

や
学

習
活

校
デ

ジ
タ

ル
教

科
書

導
入

タ
ル

教
科

書
を

導
入

(
-
)
至

R
3
.
4
.
1
6

給
所

動
の

充
実

を
図

る
た

め
、

各
中

学
校

に
指

導
者

用
デ

ジ

教
事

業
国

・
道

支
出

金
タ

ル
教

科
書

を
導

入
し

た
。

育
（

中
学

校
教

育
推

進
事

地
方

債

課
業

費
）

そ
の

他

一
般

財
源

2
,
5
5
6

教
（

１
０

・
１

・
４

）
い

じ
め

や
問

題
行

動
等

へ
の

対
3
,
9
2
5

自
R
3
.
4
.
1

－
市

立
学

校
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
支

援
を

実
施

し
、

学

育
生

徒
指

導
充

実
事

業
応

や
未

然
防

止
の

取
組

を
実

施
(
4
,
4
4
7
)
至

R
4
.
3
.
3
1

級
運

営
の

安
定

を
図

っ
た

。

支
国

・
道

支
出

金
・

い
じ

め
防

止
に

向
け

た
各

種
啓

発
活

動

援
地

方
債

・
Ｑ

－
Ｕ

の
実

施
（

小
学

校
5
、

6
年

生
及

び
中

学
校

は

課
そ

の
他

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

診
断

）

一
般

財
源

3
,
9
2
5

・
子

ど
も

1
1
0
番

の
普

及

・
い

じ
め

問
題

対
策

連
絡

協
議

会
の

開
催

・
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
6
人

・
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
1
人

（
１

０
・

１
・

４
）

不
登

校
児

童
生

徒
や

保
護

者
へ

1
7
,
2
8
3

自
R
3
.
4
.
1

－
不

登
校

児
童

生
徒

の
早

期
発

見
・

早
期

支
援

や
個

々

不
登

校
支

援
事

業
の

支
援

を
実

施
(
1
7
,
0
1
6
)
至

R
4
.
3
.
3
1

に
応

じ
た

集
団

生
活

へ
の

適
応

指
導

に
よ

り
、

社
会

的

国
・
道

支
出

金
7
7
5

自
立

を
図

っ
た

。

地
方

債
・

ふ
ら

っ
と

く
ら

ぶ
の

運
営

そ
の

他
3
5

・
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

3
人

一
般

財
源

1
6
,
4
7
3

・
青

少
年

育
成

支
援

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

3
人

（
１

０
・

１
・

４
）

特
別

な
支

援
を

要
す

る
児

童
生

2
7
,
3
5
1

自
R
3
.
4
.
1

－
教

育
相

談
等

の
実

施
に

よ
り

、
児

童
生

徒
の

学
習

上

特
別

支
援

教
育

運
営

事
徒

へ
の

支
援

を
実

施
(
2
8
,
8
8
9
)
至

R
4
.
3
.
3
1

及
び

生
活

上
の

困
難

克
服

と
社

会
的

な
自

立
を

図
っ

業
国

・
道

支
出

金
た

。
ま

た
、

教
員

等
へ

の
研

修
等

の
実

施
に

よ
り

、
特

地
方

債
別

支
援

教
育

の
専

門
性

の
向

上
を

図
っ

た
。

そ
の

他
・

特
別

支
援

教
育

相
談

員
2
人

一
般

財
源

2
7
,
3
5
1

・
特

別
支

援
教

育
支

援
員

3
4
人

※
決

算
額

の
（

）
内

は
前

年
度

の
決

算
額

財 源 内 訳 財 源 内 訳財 源 内 訳財 源 内 訳

- 46 -



生
涯

学
習

部
所 属 課

契
約

相
手

方
成

果
の

説
明

事
業

名
主

な
事

業
内

容
（

千
円

）
決

算
額

実
施

期
間

社
（

２
・

３
・

７
）

公
共

施
設

衛
生

環
境

改
善

事
業

9
,
7
4
6

自
R
3
.
5
.
1
2

(
株

)
立

花
工

務
店

ほ
か

学
び

交
流

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

感
染

拡
大

防
止

の
た

会
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

至
R
4
.
1
.
2
1

め
に

必
要

な
施

設
改

修
を

行
い

、
衛

生
環

境
の

改
善

を

教
感

染
症

対
応

地
方

創
生

国
・
道

支
出

金
9
,
7
4
6

図
っ

た
。

育
推

進
事

業
地

方
債

・
実

施
設

計
業

務
委

託
7
7
0
千

円

課
そ

の
他

・
ト

イ
レ

改
修

工
事

8
,
9
7
6
千

円

一
般

財
源

（
１

０
・

５
・

１
）

学
び

交
流

セ
ン

タ
ー

改
修

工
事

2
0
,
7
2
3

自
R
3
.
4
.
2
3

半
澤

建
設

(
株

)
ほ

か
老

朽
化

が
進

む
公

民
館

の
機

能
を

学
び

交
流

セ
ン

タ

学
び

交
流

セ
ン

タ
ー

整
ほ

か
至

R
4
.
3
.
3
1

ー
に

移
転

す
る

た
め

改
修

工
事

等
を

行
っ

た
。

備
事

業
国

・
道

支
出

金
1
,
0
0
0

・
機

能
整

備
工

事
1
8
,
3
7
0
千

円

地
方

債
1
8
,
2
0
0

・
実

施
設

計
業

務
委

託
8
5
7
千

円

そ
の

他
・

備
品

購
入

1
,
4
6
3
千

円

一
般

財
源

1
,
5
2
3

・
用

途
変

更
申

請
手

数
料

3
3
千

円

（
１

０
・

５
・

１
）

学
校

・
家

庭
・

地
域

が
一

体
と

1
,
4
2
6

自
R
3
.
4
.
1

－
地

域
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
、

文
化

団
体

等
の

支
援

に
よ

り

学
校

支
援

地
域

本
部

事
な

っ
て

子
ど

も
を

育
て

る
体

制
(
1
,
0
6
3
)
至

R
4
.
3
.
3
1

地
域

ぐ
る

み
で

子
ど

も
を

育
て

る
体

制
を

整
備

す
る

こ

業
を

整
備

国
・
道

支
出

金
7
5
5

と
で

、
地

域
の

教
育

力
の

向
上

を
図

っ
た

ほ
か

、
放

課

地
方

債
後

の
居

場
所

事
業

と
し

て
、

絵
本

の
読

み
聞

か
せ

や
様

そ
の

他
々

な
体

験
活

動
を

行
う

「
あ

い
風

寺
子

屋
教

室
」

、
小

一
般

財
源

6
7
1

学
校

体
育

館
に

お
い

て
、

運
動

能
力

向
上

プ
ロ

グ
ラ

ム

を
行

う
「

放
課

後
す

こ
や

か
ス

ポ
ー

ツ
教

室
」

を
実

施

し
、

児
童

の
健

全
育

成
を

図
っ

た
。

社
会

教
育

関
係

団
体

運
Ｐ

Ｔ
Ａ

連
合

会
に

運
営

費
の

一
6
8

自
R
3
.
4
.
1

石
狩

市
Ｐ

Ｔ
Ａ

連
合

会
小

中
学

校
の

単
位

Ｐ
Ｔ

Ａ
活

動
の

推
進

及
び

単
位

Ｐ

営
補

助
金

等
部

を
交

付
(
-
)
至

R
4
.
3
.
3
1

Ｔ
Ａ

間
の

情
報

交
換

や
連

絡
調

整
を

通
じ

、
教

育
活

動

（
１

０
・

５
・

３
）

国
・
道

支
出

金
の

振
興

に
寄

与
し

た
。

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

（
Ｐ

Ｔ
Ａ

連
合

会
補

助
地

方
債

症
拡

大
防

止
の

た
め

、
参

加
人

数
の

制
限

や
オ

ン
ラ

イ

金
）

そ
の

他
ン

で
の

会
議

を
実

施
）

一
般

財
源

6
8

※
決

算
額

の
（

）
内

は
前

年
度

の
決

算
額
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生
涯

学
習

部
所 属 課

契
約

相
手

方
成

果
の

説
明

事
業

名
主

な
事

業
内

容
（

千
円

）
決

算
額

実
施

期
間

社
（

１
０

・
５

・
４

）
石

狩
ユ

ネ
ス

コ
協

会
に

運
営

費
8
0

自
R
3
.
4
.
1

石
狩

ユ
ネ

ス
コ

協
会

ユ
ネ

ス
コ

理
念

に
基

づ
く

市
民

の
活

動
の

支
援

、
学

会
（

ユ
ネ

ス
コ

協
会

補
助

の
一

部
を

交
付

(
8
0
)
至

R
4
.
3
.
3
1

校
で

の
取

組
や

啓
発

活
動

を
通

じ
て

、
地

域
の

教
育

・

教
金

）
国

・
道

支
出

金
文

化
の

向
上

に
寄

与
し

た
。

育
地

方
債

課
そ

の
他

一
般

財
源

8
0

（
文

化
協

会
拠

出
金

）
石

狩
市

文
化

協
会

に
運

営
費

の
5
,
6
3
5

自
R
3
.
4
.
1

(
特

非
)
石

狩
市

文
化

協
多

種
多

様
な

文
化

活
動

を
統

括
し

て
発

表
・

展
示

の

一
部

を
交

付
(
5
,
5
5
5
)
至

R
4
.
3
.
3
1

会
機

会
を

提
供

し
、

文
化

団
体

間
の

連
携

強
化

と
活

動
の

国
・
道

支
出

金
活

性
化

や
、

地
域

に
根

ざ
し

た
文

化
の

発
信

に
寄

与
し

地
方

債
た

。

そ
の

他

一
般

財
源

5
,
6
3
5

（
１

０
・

５
・

４
）

情
操

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
事

業
の

1
,
2
1
3

自
R
3
.
4
.
1

－
様

々
な

芸
術

鑑
賞

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

よ
り

、
児

童
生

徒

情
操

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
実

施
(
6
3
2
)
至

R
4
.
3
.
3
1

が
、

美
し

い
も

の
を

観
た

り
聴

い
た

り
し

た
と

き
に

、

（
文

化
振

興
事

業
費

）
国

・
道

支
出

金
感

動
で

き
る

豊
か

な
心

の
醸

成
を

図
っ

た
。

地
方

債
・

T
h
e

M
u
s
i
c
（

ジ
ャ

ズ
の

鑑
賞

、
演

奏
体

験
）

：
厚

そ
の

他
田

学
園

（
3
年

生
か

ら
9
年

生
児

童
生

徒
）

一
般

財
源

1
,
2
1
3

・
あ

い
風

コ
ン

サ
ー

ト
（

様
々

な
ジ

ャ
ン

ル
の

音
楽

鑑

賞
、

体
験

）
：

石
狩

八
幡

小
・

生
振

小
・

浜
益

小
・

厚

田
学

園

・
お

し
ゃ

べ
ラ

ン
ド

（
音

楽
朗

読
劇

）
：

小
学

1
年

生

対
象

（
9
校

で
実

施
）

・
K
i
t
a
r
a
フ

ァ
ー

ス
ト

コ
ン

サ
ー

ト
：

小
学

6
年

生
対

象
（

1
校

で
実

施
）

※
決

算
額

の
（

）
内

は
前

年
度

の
決

算
額
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生
涯

学
習

部
所 属 課

契
約

相
手

方
成

果
の

説
明

事
業

名
主

な
事

業
内

容
（

千
円

）
決

算
額

実
施

期
間

社
（

１
０

・
５

・
４

）
石

狩
市

民
文

化
祭

実
行

委
員

会
6
3
9

自
R
3
.
4
.
1

石
狩

市
民

文
化

祭
実

行
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

、

会
芸

術
文

化
振

興
交

付
金

に
開

催
経

費
の

一
部

を
交

付
(
2
3
5
)
至

R
4
.
3
.
3
1

委
員

会
市

民
文

化
祭

舞
台

部
門

は
規

模
を

縮
小

し
実

施
し

た
。

教
等

国
・
道

支
出

金
展

示
部

門
は

、
密

を
回

避
す

る
た

め
、

１
か

月
間

の
長

育
（

市
民

文
化

祭
交

付
地

方
債

期
で

実
施

す
る

こ
と

で
、

芸
術

文
化

振
興

に
寄

与
し

課
金

）
そ

の
他

た
。

一
般

財
源

6
3
9

（
芸

術
文

化
振

興
奨

励
自

主
的

、
主

体
的

な
芸

術
文

化
5
2
0

自
R
3
.
4
.
1

－
芸

術
文

化
活

動
を

行
う

団
体

を
支

援
し

、
個

性
豊

か

事
業

等
補

助
金

）
活

動
を

行
う

団
体

等
に

事
業

費
(
5
0
0
)
至

R
4
.
3
.
3
1

な
地

域
文

化
の

創
造

に
寄

与
し

た
。

の
一

部
を

交
付

国
・
道

支
出

金
・

石
狩

美
術

協
会

地
方

債
石

狩
美

術
協

会
創

立
1
0
周

年
記

念
事

業

そ
の

他
・

石
狩

青
年

会
議

所

一
般

財
源

5
2
0

音
楽

で
つ

な
が

る
未

来
～

共
生

社
会

の
実

現
に

向

け
て

～

・
石

狩
市

少
年

少
女

芸
術

文
化

大
会

・
コ

ン
ク

ー
ル

出

場
補

助
金

（
令

和
3
年

度
民

舞
民

謡
全

国
大

会
）

（
地

域
創

造
ア

ト
リ

エ
ア

ー
ト

ウ
ォ

ー
ム

に
運

営
費

の
8
0
0

自
R
3
.
4
.
1

(
特

非
)
ア

ー
ト

ウ
ォ

ー
音

楽
・

演
劇

・
展

示
・

映
像

等
の

地
域

文
化

活
動

の

事
業

交
付

金
）

一
部

を
交

付
(
8
0
0
)
至

R
4
.
3
.
3
1

ム
創

造
、

発
表

、
交

流
の

場
を

提
供

す
る

な
ど

、
芸

術
文

国
・
道

支
出

金
化

の
振

興
に

寄
与

し
た

。

地
方

債

そ
の

他

一
般

財
源

8
0
0

※
決

算
額

の
（

）
内

は
前

年
度

の
決

算
額
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生
涯

学
習

部
所 属 課

契
約

相
手

方
成

果
の

説
明

事
業

名
主

な
事

業
内

容
（

千
円

）
決

算
額

実
施

期
間

公
（

１
０

・
５

・
５

）
各

種
講

座
等

を
開

催
4
2
5

自
R
3
.
4
.
1

－
市

民
の

学
習

意
欲

の
高

揚
と

市
民

参
画

に
よ

る
新

た

民
生

涯
学

習
講

座
開

催
事

(
3
1
4
)
至

R
4
.
3
.
3
1

な
学

習
機

会
の

創
造

に
寄

与
し

た
。

ま
た

、
コ

ロ
ナ

禍

館
業

国
・
道

支
出

金
に

お
い

て
、

屋
外

で
過

ご
す

需
要

が
増

え
た

た
め

、
キ

地
方

債
ャ

ン
プ

講
座

（
公

民
館

講
座

）
を

実
施

し
た

。

そ
の

他
1
6
6

・
講

座
実

施
数

6
7
回

、
延

べ
1
,
4
9
3
人

受
講

（
う

ち

一
般

財
源

2
5
9

「
い

し
か

り
市

民
カ

レ
ッ

ジ
」

主
催

講
座

1
3
回

、
3
3
7

人
）

文
（

１
０

・
５

・
７

）
旧

石
狩

小
学

校
の

円
形

校
舎

の
8
7
2

自
R
3
.
4
.
1

(
有

)
日

孔
社

ほ
か

石
狩

小
学

校
歴

史
展

示
室

の
整

備
及

び
解

説
パ

ネ
ル

化
石

狩
小

学
校

校
舎

利
活

公
開

及
び

収
蔵

資
料

の
集

約
と

(
1
,
0
8
6
)
至

R
4
.
3
.
3
1

の
製

作
を

行
い

、
７

月
か

ら
公

開
を

行
う

と
と

も
に

、

財
用

事
業

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
整

備
国

・
道

支
出

金
収

蔵
資

料
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
整

備
し

た
。

課
地

方
債

・
見

学
者

延
べ

3
8
3
人

そ
の

他

一
般

財
源

8
7
2

（
１

０
・

５
・

１
０

）
市

の
指

定
文

化
財

で
あ

る
は

ま
1
,
9
2
5

自
R
3
.
4
.
1

マ
ル

ウ
ロ

コ
酒

井
建

設
資

料
館

の
石

垣
修

繕
及

び
手

摺
の

設
置

を
行

い
、

施

は
ま

ま
す

郷
土

資
料

館
ま

す
郷

土
資

料
館

の
石

垣
修

繕
至

R
3
.
5
.
3
1

工
業

(
株

)
設

の
安

全
確

保
を

図
っ

た
。

整
備

事
業

及
び

手
摺

の
設

置
国

・
道

支
出

金

（
資

料
館

管
理

運
営

地
方

債

費
）

そ
の

他
9
0
0

一
般

財
源

1
,
0
2
5

市
（

１
０

・
１

・
４

）
学

校
図

書
館

の
蔵

書
の

充
実

及
3
1
,
6
5
7

自
R
3
.
4
.
1

(
株

)
北

海
道

教
科

書
供

学
校

司
書

の
配

置
・

派
遣

、
蔵

書
の

充
実

な
ど

、
学

民
学

校
図

書
館

等
充

実
事

び
人

的
体

制
の

整
備

(
3
0
,
4
0
7
)
至

R
4
.
3
.
3
1

給
所

ほ
か

校
図

書
館

の
機

能
を

充
実

さ
せ

る
こ

と
で

、
学

習
や

読

図
業

国
・
道

支
出

金
書

活
動

の
推

進
を

図
っ

た
。

書
地

方
債

・
学

校
司

書
の

配
置

・
派

遣

館
そ

の
他

1
0
,
6
0
0

（
小

学
校

）
配

置
7
校

、
派

遣
3
校

一
般

財
源

2
1
,
0
5
7

（
中

学
校

）
配

置
1
校

、
掛

持
配

置
5
校

派
遣

1
校

・
図

書
購

入
点

数
：

5
,
0
2
1
点

※
決

算
額

の
（

）
内

は
前

年
度

の
決

算
額
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生
涯

学
習

部
所 属 課

契
約

相
手

方
成

果
の

説
明

事
業

名
主

な
事

業
内

容
（

千
円

）
決

算
額

実
施

期
間

市
（

１
０

・
５

・
９

）
図

書
、

雑
誌

、
視

聴
覚

資
料

等
1
4
,
3
0
0

自
R
3
.
4
.
1

(
株

)
図

書
館

流
通

セ
ン

新
刊

図
書

、
雑

誌
等

の
継

続
的

な
購

入
に

よ
り

魅
力

民
図

書
館

資
料

等
購

入
事

の
購

入
(
1
4
,
8
0
0
)
至

R
4
.
3
.
3
1

タ
ー

北
海

道
支

社
ほ

か
的

な
蔵

書
を

構
築

し
、

市
民

の
生

涯
学

習
を

促
進

す
る

図
業

国
・
道

支
出

金
環

境
整

備
を

行
っ

た
。

書
（

図
書

館
運

営
費

）
地

方
債

・
購

入
点

数
：

8
,
3
9
3
点

館
そ

の
他

一
般

財
源

1
4
,
3
0
0

（
１

０
・

５
・

９
）

ブ
ッ

ク
ス

タ
ー

ト
事

業
等

の
実

5
4
7

自
R
3
.
4
.
1

－
乳

児
と

保
護

者
を

対
象

と
し

た
ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト

事

子
ど

も
の

読
書

活
動

推
施

(
5
3
5
)
至

R
4
.
3
.
3
1

業
に

始
ま

り
、

学
齢

期
に

は
調

べ
る

学
習

コ
ン

ク
ー

ル

進
事

業
国

・
道

支
出

金
を

行
う

な
ど

、
子

ど
も

の
読

書
や

学
習

習
慣

の
定

着
を

地
方

債
図

っ
た

。

そ
の

他
5
0
0

・
ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト

パ
ッ

ク
配

布
数

：
2
7
1
セ

ッ
ト

一
般

財
源

4
7

・
調

べ
る

学
習

コ
ン

ク
ー

ル
応

募
点

数
：

3
3
3
点

（
１

０
・

５
・

９
）

冷
却

塔
の

分
解

整
備

1
1
,
8
8
0

自
R
3
.
6
.
2
9

石
狩

管
工

(
株

)
図

書
館

内
の

空
調

設
備

の
一

部
で

あ
る

冷
却

塔
の

オ

冷
却

塔
修

繕
事

業
至

R
3
.
1
1
.
3
0

ー
バ

ー
ホ

ー
ル

を
行

い
、

快
適

な
読

書
環

境
と

資
料

管

（
図

書
館

改
修

等
事

業
国

・
道

支
出

金
理

に
適

切
な

施
設

環
境

の
維

持
及

び
施

設
内

設
備

の
長

費
）

地
方

債
寿

命
化

を
図

っ
た

。

そ
の

他
1
1
,
8
8
0

一
般

財
源

※
決

算
額

の
（

）
内

は
前

年
度

の
決

算
額
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資料２

石狩市教育委員会外部評価委員会設置要綱

（目 的）

第１条 この要綱は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第２６条

第２項に基づき、石狩市教育委員会（以下「教育委員会」という。）の権限に属する、事務・事業の管理

及び執行の状況についての点検及び評価を行うにあたり、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用

を図るために設置する外部評価委員会（以下「委員会」という。）に関し必要な事項を定めることを目的

とする。

（所掌事務）

第２条 委員会は、次に掲げる事務を所掌する。

（１）教育委員会が実施する事務、事業の点検・評価。

（２）その他、委員会が必要を認める事項。

（組 織）

第３条 委員会は、委員３人以内で組織する。

２ 委員は、教育に関し学識経験を有する者の内から教育長が委嘱する。この場合において、教育長が必

要と認めるときは、公募による者を含むことができる。

３ 委員の任期は３年とする。ただし、再任を妨げない。

４ 委員に欠員が生じた場合における補欠欠員の任期は、前任者の残任期間とする。

（委員長及び副委員長）

第４条 委員会に委員長及び副委員長を置く。

２ 委員長は、委員の互選によりこれを定める。

３ 副委員長は、委員の内から委員長が指名する者をもって充てる。

４ 委員長は、委員会を代表し会務を総理する。

５ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、その職務を代

理する。

（会 議）

第５条 委員会の会議は、委員長が招集し、委員長が会議の議長となる。

２ 委員会は、委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。

３ 委員会の会議の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによ

る。

４ 委員会は、必要があると認めるときは、会議の委員以外の者の出席を求め、その説明又は意見を聞く

ことができる。

５ 委員会の会議は原則公開できるものとする。ただし、公開することが相当でないと委員会が認めると

きはこの限りでない。

（庶 務）

第６条 委員会の庶務は、教育委員会事務局において行う。

（委 任）

第７条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が委員会に諮って定め

る。

附 則

この要綱は、平成２１年５月２９日から施行する。

附 則

この要綱は、平成２７年４月１日から施行する。
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石狩市教育委員会外部評価委員会委員名簿

（令和３年度）

職 名
ふりがな

氏 名
任 期 所 属 等

委員長
伊

い

井

い

義

よし

人

ひと 令和３年４月１日から

令和４年３月 31 日まで

藤女子大学人間生活学部

人間生活学科 教授

副委員長
向

むかい

田

だ

久

く

美

み

令和３年４月１日から

令和６年３月 31 日まで

一般社団法人アクトスポー

ツプロジェクト 代表

委 員
大

おお

橋

はし

修

しゅう

作

さく 石狩ユネスコ協会

事務局長

（令和４年度）

職 名
ふりがな

氏 名
任 期 所 属 等

委員長
大

おお

橋

はし

修

しゅう

作

さく

令和３年４月１日から

令和６年３月 31 日まで

石狩ユネスコ協会

事務局長

副委員長
向

むかい

田

だ

久

く

美

み 一般社団法人アクトスポー

ツプロジェクト 代表

委 員
高

たか

嶋

しま

真

まさ

之

ゆき 令和４年４月１日から

令和６年３月 31 日まで

藤女子大学人間生活学部

人間生活学科 講師
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資料３

教育長及び教育委員会委員名簿

（令和３年度）

職 名
ふりがな

氏 名
就任年月日～任期の満了日

教育長
佐々木

さ さ き

隆

たか

哉

や
令和元年 10 月 12 日～令和４年 10月 11 日【１期目】

職 名
ふりがな

氏 名

就任年月日

（任期の満了日）
職 業

委 員

（教育長職務代理者） 門
もん

馬
ま

冨士子
ふ じ こ 平成 22 年 12 月 25 日【３期目】

（令和４年 12月 24 日）
無 職

委 員 松
まつ

尾
お

拓
たく

也
や 平成 24 年 10 月 20 日【３期目】

（令和６年 10月 19 日）
会 社 役 員

委 員 根
ね

本
もと

壽
とし

夫
お 令和３年５月 31 日【１期目】

（令和５年 10月５日）
無 職

委 員 坪
つぼ

田
た

清
きよ

美
み 令和３年 10 月６日【１期目】

（令和７年 10月５日）
認定こども園園長

（令和４年度）

職 名
ふりがな

氏 名
就任年月日～任期の満了日

教育長
佐々木

さ さ き

隆

たか

哉

や
令和４年 10 月 12 日～令和７年 10月 11 日【２期目】

職 名
ふりがな

氏 名

就任年月日

（任期の満了日）
職 業

委 員

（教育長職務代理者） 門
もん

馬
ま

冨士子
ふ じ こ 平成 22 年 12 月 25 日【３期目】

（令和４年 12月 24 日）
無 職

委 員 松
まつ

尾
お

拓
たく

也
や 平成 24 年 10 月 20 日【３期目】

（令和６年 10月 19 日）
会 社 役 員

委 員 根
ね

本
もと

壽
とし

夫
お 令和３年５月 31 日【１期目】

（令和５年 10月５日）
無 職

委 員 坪
つぼ

田
た

清
きよ

美
み 令和３年 10 月６日【１期目】

（令和７年 10月５日）
認定こども園園長
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資料４

教育委員会事務局組織図

（令和３年４月１日～令和４年３月 31日現在）

・学校教育に係る主要な施策、事業調査、研究、企画及び

立案に関すること
・市立学校及び関係機関への助言に関すること

・教育委員及び教育委員会の会議

・教育委員会の重要施策及び生涯学習推進の企画調整

・学校施設及びその他教育施設の整備

・スクールバスの運行管理

・教材教具の整備、学校保健等

・就学援助、奨学金

・教職員の任免、服務その他人事の内申
・教職員の研修

・特別支援教育の推進
・不登校児童及び生徒への相談及び支援
・児童及び生徒の問題行動等に係る報告、相談及び支援

・特別支援教育に関する業務の統括・指導
・生徒指導に関する業務

・厚田区における教育委員会事務全般の窓口

・浜益区における教育委員会事務全般の窓口

・給食の献立作成、調理指導及び衛生管理並びに調理、
配送、及び学校給食の指導

・厚田区及び浜益区における、給食の献立作成、調理指導
及び衛生管理並びに調理、配送、及び学校給食の指導

・社会教育委員
・芸術文化、生涯学習、家庭教育等の振興

・自然、歴史、文化及び文化財に係る資料の収集
・文化財の保護、保存、教育及び普及

・学習成果の発表及び交流機会の企画支援
・公民館活動グループの育成

・資料の収集、受入、整理
・読書普及活動、学校図書館

・学校及び他施設、地域の読書団体との連携

・地域資料の収集及び利活用に関する事務の掌握

教
育

長

学校教育課

社会教育課

文化財課

教育支援課

次
長
（

教
育
指
導
担

当
）

施 設 担 当

教 職 員 担 当

学校教育担当

総務企画担当

総務企画課

（指導主事）

学校教育主事

（会計年度任用職員）

生
涯

学
習
部
長

次
長
（

社
会
教
育
担

当
）

厚田

生涯学習課
生涯学習担当

浜益

生涯学習課
生涯学習担当

教育支援担当

（指導主事）

教育支援主事
（会計年度任用職員）

公民館

市民図書館

学校給食

センター

給 食 担 当
厚田学校

給食センター

参事（地域資

料担当）

事 業 担 当

公 民 館 担 当

給 食 担 当

サービス支援担当

社会教育担当

文 化 財 担 当
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令和４年度 全国学力・学習状況調査 
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I9804001
テキスト ボックス
＜報告事項①＞
　　　令和４年度全国学力・学習状況調査結果について
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はじめに 

    

令和４年４月 19 日(火)に実施した令和４年度全国学力・学習状況調査の結果がまとまりました

ので，掲載します。本調査は国語，算数・数学，理科の３教科についての学力調査と児童・生徒

質問紙及び学校質問紙による学習状況調査が全国一斉に実施されました。なお，理科については，

平成 24 年度調査から，おおむね３年に一度実施されています。 

 
 

■   本市の状況    

 

＜小学校の学力調査結果＞ 

〇国語・・・正答率は全国・全道平均との比較では，ともにほぼ同様（下位）の結果でした。 

昨年度との比較では，全国平均との差がやや縮まりました。 

〇算数・・・正答率は全国平均より低く，全道平均との比較ではやや低い結果でした。 

昨年度との比較では，全国平均との差が広がりました。 

〇理科・・・正答率は全国・全道平均との比較では，ともにやや低い結果でした。 

前回（平成 30 年）との比較では，全国平均との差がやや広がりました。 

 

＜中学校の学力調査結果＞ 

〇国語・・・正答率は全国・全道平均との比較では，ともに相当低い結果でした。 

昨年度との比較では，全国平均との差が広がりました。 

〇数学・・・正答率は全国・全道平均との比較では，ともに相当低い結果でした。 

昨年度との比較では，全国平均との差が広がりました。 

  〇理科・・・正答率は全国・全道平均との比較では，ともに低い結果でした。 

前回（平成 30 年）との比較では，全国平均との差がやや広がりました。 

 

 

＜国語，算数・数学の２教科平均の学力調査結果＞ 

  〇小学校・・・２教科平均の正答率が全国平均を上回る学校数は，10校中４校でした。 

〇中学校・・・２教科平均の正答率が全国平均を上回る学校数は，７校中２校でした。 

 
 

＜国語，算数・数学，理科の３教科平均の学力調査結果＞ 

  〇小学校・・・３教科平均の正答率が全国平均を上回る学校数は，10校中 4校でした。 

〇中学校・・・３教科平均の正答率が全国平均を上回る学校数は，７校中１校でした。 

 
 
 



2 
 

 

＜児童・生徒質問紙の結果＞ 

〇改善傾向 ①規範意識・自己肯定感等に関わる項目のうち「自分には，よいところがある」 

では，「当てはまる・どちらかといえば当てはまる」割合は，小中学生ともに 

全国・全道平均とほぼ同様であり，昨年に比べて増加傾向にあります。 

       ②基本的生活習慣等に関わる項目のうち「就寝・起床時刻」では，「毎日，同じ 

くらいの時刻である」中学生は全国・全道平均を上回り，増加傾向にあります。 

③学習習慣等に関わる項目で，「計画的な家庭学習」や「普段（月～金曜日） 

の家庭学習時間を１時間以上する」割合は小学生で全国・全道平均を上回り， 

増加傾向にあります。 

●課題傾向 ①基本的生活習慣等に関わる項目のうち「朝食摂取」で，「毎日食べている・ 

どちらかといえば食べている」割合は，小中学生ともに全国・全道平均を下 

回り，昨年と比べて減少傾向となっています。 

②基本的生活習慣等に関わる項目で，「普段（月～金曜日）４時間以上テレビゲ 

ーム（コンピューターゲーム，携帯式のゲーム，携帯電話やスマートフォンを 

使ったゲームも含む）する」割合は小中学生ともに約３割で，全国・全道平均 

を上回り，増加傾向にあります。 

       ③読書習慣に関わる項目で，「普段（月～金曜日），30分以上読書する」割合は， 

小中学生ともに全国・全道を下回り，昨年と比べて減少傾向となっています。 
 

 

＜学校質問紙の結果＞ 

生徒指導等に関わり，「児童・生徒のよい点や可能性を評価（褒めるなど）している」や「自

己肯定感・自己有用感を育成する指導に取り組んでいる」ことにより，「授業中の私語が少な

く落ち着いている」と回答した学校が全国平均を大きく上回りました。また，全国学力・学習

状況調査結果を積極的に活用して，調査対象学年・教科だけではなく，学校全体で教育活動を

改善していると回答する学校の割合が多いことが分かりました。 
 
 

 これらの結果から，学力向上に関わり，以下のように課題をまとめました。 

 

①全道では，中学３年生の国語・理科において平均正答率が全国平均とほぼ同様になり，全国

平均との差が小学６年生の時よりも縮まっていますが，本市においてはその差が広がってい

ます。 

②以前からの本市の課題である国語の「読むこと」領域について，小学６年生・中学３年生と

もに全国平均との差が依然として大きい結果でした。 

③算数・数学では，「思考・判断・表現」及び「記述式」の問題において，全国平均との差が 

 相当大きくなっています。 

④各学年で学習した既習事項が定着していない傾向が見られます。 

⑤伸びしろ層（平均正答率 30％を下回る層）の割合が多い傾向が見られます。（小学校は算数，

中学校は国語・数学・理科） 
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⑥問題から提示される多くの情報（文章やグラフ等の資料）から必要な情報を読み取ったり， 

 活用したりすることが不得手である傾向が見られます。 

⑦小学６年生においては，平日（月～金）１時間以上家庭学習している割合は，約７割で全国

平均を上回っていますが，中学３年生は約６割と全国平均を大きく下回っています。 

⑧平日（月～金）のスクリーンタイム（テレビゲームや動画等の視聴時間）が４時間以上であ

る割合は，小学６年生・中学３年生ともに全国平均を大きく上回っています。 

 

石狩市教育委員会は，調査結果が児童・生徒の身に付けるべき学力の特定の一部分であること

や学校における教育活動の一側面であることを踏まえつつも，学力面で依然として全国平均に届

いていない状況にあることや調査結果で明らかになった実態や課題を真摯に受け止め，今後各校

と連携しながら，以下のように改善に取り組んでまいります。 
 
 

具体的な改善策 

 

①学習指導要領の内容にある「知識・技能」を定着させる「わかる・できる授業」の徹底に 

 取り組みます。 

 ア．１単位時間の授業の中で，振り返り・適用問題による習熟場面の確保 

 イ．全員が「わかる・できる」を実感させる働きかけ（確認する・ほめるなど） 

 ウ．「伸びしろ層・中間層・上位層」の学力向上を図るため，少人数習熟度別指導等を活用 

②「対話を重視した授業」の徹底に取り組みます。 

 ア．「思考・判断・表現」する力をアウトプット（発信）させる授業づくり 

 イ．一人一台端末（タブレット）を活用した「協働的な学び」の場面を確保 

 ウ．筋道を立てて自分の考えを書いたり，発表したり，話し合ったりする学習スタイル 

③国語科「読むこと」領域における読解力の向上に取り組みます。 

 ア．単元の指導計画に，目的を明確にした「言語活動」の適切な設定 

 イ．読解したことを基に「書く，発表する，作品に残すなど」のアウトプット（発信） 

④学校の方針・取組に基づいた朝学習・補充学習の充実に取り組みます。 

 ア．結果分析による課題解決する「取組内容」や「時間設定」，点検評価の見直し 

 イ．AI ドリル等を活用した「個別最適な学び」による既習事項の確実な定着 

 ウ．「チャレンジテスト」「過去問題」等の有効活用や繰り返し活用 

⑤読書活動を工夫し，読書環境の充実に取り組みます。 

⑥適度なスクリーンタイムと家庭学習の習慣化に向け，根気強い指導と啓発に取り組みます。 

 （生活リズムチェックシート等の活用を含みます） 

⑦学習指導要領の趣旨や学習保障に向けたカリキュラム・マネジメント（教育課程の管理）に 

 取り組みます。 

⑧学力保障及び小中連携や働き方改革の推進の観点から，教科担任制や乗り入れ授業等の工夫 

に取り組みます。 
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子どもたちの学力向上のためには，市民の皆様と成果と課題を共有し，コミュニティ・スクー

ル（学校運営協議会制度）の活用と共に，学校・家庭・地域が一体となって取り組むことが重要

であると考えます。今後とも，市民の皆様のご理解・ご協力をお願い申し上げます。 

 

 
 

全国学力・学習状況調査の目的及び実施状況 

 

１．調査の目的 

(１)義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の学力や学習 

状況を把握・分析し，教育施策の成果と課題を検証し，その改善を図る。 

(２)上記の取組を通じて，教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

(３)学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

 

２．調査の対象学年 

  小学校第６学年，中学校第３学年 

 

３．調査の内容 

 （１）教科に関する調査【国語，算数・数学，理科】 

 （２）生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査（児童・生徒及び学校に対する調査） 

 

４．調査の方式 

   平成 19年度～21年度：悉皆調査 

   平成 22年度～25年度：抽出調査及び希望利用方式（石狩市は全校が実施） 

（但し 23年度は東日本大震災のため希望校のみの実施で石狩市は全校が実施） 

平成 26年度以降：悉皆調査（但し令和 2年度は新型コロナ感染症流行のため中止） 

  

 

５．調査実施日   令和４年 ４月 19日（火） 

 

６．調査実施学校数及び児童生徒数 

小学校及び義務教育学校（前期課程）： １０校で実施 462名 

中学校及び義務教育学校（後期課程）：  ７校で実施 449名 

 

 

※調査問題は，「国立教育政策研究所」のホームページで見ることができます。 

「国立教育政策研究所」を検索後，「全国学力・学習状況調査」をクリック 



相当高い　 …　７ポイント以上の範囲

高　い 　　　…　５ポイント以上７ポイント未満の範囲内　　

やや高い　 …  ３ポイント以上５ポイント未満の範囲内

ほぼ同様（上位） …　１ポイント以上３ポイント未満の範囲内

同　様    　　…　±１ポイント未満の範囲内

「正答数分布グラフ」 　

　

　

　　

　　

令和４年度　全国学力・学習状況調査の結果分析

　【小学校　国語】

□　正答率の状況　□

　国語

平均正答数 平均正答率

全　国（公立） 9.2問/14問 65.6%

全　道（公立） 9.0問/14問 64.0%

全道との比較

相
当
高
い

高
　
い

や
や
高
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ほ
ぼ
同
様

（
上
位

）

同
　
様

ほ
ぼ
同
様

（
下
位

）

や
や
低
い

低
　
い

相
当
低
い

石狩市　：　○
全   国　：　☆

☆ ○

ほぼ同様（下位）  …　－１ポイント以下－３ポイント未満の範囲内

やや低い  … －３ポイント以下－５ポイント未満の範囲内

低　い       …　－５ポイント以下－７ポイント未満の範囲内　　

相当低い  …　－７ポイント以下の範囲

□　国語　領域等の平均正答率の状況　□

□　国語科の概要　□

◇　国語の正答率は，全国・全道平均との比較で，ともにほぼ同様（下位）の結果となりました。
　　令和３年度との比較では全国との差はやや縮まる結果になりました。

◇　領域別では，「話すこと・聞くこと」は全道と同様であり，全国とほぼ同様（下位）の結果
　　でした。「書くこと」は全道・全国とほぼ同様（下位）であり，「読むこと」は全道より
　　やや低く，全国よりも低い結果でした。また，「言葉の特徴や使い方に関する事項」では，
　　全道とほぼ同様（上位），全国と同様の結果でした。「我が国の言語文化に関する事項」は
　　全道より低く，全国より相当低い結果でした。

◇　問題形式別の正答率では，「選択式」は全道よりやや低く，全国より低い結果でした。
　　「短答式」は全道・全国とほぼ同様（上位）の結果でした。また，「記述式」は全道と
　　同様であり，全国とほぼ同様（下位）の結果になりました。
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○調査問題の内容

37.7%

45.1%

１一

１三

３三ウ

設問番号

１四

３二

【課題の見られる設問例】

【文章２】の中の
部ウを漢字を使って書き
直す（したしむ）

・「言葉の特徴や使い方に関する事項」は，全道・全国とほぼ同様（上位）の傾向を示しています。

・「我が国の言語文化に関する事項」は，全道・全国より相当低い傾向を示しています。

設問番号 石狩市正答率 全道正答率

【成果の見られる問題例】

設問の概要 出題の趣旨 領域

68.4%
「ぼく」の気持ちの説明
として適切なものを選択
する

登場人物の行動や気持
ちなどについて，叙述
を基に捉える

読むこと 61.9% 67.6%
２一
（１）

設問の概要

【話し合いの様子の一
部】における谷原さんの
発言の理由として適切な
ものを選択する

85.4%

　　学習指導要領に示されている〔知識及び技能〕，〔思考力，判断力，表現力等〕の内容に基づき，全体
　を視野に入れながら中心的に取り上げるものを精選して出題されています。なお，小学校第５学年までの
　内容となっています。
（例）
    ■  話合いにおける発言の理由として適切なものを選択する。
    ■ 「ごみ拾い」と「花植え」から公園の美化活動にふさわしいものを選び，問題点についての解決方法を
　      考えて，どのように話すかを書く。
    ■  物語から伝わってくることを考え，推薦する文章の内容を書く。
    ■  文章に対する感想の伝え合いを基にして，文章のよさを書く。
    ■  設問数は１４問です。

44.2% 47.7%

文章に対する感想や意
見を伝え合い，自分の
文章のよいところを見
付ける

書くこと

・「話すこと・聞くこと」の領域は，全道とほぼ同様（下位），全国より低い傾向を示しています。

・「書くこと」の領域は，全道とほぼ同様（下位），全国よりやや低い傾向を示しています。

・「読むこと」の領域は，全道・全国より相当低い傾向を示しています。

67.1%

話すこ
と・聞く
こと

【各領域の傾向】グラフは全国を100とした前回の調査との比較（但し,我が国の言語文化に関する事項は本年度のみ）

39.4%

国語

出題の趣旨

話すこ
と・聞く
こと

領域

69.5%

石狩市正答率 全道正答率

「ごみ拾い」か「花植
え」かのどちらかを選ん
で，　　　でどのように
話すかを書く

互いの立場や意図を明
確にしながら計画的に
話し合い，自分の考え
をまとめる

全国正答率

35.8%

80.6% 83.2%

65.8%

84.7%

全国正答率

話し言葉と書き言葉と
の違いを理解する

言葉の特
徴や使い
方に関す
る事項

84.3%

必要なことを質問し，
話し手が伝えたいこと
や自分が聞きたいこと
の中心を捉える

言葉の特
徴や使い
方に関す
る事項

85.5%

【話し合いの様子の一
部】で，中村さんが前田
さんに質問し，知りた
かったことの説明として
適切なものを選択する

【伝え合いの様子の一
部】を基に，【文章２】
のよさを書く

学年別漢字配当表に示
されている漢字を文の
中で正しく使う

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0

書くこと
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100.0

読むこと
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100.0
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100.0
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　【問題番号３二　書くこと】
　○ 文章に対する感想や意見を伝え合い，自分の文章のよいところを見付ける指導の充実を図ることが
　　大切です。
　・文章に対する感想や意見を伝え合うとは，互いの書いた文章を読み合い，目的や意図に応じた文章
　　の構成や展開になっているかなどについて，感想や意見を述べ合うことです。このことを通して，
　　自分の文章のよいところを見付けることができるように指導することが大切です。目的や意図を相
　　手に伝えたり，感想や意見を具体的に伝えたりする指導が効果的です。

（49）

（50）

（51）

　「国語の勉強は大切だと思いますか」に対する肯定的な回答は，全道の94.1％，全国の93.3％
　に対して石狩市は94.5％で，全道より0.4ポイント，全国より1.2ポイント高くなっています。

　「国語の授業の内容はよくわかりますか」に対する肯定的な回答は，全道の84.4％，全国の
　84.0％に対して石狩市は82.5％で，全道より1.9ポイント，全国より1.5ポイント低くなって
　います。

　「国語の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思いますか」に対する
　肯定的な回答は，全道の92.4％，全国の91.8％に対して石狩市は92.5％で，全道より0.1ポイ
　ント，全国より0.7ポイント高くなっています。

（52）

　「今回の国語の問題について，解答を文章で書く問題がありましたが，どのように解答しま
　したか」について「最後まで努力した」との回答は，全道の77.6％・全国の78.0％に対して
　石狩市は79.7％で全道より2.1ポイント，全国より1.7ポイント高くなっています。関連して，
　３問あった記述式問題の無解答率の平均は，全道の11.2％，全国の9.6％に対して石狩市は
　10.9％で，全道より0.3ポイント低く，全国より1.3ポイント高くなっています。

（国１）

【指導の改善にあたって】

　「国語の勉強は好きですか」に対する肯定的な回答は，全道の59.7％，全国の59.2％に対して
　石狩市は59.3％で，全道より0.4ポイント低く，全国より0.1ポイント高くなっています。

　【問題番号１四　話すこと・聞くこと】
　○ 互いの立場を明確にしながら計画的に話し合い，自分の考えをまとめる指導の充実を図ることが
　　大切です。
　・「考えをまとめる」とは，話合いを通して様々な視点から検討し，互いの意見の共通点や相違点，
　　利点や問題点等をまとめることです。考えをまとめる際には，異なる意見を自分の考えに生かせる
　　ように「～という意見もあったが」，「～という考えもあるけれど」などの表現を用いられるよう
　　にすることが大切です。話合いの目的や方向性を検討する場面を設定したり，話合いの展開や内容
　　を踏まえて互いの意見を整理する方法を指導したりすることが効果的です。

　【教科（国語）に関する意識（児童質問紙項目49～52，国1より）】

　【問題番号２一(１)読むこと】＊問題番号２の設問すべてで，全道・全国に比べ５ポイント程度低い。
　○人物像や物語の全体像を具体的に想像したり，表現の効果を考えたりする指導の充実を図ることが
　　大切です。
　・物語の全体像は，登場人物や場面設定，個々の叙述などを基に，その世界や人物像などを豊かに想
　　像することで捉えられます。また，表現の効果を考えるとは，想像した人物像や全体像と関わらせ
　　ながら，様々な表現が読み手に与える効果について自分の考えを明らかにしていくことです。「何
　　が書かれているか」という内容面だけでなく，「どのように描かれているか」という表現面にも着
　　目して読むことが大切です。物語全体を捉えられるようにしたり，着目した複数の叙述を基に考え
　　たことを交流する場面を設定したりすることが効果的です。
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相当高い　 …　７ポイント以上の範囲

高　い 　　　…　５ポイント以上７ポイント未満の範囲内　　

やや高い　 …  ３ポイント以上５ポイント未満の範囲内

ほぼ同様（上位） …　１ポイント以上３ポイント未満の範囲内

同　様    　　…　±１ポイント未満の範囲内

□　算数　領域等の平均正答率の状況　□ 「正答数分布グラフ」

　

　

　

　　

全道との比較

61.0%

算数

平均正答数 平均正答率

相
当
低
い

や
や
低
い

令和４年度　全国学力・学習状況調査の結果分析

　【小学校　算数】

□　正答率の状況　□

全　国（公立） 10.1問/16問

全　道（公立）

同
　
様

9.8問/16問

☆

や
や
高
い

ほ
ぼ
同
様

（
下
位

）

相
当
高
い

高
　
い

ほ
ぼ
同
様

（
上
位

）

○

63.2%

ほぼ同様（下位）  …　－１ポイント以下－３ポイント未満の範囲内

相当低い  …　－７ポイント以下の範囲

□　算数科の概要　□

◇算数の平均正答率は，全道よりやや低く，全国より低い結果でした。令和３年度との比較では，
　全国との差が広がりました。

◇領域別では，「数と計算」では全道よりやや低く全国より低い，「図形」では全道より低く全国
　国より相当低い結果でした。また，「変化と関係」では，全道とほぼ同様（下位）で全国より低
　く，「データの活用」では全道より低く，全国より相当低い結果でした。

◇問題形式の正答率では，「選択式」で全道・全国より低く，「短答式」は全道とほぼ同様（下位）
　で全国より低い結果でした。また，「記述式」は全道より低く，全国より相当低い結果となりま
　した。

やや低い  … －３ポイント以下－５ポイント未満の範囲内

石狩市　：　○
全   国　：　☆

低
　
い

低　い       …　－５ポイント以下－７ポイント未満の範囲内　　
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45.0

60.0

75.0
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図形

変化と関係

データの活用

全国(公立)

北海道（公立）

石狩市

←伸びしろ層→
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○調査問題の内容

　　　学習指導要領における「数と計算」，「図形」，「測定」，「変化と関係」，「データの活用」の
　　各領域に示された指導内容をバランスよく出題しています。なお，小学校第５学年までの内容となっ
　　ています。
　（例）
　　 ■  21個入り1470円のＢセットのカップケーキについて，その７個分の値段を，1470÷３で求めるこ
　　　  とができるわけを書く。
　　 ■  果汁が40％含まれている飲み物の量が1000ｍLのときの，果汁の量を書く。
　　 ■  交流会の遊びについて，１年生の希望をよりかなえるためのポイント数の求め方と答えを書く。
　　 ■  辺の長さや角の大きさに着目し，ひし形をかくことができるプログラムを選ぶ。
　　 ■  設問数は１６問です。

・ ｢データの活用｣の領域は，全道・全国より相当低い傾向を示しています。

【課題の見られる設問例】

設問番号

１（４）

２（３）

【各領域の傾向】グラフは全国を100とした前回の調査との比較（但し,測定は本年度の出題なし）

21.4%

36.0% 34.8%

変化と関
係 21.0%

85×21の答えが1470より
必ず大きくなることを判
断するための数の処理の
仕方を選ぶ

領域

設問番号

１（１）

１（３）

４（２）

示された場面におい
て，目的に合った数の
処理の仕方を考察でき
る

数と計算

長方形のプログラムにつ
いて，向かい合う辺の長
さを書く

図形を構成する要素に
着目して，長方形の意
味や性質，構成の仕方
について理解している

石狩市正答率 全道正答率 全国正答率

石狩市正答率

73.2%

領域

29.6%

設問の概要

76.0%

92.3%

設問の概要 出題の趣旨

83.2%

示された場面を解釈
し，除法で求めること
ができる理由を記述で
きる

数と計算

1050×４を計算する
被乗数に空位のある整
数の乗法の計算をする
ことができる

図形 76.0%

73.5%

18.1%

果汁が含まれている飲み
物の量を半分にしたとき
の，果汁の割合について
正しいものを選ぶ

示された場面のよう
に，数量が変わっても
割合は変わらないこと
を理解している

全国正答率出題の趣旨

・「数と計算」の領域は，全道より低く，全国より相当低い傾向を示しています。

82.1%

カップケーキ７個分の値
段を，1470÷３で求める
ことができるわけを書く

数と計算 92.4% 92.4%

全道正答率

【成果の見られる問題例】

・ ｢変化と関係｣の領域は，全道よりやや低く，全国より相当低い傾向を示しています。

・「図形」の領域は，全道・全国より相当低い傾向にあります。

算数

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0

数と計算

市

道

国 80.0

85.0

90.0

95.0

100.0

図形

市

道

国 80.0
85.0
90.0
95.0

100.0

変化と関係

（数量関係）

市

道

国 80.0

85.0
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100.0

データの活用
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３（１）

【問題番号１（４）数と計算】
○ 目的に合った数の処理の仕方を考えることができるようにする指導の充実を図ることが大切です。
・日常生活において，数の大きさを見積もる必要があるときは，目的に応じて数を大きくみたり小さくみたりして，
　概算できるようにすることが重要です。その際，概数にする方法である切り上げ，切り捨て，四捨五入を用いて
　計算し，どの方法が適切であるかを判断できるようにすることが大切です。
　
【問題番号２（３），（４）変化と関係】
○ 基準量，比較量，割合の関係について理解できるようにする指導の充実を図ることが大切です。
・割合を用いて問題を解決するためには，問題場面の数量の関係を捉え，基準量，比較量，割合の関係について理
　解し，数学的に表現・処理できるようにすることが重要です。その際，日常の具体的な場面に対応させながら割
　合について理解したり，図や式などを用いて基準量と比較量の関係を表したりすることができるようにすること
　が大切です。

○ 伴って変わる二つの数量の関係に着目し，未知の数量を求めることができるようにする指導の充実を図ることが
　大切です。
・伴って変わる二つの数量を見いだし，一方の数量に伴って他方の数量がどのように変化するかに着目して，未知
　の数量を求めることができるようにすることが重要です。その際，表に整理して，二つの数量の関係に着目でき
　るようにすることが大切です。また，二つの数量から割合を求めることができるだけでなく，示された割合にな
　る二つの数量を考えることができるようにすることも大切です。

【問題番号３（１）数と計算，データの活用】＊問題番号３の設問のすべてで，全国に比べ５ポイント以上低い。
○ 目的に応じて，表やグラフを読み取り，データの特徴や傾向を捉え考察できるようにする指導の充実を図ること
　が大切です
・日常生活の問題を解決するために，目的に応じて、必要なデータを収集し，観点を決めて分類整理し，データの
　特徴や傾向に着目して考察できるようにすることが重要です。その際，分類整理されたデータについて，筋道を
　立てて考察できるようにすることが大切です。また，複数のグラフから適切なグラフを選択し，データの特徴や
　傾向を読み取ることができるようにすることも大切です。

２（４）

表のしりとりの欄に入る
数を求める式と答えを書
く

表の意味を理解し，全
体と部分の関係に着目
して，ある項目に当た
る数を求めることがで
きる

数と計
算，デー
タの活用

63.4% 70.2% 75.3%

「算数の授業で公式やきまりを習うとき，そのわけを理解するようにしていますか」に対する肯定的な回答
　は，全道の86.2％，全国の85.7％に対して石狩市は87.9％で，全道より1.7ポイント，全国より2.2ポイン
　ト高くなっています。

（56）

（57）

（58）

（59）

（60）

（算１）

「今回の算数の問題について，言葉や数，式を使って，わけや求め方などを書く問題がありましたが，どの
　ように解答しましたか」について「最後まで努力した」との回答は，全道の81.5％，全国の82.8％に対し
　て石狩市は85.2％で，全道より3.7ポイント，全国より2.4ポイント高くなっています。関連して，４問
　あった記述式問題の無解答率の平均は，全道の7.0％，全国の5.8％に対して石狩市は6.0％で，全道より
　1.0ポイント低く，全国より0.2ポイント高い結果でした。

「算数の授業の内容はよくわかりますか」に対する肯定的な回答は，全道の78.8％，全国の81.2％に対して
　石狩市は76.6％で，全道より2.2ポイント，全国より4.6ポイント低くなっています。

「算数の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思いますか」に対する肯定的な回答は，
　全道の93.1％，全国の93.3％に対して石狩市は93.5％で，全道より0.4ポイント，全国より0.2ポイント高
　くなっています。

「算数の授業で学習したことを，普段の生活の中で活用できないか考えますか」に対する肯定的な回答は，
　全道の67.2％，全国の69.3％に対して石狩市は70.8％で，全道より3.6ポイント，全国より1.5ポイント
　高くなっています。

「算数の問題の解き方が分からないときは，諦めずにいろいろな方法を考えますか」に対する肯定的な回答
　は，全道の79.4％，全国の80.4％に対して石狩市は83.3％で，全道より3.9ポイント，全国より2.9ポイン
　ト高くなっています。

「算数の授業で問題を解くとき，もっと簡単に解く方法はないか考えますか」に対する肯定的な回答は，全
　道の74.8％，全国の76.8％に対して石狩市は76.6％で，全道より1.8ポイント高く，全国より0.2ポイント
　低くなっています。

　【教科（算数）に関する意識（児童質問紙項目53～60，算1より）】

（53）
「算数の勉強は好きですか」に対する肯定的な回答は，全道の60.1％，全国の62.5％に対して石狩市は，
　59.8％で，全道より0.3ポイント，全国より2.7ポイント低くなっています。

変化と関
係 41.8%

（54）
「算数の勉強は大切だと思いますか」に対する肯定的な回答は，全道の94.3％，全国の94.2％に対して石狩
　市は95.9％で，全道より1.6ポイント，全国より1.7ポイント高くなっています。

（55）

果汁が30％含まれている
飲み物に果汁が180ｍL
入っているときの，飲み
物の量の求め方と答えを
書く

伴って変わる二つの数
量が比例の関係にある
ことを用いて，未知の
数量の求め方と答えを
記述できる

48.0%35.9%

　【指導の改善にあたって】
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相当高い　 …　７ポイント以上の範囲

高　い 　　　…　５ポイント以上７ポイント未満の範囲内　　

やや高い　 …  ３ポイント以上５ポイント未満の範囲内

ほぼ同様（上位） …　１ポイント以上３ポイント未満の範囲内

同　様    　　…　±１ポイント未満の範囲内

□　理科　領域等の平均正答率の状況　□ 「正答数分布グラフ」

　

　

　

　　

令和４年度　全国学力・学習状況調査の結果分析

　【小学校　理科】

□　正答率の状況　□

理科

平均正答数 平均正答率

全　国（公立） 10.8問/17問 63.3%

全　道（公立） 10.7問/17問 63.0%

全道との比較

相
当
高
い

高
　
い

や
や
高
い

ほ
ぼ
同
様

（
上
位

）

同
　
様

ほ
ぼ
同
様

（
下
位

）

石狩市　：　○
全   国　：　☆

☆

や
や
低
い

低
　
い

相
当
低
い

ほぼ同様（下位）  …　－１ポイント以下－３ポイント未満の範囲内

やや低い  … －３ポイント以下－５ポイント未満の範囲内

低　い       …　－５ポイント以下－７ポイント未満の範囲内　　

○

□　理科の概要　□

相当低い  …　－７ポイント以下の範囲

◇理科の平均正答率は，全道・全国よりやや低い結果でした。平成30年度との比較では，全国との
　差がやや広がりました。

◇領域別では，「エネルギー」では全道と同様で全国とほぼ同様（下位），「粒子」では全道・全
　国とほぼ同様（下位）の結果でした。また，「生命」では，全道よりやや低く全国より低い，
　「地球」では全道・全国よりやや低い結果でした。

◇問題形式の正答率では，「選択式」で全道とほぼ同様（下位）で全国よりやや低い，「短答式」
　は全道とほぼ同様（下位）で全国と同様の結果でした。また，「記述式」３問の平均正答率では
　は全道よりやや低く全国より低い結果となりました。

0

15

30

45

60

75

エネルギー

粒子

生命

地球

全国(公立)

北海道（公立）

石狩市

←伸びしろ層→
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○調査問題の内容

３（４）

４（３）

２（４）

凍った水溶液について，
試してみたいことを基
に，見出された問題を書
く

自然の事物・現象から
得た情報を，他者の気
付きの視点で分析し
て，解約し，自分の考
えをもち，その内容を
記述できる

粒子 33.5%

設問番号

１（１）

２（１）

４（１）

【課題の見られる設問例】

設問番号

出題の趣旨
問題を解決するために
必要な観察の視点を基
に，問題を解決するま
での道筋を構想し，自
分の考えをもつことが
できる

　　　学習指導要領に示された目標及び内容に基づき，「Ａ物質・エネルギー」，「Ｂ生命・地球」の二つ
　　の内容区分から，バランスよく出題しています。なお，小学校第５学年までの内容となっています。
　（例）
　　   ■　昆虫の体のつくりの特徴を基に，ナナホシテントウが昆虫かどうか説明するための視点を選ぶ。
　　   ■　水溶液を凍らせた物について，「試してみたこと」を基に，見いだされた問題を書く。
　　   ■　重ねた日光と的の温度についての実験結果から，問題の解決に必要な情報が取り出しやすく
　　　　   整理された記録を選ぶ。
　　   ■　夜の気温の変化について，他者の予想を基に，結果の見通しについて表したグラフを選ぶ。
　　   ■　設問数は１７問です。

36.8% 39.3%

理科

・「エネルギー」の領域は，全道・全国ほぼ同様（下位）の傾向を示しています。
・「物質・粒子」の領域は，全道・全国よりやや低い傾向にあります。
・ ｢生命｣の領域は，全道・全国より低い傾向を示しています。
・ ｢地球｣の領域は，全道より低く，全国より相当低い傾向を示しています。

45.5%

問題に対するまとめか
ら，その根拠を実験の結
果を基にして書く

結果からいえることは，
提示された結果のどこを
分析したものなのかを選
ぶ

観察などで得た結果
を，結果からいえるこ
との視点で分析して，
解釈し，自分の考えを
もつことができる

地球 39.4% 45.5%

実験で得た結果を，問
題の視点で分析して，
解釈し，自分の考えを
もち，その内容を記述
できる

エネル
ギー

31.0% 33.7%

全道正答率

３（１）

80.1%

全国正答率

27.8%

35.1%

光の性質を基に，鏡を操
作して，指定した的に反
射させた日光を当てるこ
とができる人を選ぶ

日光は直進することを
理解している

エネル
ギー

30.1% 28.3%

81.1%

全道正答率

82.3%

一定量の液体の体積を適
切にはかり取る器具の名
称を書く

設問の概要 出題の趣旨 領域 石狩市正答率

冬の天気と気温の変化を
基に，問題に対するまと
めを選ぶ

観察で得た結果を，問
題の視点で分析して，
解釈し，自分の考えを
もつことができる

地球

メスシリンダーという
器具を理解している

粒子 81.8% 74.3%

92.9%

67.8%

見いだされた問題を基
に，観察の記録が誰のも
のかを選ぶ

生命 88.7% 92.7%

【成果の見られる問題例】
領域 石狩市正答率

【各領域の傾向】　グラフは全国を100とした前回調査との比較

全国正答率設問の概要

90

92

94

96

98

100

H30年度 R4年度

エネルギー

市

道

国
90.0

92.0

94.0

96.0

98.0

100.0

H30年度 R4年度

物質・粒子

市

道

国
90.0

92.0

94.0

96.0

98.0

100.0

H30年度 R4年度

生命

市
道
国 90.0

92.0

94.0

96.0

98.0

100.0

H30年度 R4年度

地球

市

道
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【問題番号３（１）エネルギー】
○観察，実験などで得た結果について分析して，解釈し、より妥当な考えをつくりだすことができるようにする
・上記の指導の充実を図るには，観察，実験の結果の具体的な数値や，それを分析した内容などを根拠として
　表現する場面を設定することが大切です。例えば，問題に対するまとめを行う際に，結果を具体的な数値と
　して学級内で共有し，何を結論の根拠としているのかを明らかにし，より妥当な考えをつくりだす学習活動
　が考えられます。
　
【問題番号３（４）エネルギー】
○観察，実験などの過程やそこから得られた結果を適切に記録するなど，観察，実験などに関する基本的な技能
　を身に付けることができるようにする
・上記の指導の充実を図るには問題を的確に把握し，何を記録する必要があるかについて検討する場面を設定
　することが大切です。例えば，「鏡ではね返した日光を重ねるほど，的の温度は高くなるのだろうか」とい
　う問題を解決する際に，結果の見通しについて話し合い，必要な記録内容を明らかにする学習活動が考えら
　れます。

【問題番号４（３）地球】
〇観察，実験などで得た結果について分析して，解釈し，より妥当な考えをつくりだすことができるようにする
・上記の指導の充実を図るには，結果などから結論を導きだすために必要な数量，変化の大きさなどの特徴を
　見つけ，自分の考えをもち，それらを話し合う場面を設定することが大切です。例えば，１日の気温の変化
　のグラフから，気温の変化の大きい時間帯や小さい時間帯と天気の様子との関係について読み取り，気温の
　変化と天気との関わりについて話し合う学習活動が考えられます。

【問題番号２（４）粒子】
○自然の事物・現象に働きかけて得た事実について，自分や他者の気付きを基に分析して，解釈し、問題を見い
　だすことができるようにする
・上記の指導の充実を図るには，自然の事物・現象に働きかけて得た事実について話し合う中で，自分や他者
　の気付きを捉え，主に差異点や共通点を基に，問題を見いだす場面を設定することが大切です。

「今回の理科の問題では，解答を文章などで書く問題がありました。それらの問題についてどのように解答
　しましたか」について「最後まで努力した」との回答は，全道の81.9％，全国の80.6％に対して石狩市は
　86.1％で，全道より4.2ポイント，全国より5.5ポイント高くなっています。関連して，３問あった記述式
　問題の無解答率の平均は全道の8.5％，全国の8.3％に対して石狩市は6.5％で，全道より2.0ポイント低く
　全国より1.8ポイント低い結果でした。

（69）

（67）

「理科の授業で，観察や実験の進め方や考え方が間違っていないかを振り返って考えていますか」に対する
　肯定的な回答は，全道の71.9％，全国の72.2％に対して石狩市は78.1％で，全道より6.2ポイント，全国よ
　り5.9ポイント高い結果でした。

（63）
「理科の授業の内容はよくわかりますか」に対する肯定的な回答は，全道の90.5％，全国の88.5％に対して
　石狩市は93.1％で，全道より2.6ポイント，全国より4.6ポイント高くなっています。

（64）
「理科の授業で学習したことを，普段の生活の中で活用できないか考えますか」に対する肯定的な回答は，
　全道の65.2％，全国の67.9％に対して石狩市は71.6％で，全道より6.4ポイント，全国より3.7ポイント高く
　なっています。

（66）

「理科の勉強は大切だと思いますか」に対する肯定的な回答は，全道の86.7％，全国の86.5％に対して石狩市
　は88.7％で，全道より2.0ポイント，全国より2.2ポイント高くなっています。

（65）
「理科の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思いますか」に対する肯定的な回答は，
　全道の75.9％，全国の77.2％に対して石狩市は78.6％で，全道より2.7ポイント，全国より1.4ポイント高く
　なっています。

「理科の授業では，自分の予想をもとに観察や実験の計画を立てていますか」に対する肯定的な回答は，全道
　の78.9％，全国の78.0％に対して石狩市は82.4％で，全道より3.5ポイント，全国より4.4ポイント高くなっ
　ています。

（68）
「理科の授業で，観察や実験の結果から，どのようなことが分かったのか考えていますか」に対する肯定的
　な回答は，全道の85.3％，全国の84.9％に対して石狩市は90.0％で，全道より4.7ポイント高く，全国より
　5.1ポイント高い結果でした。

「将来，理科や科学技術に関係する職業に就きたいと思いますか」に対する肯定的な回答は，全道の25.9％，
　全国の26.6％に対して石狩市は23.6％で，全道より2.3ポイント，全国より3.0ポイント低くなっています。

　【教科（理科）に関する意識（児童質問紙項目61～69，理1より）】

（61）
「理科の勉強は好きですか」に対する肯定的な回答は，全道の81.8％，全国の79.7％に対して石狩市は，
　87.7％で，全道より5.9ポイント高く，全国より8.0ポイント高くなっています。

（62）

　【指導の改善にあたって】

（理１）
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相当高い　 …　７ポイント以上の範囲

高　い 　　　…　５ポイント以上７ポイント未満の範囲内　　

やや高い　 …  ３ポイント以上５ポイント未満の範囲内

ほぼ同様（上位） …　１ポイント以上３ポイント未満の範囲内

同　様    　　…　±１ポイント未満の範囲内

「正答数分布グラフ」 　

　

　

　　

　　

全　国（公立） 9.7問/14問

平均正答数 平均正答率

69.0%

□　国語　領域等の平均正答率の状況　□

やや低い  … －３ポイント以下－５ポイント未満の範囲内

や
や
高
い

令和４年度　全国学力・学習状況調査の結果分析

　【中学校　国語】

□　正答率の状況　□

　国語

低
　
い

☆

全　道（公立） 9.6問/14問 69.0%

や
や
低
い

相
当
低
い

ほ
ぼ
同
様

（
上
位

）

全道との比較

相
当
高
い

高
　
い

ほ
ぼ
同
様

（
下
位

）

同
　
様

相当低い  …　－７ポイント以下の範囲

低　い       …　－５ポイント以下－７ポイント未満の範囲内　　

石狩市　：　○
全   国　：　☆

○

ほぼ同様（下位）  …　－１ポイント以下－３ポイント未満の範囲内

□　国語科の概要　□

◇国語の正答率は全道・全国より，相当低い結果となりました。令和３年度との比較では，全国
　との差は広がる結果になりました。

◇領域別では，「話すこと・聞くこと」「書くこと」の領域はともに全道・全国よりも低く，
　｢読むこと」は相当低くなりました。

◇問題形式別の正答率では，「選択式」は全道・全国よりも低く，「短答式」「記述式」は全
　道・全国より相当低い結果となりました。

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

言葉の特徴や使い方に

関する事項

情報の扱い方に関する

事項

我が国の言語文化に

関する事項

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

全国（公立）

北海道（公立）

石狩市

←伸びしろ層→
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○調査問題の内容

・言葉の特徴や使い方に関する事項は，全道・全国より相当低い傾向を示しています。

・情報の扱い方に関する事項は，全道・全国より相当低い傾向を示しています。

全道正答率

【成果の見られる問題例】

・「話すこと・聞くこと」の領域は，全道・全国より相当低い傾向を示しています。

領域

全国正答率

78.4%

問題の概要

37.0%

石狩市正答率問題番号 全道正答率

自分の考えが伝わる文
章になるように，根拠
を明確にして書く。

場面の展開や登場人物
の心情の変化などにつ
いて，描写を基に捉え
る。

話の展開に沿って「おれ」の行
動や心情を並べ替える。

書くこと 46.5%

問題番号 問題の概要

【課題の見られる問題例】

言葉の特
徴や使い
方に関す
る事項

意見文の下書きの一部につい
て，文末の表現を直す意図とし
て適切なものを選択する。

82.3%

84.0%

助動詞の働きについて
理解し，目的に応じて
使う。

90.1%

「途方に暮れた」の意味として
適切なものを選択する。

【各領域の傾向】　◎グラフは全国を100とした前回調査との比較（但し,言葉の特徴や使い方に関する事項，情報の扱い方に関する
事項，我が国の言語文化に関する事項は，本年度のみ）

・「書くこと」の領域は，全道・全国より相当低い傾向を示しています。

・我が国の言語文化に関する事項は，全道・全国より相当低い傾向を示しています。

石狩市正答率 全国正答率

２一

国語

・「読むこと」の領域は，全道・全国より相当低い傾向を示しています。

81.5%

言葉の特
徴や使い
方に関す
る事項

出題の趣旨

４二

84.8%

89.0%

我が国の
言語文化
に関する

事項

３二

79.3%

事象や行為，心情を表
す語句について理解す
る。

80.2%

漢字の行書の読みやす
い書き方について理解
する。

領域

２三

農林水産省のウェブページにあ
る資料の一部から必要な情報を
引用し，意見文の下書きにス
マート農業の効果を書き加え
る。

読むこと 51.9%

　　学習指導要領に示されている次の内容に基づいて，その全体を視野に入れながら，中心的に取り上げる
　ものを精選して出題されています。なお，中学校第２学年までの内容となっています。
〔知識及び技能〕
(1)言葉の特徴や使い方に関する事項
(2)情報の扱い方に関する事項
(3)我が国の言語文化に関する事項
〔思考力，判断力，表現力等〕
Ａ話すこと・聞くこと
Ｂ書くこと
Ｃ読むこと
（例）
・スピーチの一部を呼びかけたり問いかけたりする表現に直す。
・意見文の下書きの一部について，文末の表現を見直す意図として適切なものを選択する。
・「陽炎みたいに揺らめきながら」に使われている表現の技法の名称を書き，同じ表現の技法が使われてい
　るものを選択する。
・行書の特徴を踏まえた書き方について説明したものとして適切なものを選択する。
・問題数は１4問です。

61.7%

最初に書いた文字の漢字のバラ
ンスについて説明したものとし
て適切なものを選択する。

出題の趣旨

44.5%

３三 62.0%

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0

Ｒ
３
年
度

Ｒ
４
年
度

話すこと・聞くこと

石狩

市

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0

Ｒ
３
年
度

Ｒ
４
年
度

書くこと

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0

Ｒ
３
年
度

Ｒ
４
年
度

読むこと

75.0

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0

石
狩
市

北
海
道

全
国

言葉の特徴や使い

方に関する事項

75.0

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0

石
狩
市

北
海
道

全
国

情報の扱い方に関

する事項

75.0

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0

石
狩
市

北
海
道

全
国

我が国の言語文

化に関する事項
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（国1）

（52）

「国語の勉強は大切だと思いますか」についての肯定的な回答は，全道の92.7%，全国の93.2% に対して石狩市
は92.7% で，全道と同じ，全国より0.5ポイント低くなっています。

「国語の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思いますか」についての肯定的な回答は全
道の88.8%，全国の89.7% に対して石狩市は87.6% で，全道より1.2ポイント，全国より2.1ポイント低くなって
います。

「今回の国語の問題について，解答を文章で書く問題がありましたが，どのように解答しましたか」について，
「最後まで努力した」との回答は，全道の75.6%，全国の77.3% に対して石狩市は67.7% と，全道より7.9ポイン
ト，全国より9.6ポイント低くなっています。関連して，3問あった記述式問題の無解答率の平均は，全道の
14.6％，全国の12.8％に対して石狩市は23.6％で，全道より9.0ポイント，全国より10.8ポイント高くなってい
ます。

「国語の勉強は好きですか」についての肯定的な回答は，全道の63.7%，全国の61.9% に対して石狩市は，63.2%
で全道より0.5ポイント低く，全国より1.3ポイント高くなっています。

　【指導の改善にあたって】

　【教科（国語）に関する意識（生徒質問紙項目49～52，国語１より）】

（49）

（50）

（51）
「国語の授業内容はよく分かりますか」についての肯定的な回答は，全道の82.4%，全国の81.2% に対して石狩
市は76.8% と，全道より5.6ポイント低く，全国より4.4ポイント低くなっています。

【問題番号２三　書くこと】
　意見文を書く際には，自分の考えが伝わる文章になるように，根拠を明確にすることが大切です。根拠を明確にす
るためには、まず、自分の考えが確かな事実や事柄に基づいたものであるかを確かめることが必要です。その上で，
自分の思いや考えを繰り返すだけではなく，根拠を文章の中に記述できるように指導することが重要です。

【問題番号３三　読むこと】
　文章の中の時間的，空間的な場面の展開，登場人物の相互関係や心情の変化，行動や情景の描写などに注意しなが
ら読み進めることが重要です。その際、心情を表す言葉に注目したり，叙述の細かな違いに注意して読み，それぞれ
の叙述が表している心情の違いを考えたりできるように指導することが大切です。
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相当高い　 …　７ポイント以上の範囲

高　い 　　　…　５ポイント以上７ポイント未満の範囲内　　

やや高い　 …  ３ポイント以上５ポイント未満の範囲内

ほぼ同様（上位） …　１ポイント以上３ポイント未満の範囲内

同　様    　　…　±１ポイント未満の範囲内

□　数学　領域等の平均正答率の状況　□ 「正答数分布グラフ」

　

　

　

　　

全道との比較

相
当
高
い

数学

　【中学校　数学】

や
や
高
い

平均正答数

51.4%

全　道（公立） 6.9問/14問

相
当
低
い

平均正答率

49.0%

7.2問/14問全　国（公立）

□　数学科の概要　□

□　正答率の状況　□

☆ ○

◇数学の平均正答率は，全道より相当低く，全国より相当低い結果でした。令和３年度との比較
　では，全国との差は広がる結果になりました。

◇領域別では，「数と式」は全道・全国より相当低い結果でした。「図形」は全道より低く，全
　国より相当低く，「関数」は全道・全国より相当低く，「データの活用」は全道より低く，全
　国より相当低い結果でした。

◇問題形式別では，「選択式」「記述式」はともに全道・全国より低く，「短答式」は全道・全
　国より相当低い結果でした。

相当低い  …　－７ポイント以下の範囲

石狩市　：　○
全   国　：　☆

低
　
い

ほ
ぼ
同
様

（
上
位

）

低　い       …　－５ポイント以下－７ポイント未満の範囲内　　

令和４年度　全国学力・学習状況調査の結果分析

ほ
ぼ
同
様

（
下
位

）

同
　
様

や
や
低
い

やや低い  … －３ポイント以下－５ポイント未満の範囲内

ほぼ同様（下位）  …　－１ポイント以下－３ポイント未満の範囲内

高
　
い

0.0

15.0

30.0

45.0

60.0
数と式

図形

関数

データの活用

全国（公立）

北海道（公立）

石狩市

←伸びしろ層→
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○調査問題の内容

【各領域の傾向】　◎グラフは全国を100とした前回調査との比較

関数

全道正答率

24.5%

出題の趣旨

同じ偶数の和である２n＋２n＝
４nについて，n が９のときど
のような計算を表しているかを
書く。

73.8%

自然数を素数の積で表
すことができる。

問題の概要

・「図形」の領域は，全道・全国より相当低い傾向を示しています。

６（１）

ある偶数との和が４の倍数にな
る数について，予想した事柄を
表現する。

数と式

結論が成り立つための
前提を考え，新たな事
柄を見いだし，説明す
ることができる。

容器のふたを投げたときに下向
きになる確率を選ぶ。

5

問題の概要

事象を数学的に解釈
し，問題解決の方法を
数学的に説明すること
ができる。

８（２）

数と式

35.6%25.6%

1

目標の３００ｋｇを達成するま
での日数を求める方法を説明す
る。

６（３）

４２を素因数分解する。

多数の観察や多数回の
試行によって得られる
確率の意味を理解して
いる。

77.5% 82.1%

全国正答率

　　学習指導要領における，「数と式」，「図形」，「関数」，「データの活用」の各領域に示された指導内
　容をバランスよく出題しています。なお，中学校第２学年までの内容となっています。
（例）
・連立二元一次方程式を解く。
・変化の割合が２である一次関数の関係を表した表を選ぶ。
・容器のふたを投げたときに下向きになる確率を選ぶ。
・コマ回し大会で使用するコマをヒストグラムの特徴を基に選び，選んだ理由を説明する。
・与えられたグラフにおいて，点Ｅの座標を書く。
・証明で用いられている三角形の合同条件を書く。
・問題数は14問です。

・「データの活用」の領域は，全道・全国より相当低い傾向を示しています。

全道正答率

・「関数」の領域は，全道・全国より相当低い傾向を示しています。

・「数と式」の領域は，全道・全国より相当低い傾向を示しています。

問題番号

領域

【課題の見られる問題例】

数と式

出題の趣旨

37.6%

石狩市正答率

【成果の見られる問題例】

問題場面における考察
の対象を明確に捉える
ことができる。

データの
活用

83.3%

73.2%

35.8% 52.2%

問題番号

38.4%

27.2%

65.9%

36.1%

領域 全国正答率石狩市正答率

数学

70.0

80.0

90.0

100.0

数と式

石狩

市
北海

道

70.0

80.0

90.0

100.0

図形

石狩市

北海道

全国

70.0

80.0

90.0

100.0

関数

石狩市

北海道

全国

70.0
75.0
80.0
85.0
90.0
95.0

100.0

データの活用(令和3年度

は資料の活用)

石狩

市
北海

道
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【無解答率の高い問題例】

∠ＡＢＥと∠ＣＢＦの和
が３０°になる理由を示
し，∠ＥＢＦの大きさが
いつでも６０°になるこ
との説明を完成する。

問題番号

【問題番号８（２）　関数】
　グラフを用いる場合は，ｙ座標が300のときのｘ座標を読むこと，式を用いる場合は，ｙ＝300を代入してｘの値を
求めること，表を用いる場合は，求めた割合を基に目標の300㎏削減を達成するまでのおよその日数を算出できるよう
に指導することが大切です。

【問題番号６（３）　数と式】
　数に関する事象を考察する場面において，成り立つと予想される事柄について数学的に説明することを求めていま
す。説明する際には，前提として，差が４の倍数である２つの偶数の和であることや差が８や１２である２つの偶数
の和であることなどを示すことができるように指導することが大切です。

出題の趣旨
無解答率

石狩市

【問題番号１　数と式】
　事象を数や式を用いて考察する場面では，数を和や積に表すなどして数量の関係を捉え，事象の特徴を読み取り，
説明することが大切です。この設問では，自然数を素数の積で表し、素因数分解ができるように，数に関する性質を
説明できるように指導することが大切です。

52.8% 12.2%

筋道を立てて考え，
事柄が成り立つ理由
を説明することがで
きる。

領域

９（２）

無解答率正答率

38.5%

正答率無解答率

全　国

　【指導の改善にあたって】

全　道

図形

正答率
問題の概要

7.3%

【問題番号９（２）　図形】
　図形の性質を考察する場面では,成り立つと予想した事柄について，論理的に考察し,それを数学的に表現すること
が大切です。この設問では，長方形と正方形によってできる図形の性質を見いだし，それが成り立つことを合同な図
形の性質などを用いて考察できるように指導することが大切です。

12.5%42.5%

「数学の授業内容はよく分かりますか」についての肯定的な回答は，全道の73.5%，全国の76.2% に対して石狩
市は73.8% と，全道より0.3ポイント高く，全国より2.4ポイント低くなっています。

「数学の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思いますか」についての肯定的な回
　答は，全道の75.0%，全国の76.5% に対して石狩市は77.6% で，全道より2.6ポイント高く，全国より
1.1ポイント高くなっています。

（53）

（54）

（60）

(数1)

「数学の授業で学習したことを，普段の生活の中で活用できないか考えますか」についての肯定的な回答は，全
道の43.4%，全国の47.3% に対して石狩市は47.0% で，全道より3.6ポイント高く，全国より0.3ポイント低く
なっています。

「数学の問題の解き方が分からないときは，あきらめずにいろいろな方法を考えますか」について，肯定的な回
答は，全道の73.4%，全国の75.2% に対して石狩市は72.3%と，全道より1.1ポイント，全国より2.9ポイント低く
なっています。

「今回の数学の問題について，解答を言葉や数，式を使って説明する問題がありましたが，どのように解答しま
したか」について，「最後まで努力した」との回答は，全道の48.9%，全国の53.48% に対して石狩市は44.5%
と，全道より4.4ポイント，全国より8.9ポイント低くなっています。関連して，5問あった記述式問題の無解答
率の平均は，全道の25.0％，全国の22.1％に対して石狩市は34.2％で，全道より9.2ポイント，全国より12.1ポ
イント高くなっています。

「数学の授業で問題を解くとき，もっと簡単に解く方法がないか考えますか」について，肯定的な回答は，全道
の67.8％，全国の70.2％に対して石狩市は67.2％と，全道より0.6ポイント，全国より3.0ポイント低くなってい
ます。

（58）

（59）

（57）

（55）

（56）

　【教科（数学）に関する意識（生徒質問紙項目53～60，数学１より）】

「数学の授業で公式やきまりを習うとき，そのわけを理解するようにしていますか」についての肯定的な回答
は，全道の80.0%，全国の79.6% に対して石狩市は81.3%と，全道より1.3ポイント，全国より1.7ポイント高く
なっています。

「数学の勉強は好きですか」についての肯定的な回答は，全道の54.9%，全国の58.1% に対して石狩市は，59.6%
で全道より4.7ポイント，全国より1.5ポイント高くなっています。

「数学の勉強は大切だと思いますか」についての肯定的な回答は，全道の85.5%，全国の86.6% に対して石狩市
は86.0% で，全道より0.5ポイント高く，全国より0.6ポイント低くなっています。
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相当高い　 …　７ポイント以上の範囲

高　い 　　　…　５ポイント以上７ポイント未満の範囲内　　

やや高い　 …  ３ポイント以上５ポイント未満の範囲内

ほぼ同様（上位） …　１ポイント以上３ポイント未満の範囲内

同　様    　　…　±１ポイント未満の範囲内

□　理科　領域等の平均正答率の状況　□ 「正答数分布グラフ」

　

　

　

　　

□　理科の概要　□

◇理科の平均正答率は，全道・全国より低い結果でした。平成３０年度との比較では，全国との
　差は広がる結果になりました。

◇領域別では，「『エネルギー』を柱とする領域」は全道・全国とほぼ同様（下位）でした。
　「『粒子』を柱とする領域は全道・全国よりやや低い結果であり，「『生命』を柱とする領
　域」は全道・全国より相当低い結果であり、「『地球』を柱とする領域」は全道よりやや低
　く，全国より低い結果でした。

◇問題形式別では，「選択式」「短答式」は全道・全国よりやや低く，「記述式」は全道・全国
　ともに相当低い結果でした。

やや低い  … －３ポイント以下－５ポイント未満の範囲内

低　い       …　－５ポイント以下－７ポイント未満の範囲内　　

相当低い  …　－７ポイント以下の範囲

ほぼ同様（下位）  …　－１ポイント以下－３ポイント未満の範囲内

石狩市　：　○
全   国　：　☆

☆ ○

ほ
ぼ
同
様

（
下
位

）

や
や
低
い

低
　
い

相
当
低
い

全道との比較

相
当
高
い

高
　
い

や
や
高
い

ほ
ぼ
同
様

（
上
位

）

同
　
様

全　国（公立） 10.4問/21問 49.3%

全　道（公立） 10.3問/21問 49.0%

理科

平均正答数 平均正答率

　【中学校　理科】
□　正答率の状況　□

令和４年度　全国学力・学習状況調査の結果分析

0.0

15.0

30.0

45.0

60.0

「エネルギー」を柱

とする領域

「粒子」を柱とする

領域

「生命」を柱とする

領域

「地球」を柱とする

領域

全国（公立）

全道（公立）

石狩市

←伸びしろ層→
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○調査問題の内容

【各領域の傾向】　◎グラフは全国を100とした前回調査との比較

28.5%２（３）
上空の気象現象を地上の観測
データを用いて推論した考察
の妥当性について判断する。

飛行機雲の残り方を科
学的に探究する学習場
面において，地上の観
測データを用いて考察
を行った他者の考えに
ついて，多面的，総合
的に検討して改善でき
るかどうかをみる。

地球 24.3% 27.7%

【課題の見られる問題例】

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 領域 石狩市正答率 全道正答率 全国正答率

78.5%

80.1%３（１）
分子のモデルで表した図を基
に，水素の燃焼を化学反応式
で表す。

化学変化に関する知識
及び技能を活用して，
水素の燃焼を分子のモ
デルで表した図を基に
化学反応式で表すこと
ができるかどうかをみ
る。

粒子 73.7% 80.2%

１（２）

タッチパネルの反応に水が関係
しているかを調べるために，変
える条件と変えない条件を適切
に設定した実験操作の組合せを
選択する。

モデルを使った実験に
おいて，変える条件と
変えない条件を制御し
た実験を計画できるか
どうかをみる。

エネル
ギー

76.4% 79.9%

・「地球」を柱とする領域は，全道・全国より相当低い傾向を示しています。

【成果の見られる問題例】

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 領域 石狩市正答率 全道正答率 全国正答率

・「エネルギー」を柱とする領域は，全道・全国より低い傾向を示しています。

・「粒子」を柱とする領域は，全道より相当低く，全国より低い傾向を示しています。

・「生命」を柱とする領域は，全道・全国より相当低い傾向を示しています。

理科

　　　学習指導要領の目標及び内容に基づき，第１分野の「エネルギー」を柱とする領域と「粒子」を柱とす
　　る領域，第２分野の「生命」を柱とする領域と「地球」を柱とする領域からバランスよく出題していま
　　す。なお，中学校第２学年までの内容となっています。
（例）
・日常生活の中で，物体が静電気を帯びる現象を選択する。
・観測した気圧と天気図の気圧が異なる理由を空気の柱の長さで説明する際，適切な長さの変化を選択する。
・分子のモデルで表した図を基に，水素の燃焼を化学反応式で表す。
・アリが視覚による情報を基に行列をつくるかを調べた実験の結果を基に，課題に正対した考察を記述する。
・問題数は21問です。

80.0
85.0
90.0
95.0

100.0
105.0

粒子(平成30年度は

化学的領域)

石狩市

北海道

全国

80.0
85.0
90.0
95.0

100.0
105.0

地球(平成30年度は

地学的領域)

石狩市

北海道

全国

80.0
85.0
90.0
95.0

100.0
105.0

生命(平成30年度は

生物的領域)

石狩

市

80.0
85.0
90.0
95.0

100.0
105.0

エネルギー(平成30年度は

物理的領域)

石狩市

北海道

全国
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【無解答率の高い問題例】

５（３）

　【教科（理科）に関する意識（生徒質問紙項目61～69，理科１より）】

（61）

（63）
「理科の授業内容はよく分かりますか」についての肯定的な回答は，全道の74.1%，全国の75.2% に対して石狩
市は70.3% と，全道より3.8ポイント，全国より4.9ポイント低くなっています。

（64）
「理科の授業で学習したことを，普段の生活の中で活用できないか考えますか」についての肯定的な回答は，全
道の48.7%，全国の52.7% に対して石狩市は51.5% で，全道より2.8ポイント高く，全国より1.2ポイント低く
なっています。

（65）
「理科の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思いますか」についての肯定的な回答は，
全道の58.2%，全国の61.5% に対して石狩市は54.1% で，全道より4.1ポイント，全国より7.4ポイント低くなっ
ています。

「理科の勉強は好きですか」についての肯定的な回答は，全道の64.7%，全国の66.4% に対して石狩市は，65.8%
で全道より1.1ポイント高く，全国より0.6ポイント低くなっています。

（62）
「理科の勉強は大切だと思いますか」についての肯定的な回答は，全道の74.8%，全国の76.8% に対して石狩市
は71.1% で，全道より3.7ポイント，全国より5.7ポイント低くなっています。

　【指導の改善にあたって】

【問題番号２（３）　地球】
　気象とその変化の学習では，継続的に気象観測を行い，時間的・空間的な見方を働かせながら，気象要素と天気の
変化を関連付けることが大切です。授業では，実感を伴った理解を図るために，観測データや空の様子を撮影した画
像をネットワーク上に蓄積，共有して，考察することが考えられます。

【問題番号３（３）　エネルギー・粒子】
　理科では，身に付けた知識及び技能を分野や領域を横断して関連付け、身近な事象を多面的、総合的に捉えること
が大切です。授業では，身近な事象として水素を燃料として使うしくみの例を取り上げた学習場面を設定するなど，
化学変化に関する知識及び技能と，「エネルギー」を柱とする領域の知識及び技能を関連付けて、科学的に探究する
ことも考えられます。

【問題番号５（１）（３）エネルギー】
　科学的に探究する活動を通して見いだした規則性や関係性を，日常生活や社会と関連付けることで，理科を学ぶこ
との意義や有用性の実感を高めることが大切です。授業では，見いだした規則性や関係性を基に、身近な道具や技術
などから新たな問題を見いだし、課題を設定して科学的に探究することが考えられます。
　

考察の妥当性を高めるた
めに，測定範囲と刻み幅
をどのように調整して測
定点を増やすかを説明す
る。

考察の妥当性を高め
るために，測定値の
増やし方について，
測定する範囲と刻み
幅の視点から実験の
計画を検討して改善
できるかどうかをみ
る。

エネル
ギー

36.5% 40.5% 29.4%42.8% 31.2% 43.3%

全　国

正答率 無解答率 正答率 無解答率 正答率 無解答率
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 領域

石狩市 全　道

５（１）
おもりに働く重力とつり合う力
の矢印を選択し，その力に
ついて説明する。

力の働きに関する知識
及び技能を活用して，
物体に働く重力とつり
合う力を矢印で表し，
その力を説明できるか
どうかをみる。

エネル
ギー 12.0% 12.8% 15.3%

３（３）
水素を燃料として使うしくみの
例の全体を働かせるおおも
とを指摘する

化学変化に関する知識
及び技能と「エネル
ギー」を柱とする領域
の知識及び技能を関連
付け，水素を燃料とし
て使うしくみの例の全
体を働かせるおおもと
として必要なものを分
析して解釈できるかど
うかをみる。

ｴﾈﾙｷﾞｰ
粒子

21.2% 24.6% 24.8%
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(理1)

「今回の理科の問題では，解答を文章などで書く問題がありました。それらの問題について，どのように解答し
ましたか」について，「最後まで努力した」との回答は，全道の72.4%，全国の74.0% に対して石狩市は68.2%
と，全道より4.2ポイント，全国より5.8ポイント低くなっています。関連して，５問あった記述式問題の無解答
率の平均は，全道の13.8％，全国の12.6％に対して石狩市は20.4％で，全道より6.6ポイント，全国より7.8ポイ
ント高くなっています。

「理科の授業で，観察や実験の結果をもとに考察していますか」についての肯定的な回答は，全道の79.5%，全
国の78.9% に対して石狩市は72.1%と，全道より7.4ポイント，全国より6.8ポイント低くなっています。

（69）
「理科の授業で，観察や実験の進め方や考え方が間違っていないかを振り返って考えていますか」について，肯
定的な回答は，全道の68.5%，全国の68.1% に対して石狩市は64.7%と，全道より3.8ポイント，全国より3.4ポイ
ント低くなっています。

（66）
「将来，理科や科学技術に関係する職業に就きたいと思いますか」についての肯定的な回答は，全道の20.6%，
全国の22.1% に対して石狩市は20.6%と，全道と同じで，全国より1.5ポイント低くなっています。

（67）
「理科の授業では，自分の予想をもとに観察や実験の計画を立てていますか」についての肯定的な回答は，全道
の64.7%，全国の64.5% に対して石狩市は63.7%と，全道より1.0ポイント，全国より0.8ポイント低くなっていま
す。

（68）
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令和４年度　学習状況調査　〔児童・生徒質問紙〕より

Ⅰ　自己肯定感・有用感・思いやり・公平公正
　自己肯定感・有用感は，小学生・中学生ともに上昇傾向

　・「自分には，よいところがあると思う・どちらかといえば当てはまる」割合は，小学生で77.5%（全国比-1.8ポイント，全道比
+1.1ポイント）で，中学生では76.7%（全国比-1.8ポイント，全道比-0.7ポイント）でした。

１．自分には，よいところがあると思いますか

小

学

校

小

学

校

中

学

校

中

学

校

　・「難しいことでも，失敗を恐れないで挑戦していると思う・どちらかといえば当てはまる」割合は，小学生で75.1%（全国比
+2.6ポイント，全道比+3.9ポイント）で中学生では65.0%（全国比-2.1ポイント，全道比+0.2ポイント）でした。

２．難しいことでも，失敗を恐れないで挑戦していますか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4 全 国

R4 北海道

R元石狩市

R3 石狩市

R4 石狩市

１．当てはまる ２．どちらかといえば，当てはまる ３．どちらかといえば，当てはまらない ４．当てはまらない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4 全 国

R4 北海道

R元石狩市

R3 石狩市

R4 石狩市

１．当てはまる ２．どちらかといえば，当てはまる ３．どちらかといえば，当てはまらない ４．当てはまらない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4 全 国

R4 北海道

R元石狩市

R3 石狩市

R4 石狩市

１．当てはまる ２．どちらかといえば，当てはまる ３．どちらかといえば，当てはまらない ４．当てはまらない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4 全 国

R4 北海道

R元石狩市

R3 石狩市

R4 石狩市

１．当てはまる ２．どちらかといえば，当てはまる ３．どちらかといえば，当てはまらない ４．当てはまらない
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４．人の役に立つ人間になりたいと思いますか

小

学

校

中

学

校

３．将来の夢や目標を持っていますか

小

学

校

　将来に関する意識は，小学生・中学生とも全道・全国とほぼ同様

　・「将来の夢や目標を持っている・どちらかといえば当てはまる」割合は，小学生で79.7%（全国比-0.1ポイント，全道比+1.2
ポイント）で中学生では67.4%（全国比+0.1ポイント，全道比+1.1ポイント）でした。

中

学

校

　人の役に立ちたいと思う小学生・中学生は全国とほぼ同様で9割超

　・「人の役に立つ人間になりたいと思う・どちらかといえば当てはまる」割合は，小学生で95.0%（全国比-0.1ポイント，全道
比+0.3ポイント）で，中学生では93.5%（全国比-1.5ポイント，全道比-0.7ポイント）でした。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4 全 国

R4 北海道

R元石狩市

R3 石狩市

R4 石狩市

１．当てはまる ２．どちらかといえば，当てはまる ３．どちらかといえば，当てはまらない ４．当てはまらない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4 全 国

R4 北海道

R元石狩市

R3 石狩市

R4 石狩市

１．当てはまる ２．どちらかといえば，当てはまる ３．どちらかといえば，当てはまらない ４．当てはまらない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4 全 国

R4 北海道

R元石狩市

R3 石狩市

R4 石狩市

１．当てはまる ２．どちらかといえば，当てはまる ３．どちらかといえば，当てはまらない ４．当てはまらない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4 全 国

R4 北海道

R元石狩市

R3 石狩市

R4 石狩市

１．当てはまる ２．どちらかといえば，当てはまる ３．どちらかといえば，当てはまらない ４．当てはまらない
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６．いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思いますか

小

学

校

中

学

校

　思いやりのある行動をとる小中学生は約９割で全道・全国以上

　・「人が困っているときは，進んで助けている・どちらかといえば当てはまる」割合は，小学生で92.6%（全国比+3.7ポイント，
全道比+3.8ポイント）で中学生では89.2%（全国比+0.8ポイント，全道比+2.3ポイント）でした。

５．人が困っているときは，進んで助けていますか

小

学

校

中

学

校

　いじめに対する意識は相当高いが，なお継続して取り組むべき課題

　・「いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思う・どちらかといえば当てはまる」割合は，小学生で98.7%（全国比
+1.9ポイント，全道比+1.7ポイント）で，中学生では96.7%（全国比+0.3ポイント，全道比+0.6ポイント）でした。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4 全 国

R4 北海道

R元石狩市

R3 石狩市

R4 石狩市

１．当てはまる ２．どちらかといえば，当てはまる ３．どちらかといえば，当てはまらない ４．当てはまらない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4 全 国

R4 北海道

R元石狩市

R3 石狩市

R4 石狩市

１．当てはまる ２．どちらかといえば，当てはまる ３．どちらかといえば，当てはまらない ４．当てはまらない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4 全 国

R4 北海道

R元石狩市

R3 石狩市

R4 石狩市

１．当てはまる ２．どちらかといえば，当てはまる ３．どちらかといえば，当てはまらない ４．当てはまらない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4 全 国

R4 北海道

R元石狩市

R3 石狩市

R4 石狩市

１．当てはまる ２．どちらかといえば，当てはまる ３．どちらかといえば，当てはまらない ４．当てはまらない
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中

学

校

　就寝・起床時刻等の生活リズムの定着は小学生にやや課題，中学生は改善傾向

　・「毎日，同じくらいの時刻に寝ている・どちらかといえば当てはまる」割合は，小学生で79.3%（全国比-2.2ポイント，全道
比-2.2ポイント）で，中学生では，80.7%（全国比+0.8ポイント，全道比+1.6ポイント）でした。

８．毎日，同じくらいの時刻に寝ていますか

小

学

校

７．朝食を毎日食べていますか

小

学

校

中

学

校

Ⅱ　基本的な生活習慣
　朝食摂取習慣は全道・全国を下回る傾向で改善が求められる継続課題

　・「朝食を毎日食べている・どちらかといえば食べている」割合は，小学生で89.8%（全国比-4.6ポイント，全道比-2.7ポイン
ト）で，中学生では，86.9%（全国比-5.0ポイント，全道比-3.4ポイント）でした。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4 全 国

R4 北海道

R元石狩市

R3 石狩市

R4 石狩市

１．している ２．どちらかといえば，している ３．あまりしていない ４．全くしていない
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中

学

校

Ⅲ　学習習慣・読書習慣
　平日４時間以上テレビゲームする小中学生はともに約３割で全道・全国を上回る

１０．平日１日当たりどれくらいの時間テレビゲームをしますか

小

学

校

中

学

校

・「普段（月曜日から金曜日），１日当たり４時間以上，テレビゲーム（コンピュータゲーム，携帯式のゲーム，携帯電話やス
マートフォンを使ったゲームも含む）をしますか」割合は，小学生で28.6%（全国比+11.4ポイント，全道比+6.2ポイント）で，中
学生では32.2%（全国比+15.9ポイント，全道比+12.2ポイント）でした。

　・「毎日，同じくらいの時刻に起きている・どちらかといえば当てはまる」割合は，小学生で89.6%（全国比-0.8ポイント，全道
比-0.5ポイント）で，中学生では，92.4%（全国比+0.2ポイント，全道比+0.3ポイント）でした。

９．毎日，同じくらいの時刻に起きていますか

小

学

校
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小

学

校
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学

校

Ⅲ　学習習慣・読書習慣
　計画的な家庭学習は，小学生で全道・全国を上回り，中学生は全道・全国を下回る

　・「家で，自分で計画を立てて勉強をしている・どちらかといえばしている」割合は，小学生で79.5%（全国比+8.4ポイント，
全道比+2.9ポイント）で，中学生では55.9%（全国比-2.6ポイント，全道比-3.8ポイント）でした。

１２．家で，自分で計画を立てて勉強をしていますか

　ＳＮＳや動画視聴は小中学生とも全道・全国を上回る

・「普段（月曜日から金曜日），１日当たり４時間以上，携帯電話やスマートフォンでＳＮＳや動画視聴などをしますか（携帯電
話やスマートフォンを使って学習する時間やゲームをする時間は除く）」割合は，小学生で17.1%（全国比+6.2ポイント，全道
比+2.5ポイント）で，中学生では，26.6%（全国比+11.0ポイント，全道比+6.8ポイント）でした。

１１．平日１日当たりどれくらいの時間ＳＮＳや動画視聴などをしますか

小

学

校

中

学

校
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　・学校の授業時間以外に，普段（月～金曜日），１日当たり「30分以上読書をする」割合は，小学生で30.3%（全国比-6.1ポ
イント，全道比-4.5ポイント）で，中学生では，25.3%（全国比-2.0ポイント，全道比-2.8ポイント）でした。

１４．学校の授業時間以外に，普段（月～金曜日），１日当たりどれくらいの時間，読書をし

　　　ますか（教科書や参考書，漫画や雑誌除く）

中

学

校

１３．学校の授業時間以外に，普段（月～金曜日），１日当たりどれくらいの時間，勉強をし

　　　ますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間も含む）

小

学

校

中

学

校

　30分以上読書する小学生は約3割，中学生は3割以下で課題

小

学

校

　平日，家庭学習を１時間以上する小学生の割合は全道・全国を上回り，中学生は全道・全

国を下回る

　・学校の授業時間以外に，普段（月～金曜日），１日当たり「1時間以上勉強する」と回答している小学生の割合は，65.0%
（全国比+5.6ポイント，全道比+8.4ポイント）で，中学生の割合は57.5%（全国比-12.0ポイント，全道比-6.1ポイント）でした。
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　「国語の学習は将来，役に立つ」と思う小学生・中学生ともに約9割

　・「国語の授業で学習したことは将来，社会に出たときに役に立つ・どちらかといえば当てはまる」割合は，小学生で92.5%
（全国比+0.7ポイント，全道比+0.1ポイント）で，中学生では87.6%（全国比-2.1ポイント，全道比-1.2ポイント）でした。

１６．国語の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思いますか

小

学

校

中

学

校

　「国語の授業内容が分かる」小中学生は，ともに全道・全国を下回る

　・「国語の授業の内容がよく分かる・どちらかといえば当てはまる」割合は，小学生で82.5%（全国比-1.5ポイント，全道比-
1.9ポイント）で，中学生では76.8%（全国比-4.4ポイント，全道比-5.6ポイント）でした。

１５．国語の授業の内容はよく分かりますか

小

学

校

中

学

校

Ⅳ　学習に対する興味・関心や理解度等
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中

学

校

中

学

校

　「算数・数学の学習は将来，役に立つ」と思う小学生は全国とほぼ同様，中学生は増加

　・「算数・数学の授業で学習したことは将来，社会に出たときに役に立つ・どちらかといえば当てはまる」割合は，小学生で
93.5%（全国比+0.2ポイント，全道比+0.4ポイント）で，中学生では77.6%（全国比+1.1ポイント，全道比+2.6ポイント）でした。

１８．算数・数学の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思いますか

小

学

校

「算数・数学の授業内容が分かる」小中学生はともに全国を下回る

　・「算数・数学の授業の内容がよく分かる・どちらかといえば当てはまる」割合は，小学生で76.6%（全国比-4.6ポイント，全
道比-2.2ポイント）で，中学生では73.8%（全国比-2.4ポイント，全道比+0.3ポイント）でした。

１７．算数・数学の授業の内容はよく分かりますか

小

学

校
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　「理科の授業の内容がよく分かる」と回答した小学生は９割超，中学生は約７割

　・「理科の授業の内容がよく分かる・どちらかといえば当てはまる」割合は，小学生で93.1%（全国比+4.6ポイント，全道比
+2.6ポイント）で，中学生は70.3％（全国比-4.9ポイント，全道比-3.8ポイント）でした。

１９．理科の授業の内容はよく分かりますか

　・「理科の授業で学習したことは将来，社会に出たときに役に立つ・どちらかといえば当てはまる」割合は，小学生で78.6%
（全国比+1.4ポイント，全道比+2.7ポイント）で，中学生では54.1%（全国比-7.4ポイント，全道比-4.1ポイント）でした。

２０．理科の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思いますか

小

学

校

中

学

校

　「理科の学習は将来，役に立つ」と思う小学生は全道・全国を上回り，中学生は全道・全国を下回る
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２２．学級の仲間との間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げたりすることがで

　　　きていると思いますか

小

学

校

中

学

校

２１．授業では，課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り組んでいたと思いますか

小

学

校

中

学

校

　話し合いを通じて考えを深めたり，広げたりする授業は小中学校で全道・全国を下回る

　・「話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げたりすることができている・どちらかといえば当てはまる」割合は，小
学生で78.1%（全国比-2.0ポイント，全道比-2.2ポイント）で，中学生では76.3%（全国比-2.4ポイント，全道比-1.7ポイント）で
した。

Ⅴ　主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善
　課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り組む小中学生は，8割弱
　・「前年度までに受けた授業では，課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り組んでいたと思う・どちらかといえばそ
う思う」割合は，小学生で77.9%（全国比+0.6ポイント，全道比±0ポイント）で，中学生では78.7%（全国比-0.5ポイント，全道
比-0.3ポイント）でした。
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Ⅵ　地域や社会への関心・ICT機器を活用した学習状況について
地域や社会への関心は，小学生・中学生ともに全道・全国より低い傾向

　・「地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがある・どちらかといえば当てはまる」割合は小学生で44.4%（全
国比-6.9ポイント，全道比-5.3ポイント）で，中学生では35.7%（全国比-9.1ポイント，全道比-1.3ポイント）でした。

２４．地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか

　道徳の授業で自分の考えを深めたり，話し合ったりする活動は小学校で８割弱，中学校で

９割弱

　・「道徳の授業では自分の考えを深めたり，学級やグループで話し合ったりする活動に取り組んでいる・どちらかといえば
当てはまる」割合は，小学生で77.2%（全国比-2.8ポイント，全道比+1.4ポイント）で，中学生では87.0%（全国比+1.5ポイント，
全道比-2.8ポイント）でした。

２３．道徳の授業では，自分の考えを深めたり，学級やグループで話し合ったりする活動に

　　　取り組んでいると思いますか

小

学

校

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R元石狩市

R3石狩市

R4石狩市

１．当てはまる ２．どちらかといえば，当てはまる ３．どちらかといえば，当てはまらない ４．当てはまらない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R元石狩市

R3石狩市

R4石狩市

１．当てはまる ２．どちらかといえば，当てはまる ３．どちらかといえば，当てはまらない ４．当てはまらない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4 全 国

R4 北海道

R元石狩市

R3 石狩市

R4 石狩市

１．当てはまる ２．どちらかといえば，当てはまる ３．どちらかといえば，当てはまらない ４．当てはまらない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4 全 国

R4 北海道

R元石狩市

R3 石狩市

R4 石狩市

１．当てはまる ２．どちらかといえば，当てはまる ３．どちらかといえば，当てはまらない ４．当てはまらない
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学級の友達と意見を交換する場面でのＰＣの使用は，小中学生とも全道・全国より低い傾向

　・「学校で，学級の友達と意見を交換する場面で，ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を，ほぼ毎日使用している」と回答した小
学生の割合は6.1%（全国比-0.3ポイント，全道比-2.3ポイント）で，中学生の割合は3.8%（全国比-1.2ポイント，全道比-1.4ポ
イント）でした。

２６．学校で，学級の友達と意見を交換する場面で，ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を，どの

　　　程度使っていますか

小

学

校

中

学

校

２５．ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を，どの程度使用しましたか

小

学

校

中

学

校

　・「前年度までに受けた授業でＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を，ほぼ毎日使用している」と回答している小学生の割合は
26.6%（全国比-0.1ポイント，全道比-5.9ポイント）で，中学生の割合は15.1%（全国比-6.5ポイント，全道比-8.2ポイント）でし
た。

ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器の活用状況は小中学生とも全道・全国より低い傾向

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R4石狩市

１．ほぼ毎日 ２．週3回以上 ３．週1回以上 月1回以上 月1回未満

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R4石狩市

１．ほぼ毎日 ２．週3回以上 ３．週1回以上 ４．月1回以上 ５.月1回未満

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R4石狩市

１．ほぼ毎日 ２．週3回以上 ３．週1回以上 ４．月1回以上 ５.月1回未満

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R4石狩市

１．ほぼ毎日 ２．週3回以上 ３．週1回以上 月1回以上 月1回未満
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「ICT機器の使用は勉強の役に立つ」と回答した小中学生はともに９割超

　・「学習の中でＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使うのは勉強の役に立つと思う・どちらかといえば役に立つと思う」と回答し
た小学生の割合は94.4%で（全国比±0ポイント，全道比-1.0ポイント），中学生の割合は90.7%（全国比-1.9ポイント，全道比
-1.7ポイント）でした。

２７．学習の中でＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使うのは勉強の役に立つと思いますか

小

学

校

中

学

校

「ICT機器を勉強のために使用している」と回答した小中学生はともに全国と同様

　・普段（月曜日から金曜日），１日当たり「１時間以上」，スマートフォンやコンピュータなどのＩＣＴ機器を，勉強のために使っ
ている」と回答した小学生の割合は21.4%で（全国比-0.2ポイント，全道比-2.1ポイント），中学生の割合は17.7%（全国比±0
ポイント，全道比-1.0ポイント）でした。

２８．普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，スマートフォンやコンピュータなどの

　　　ＩＣＴ機器を，勉強のために使っていますか

小

学

校

中

学

校

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R3石狩市

R4石狩市

１．役に立つと思う ２．どちらかといえば，役に立つと思う
３．どちらかといえば，役に立たないと思う ４．役に立たないと思う

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R3石狩市

R4石狩市

１．役に立つと思う ２．どちらかといえば，役に立つと思う
３．どちらかといえば，役に立たないと思う ４．役に立たないと思う

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R3石狩市

R4石狩市

１．３時間以上 2.２時間以上，３時間より少ない 3.１時間以上，２時間より少ない

4３０分以上，１時間より少ない 5.３０分より少ない 6.全く使っていない

7.スマートフォンやコンピュータなどのICT機器を持って

いない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R3石狩市

R4石狩市

１．３時間以上 2.２時間以上，３時間より少ない 3.１時間以上，２時間より少ない

4３０分以上，１時間より少ない 5.３０分より少ない 6.全く使っていない
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授業で自分の考えをまとめ，発表する場面で，ＩＣＴ機器の活用は小学生で全国以上

　・「授業で自分の考えをまとめ，発表する場面で，ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を，ほぼ毎日使っている」と回答した小学
生の割合は7.1%で（全国比+0.2ポイント，全道比-1.2ポイント），中学生の割合は4.4%（全国比-0.3ポイント，全道比-0.6ポイ
ント）でした。

３０．授業で自分の考えをまとめ，発表する場面で，ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を，どの程度使ってい

ますか

小

学

校

中

学

校

　授業中に自分で調べる場面のＩＣＴ機器の活用は小中学生とも全国以上

　・学校で，授業中に自分で調べる場面で，ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を，ほぼ毎日使っていますか（インターネット検索
など）」割合は小学生で16.5%で（全国比+2.2ポイント，全道比-1.6ポイント），中学生の割合は13.7%（全国比+1.4ポイント，
全道比+0.1ポイント）でした。

２９．学校で，授業中に自分で調べる場面で，ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を，どの程度使っていますか

（インターネット検索など）

小

学

校

中

学

校

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R4石狩市

１．ほぼ毎日 2.週３回以上 3.週１回以上 4.月１回以上 5.月１回未満

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R4石狩市

１．ほぼ毎日 2.週３回以上 3.週１回以上 4.月１回以上 5.月１回未満

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R4石狩市

１．ほぼ毎日 2.週３回以上 3.週１回以上 4.月１回以上 5.月１回未満

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R4石狩市

１．ほぼ毎日 2.週３回以上 3.週１回以上 4.月１回以上 5.月１回未満

38



 

Ⅰ　生徒指導等

○おおむね落ち着いた学習態度であるが，児童・生徒のよい点や可能性を評価
　（褒めるなど）や自己肯定感・自己有用感を育成する指導等の継続が大切
　・「学校生活の中で，児童・生徒一人一人のよい点や可能性を見つけ評価する取組をよく行った」割合は，小学
校で70.0%（全国比+11.0ポイント，全道比+2.9ポイント）で，中学校では，71.4%（全国比+16.2ポイント，全道比
+8.8ポイント）でした。

１．調査対象学年の児童・生徒に対して，前年度までに，学校生活の中で，児童・生徒一人
　一人のよい点や可能性を見つけ評価する（褒めるなど）取組を行いましたか

小
学
校

小
学
校

中
学
校

中
学
校

２．調査対象学年の児童・生徒は，授業中の私語が少なく，落ち着いていると思いますか

　・「私語がなく落ち着いていると思う」割合は，小学校で60.0%（全国比+18.0ポイント，全道比+10.4ポイント）で，
中学校では85.7%（全国比+20.6ポイント，全道比+14.3ポイント）でした。

令和４年度　学習状況調査　〔学校質問紙〕より

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R元石狩市

R3石狩市

Ｒ4石狩市

１．よく行った ２．どちらかといえば，行った ３．あまり行っていない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R元石狩市

R3石狩市

Ｒ4石狩市

１．よく行った ２．どちらかといえば，行った ３．あまり行っていない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R元石狩市

R3石狩市

Ｒ4石狩市

１．そのとおりだと思う ２．どちらかといえば，そう思う ３．どちらかといえば，そう思わない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R元石狩市

R3石狩市

Ｒ4石狩市

１．そのとおりだと思う ２．どちらかといえば，そう思う ３．どちらかといえば，そう思わない
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・「学級全員で取り組む課題やテーマを与える取組をよく行った」の割合は，小学校で60.0%（全国比
+11.5ポイント，全道比-0.7ポイント）で，中学校では57.1%（全国比+13.6ポイント，全道比+4.9ポイ
ント）でした。

小
学
校

４．調査対象学年の児童・生徒に対して，前年度までに，学級全員で取り組んだり挑戦したり
　する課題やテーマを与えましたか

中
学
校

３．調査対象学年の児童・生徒に対して，前年度までに，将来就きたい仕事や夢について考え
　させる指導を行いましたか

小
学
校

中
学
校

　・「将来就きたい仕事や夢について考えさせる指導をよく行っている」割合は，小学校で40.0%（全国比+19.6ポイ
ント，全道比+8.0ポイント）で，中学校では71.4%（全国比+20.5ポイント，全道比+11.3ポイント）でした。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R元石狩市

R3石狩市

Ｒ4石狩市

１．よく行った ２．どちらかといえば，行った ３．あまり行っていない 全く行っていない その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R元石狩市

R3石狩市

Ｒ4石狩市

１．よく行った ２．どちらかといえば，行った ３．あまり行っていない 全く行っていない その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R元石狩市

R3石狩市

Ｒ4石狩市

１．よく行った ２．どちらかといえば，行った ３．あまり行っていない 全く行っていない その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R元石狩市

R3石狩市

Ｒ4石狩市

１．よく行った ２．どちらかといえば，行った ３．あまり行っていない 全く行っていない その他・無回答
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Ⅱ　学習指導・授業改善の取組

　・「課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り組むことができていると思う」割合は，小学校で40.0%（全国
比+20.7ポイント，全道比+8.1ポイント）で，中学校では42.9%（全国比+23.7ポイント，全道比+18.0ポイント）でし
た。

５．調査対象学年の児童・生徒は，課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り組むことが
　できていると思いますか

小
学
校

中
学
校

中
学
校

　・「学級やグループでの話合い活動で，自分の考えを深めたり，広げたりすることができていると思う」割合は，小
学校で10.0%（全国比-5.1ポイント，全道比-11.9ポイント）で，中学校では42.9%（全国比+22.6ポイント，全道比
+18.7ポイント）でした。

６．調査対象学年の児童・生徒は，学級やグループでの話合いなどの活動で，自分の考えを深めたり，
　広げたりすることができている

小
学
校

○主体的・対話的で深い学びの視点から，授業改善に関する取組の継続が大切
○ICT機器の使用は、小学校・中学校ともに積極的に活用

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R元石狩市

R3石狩市

Ｒ4石狩市

１．そのとおりだと思う ２．どちらかといえば，そう思う ３．どちらかといえば，そう思わない そう思わない その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R元石狩市

R3石狩市

Ｒ4石狩市

１．そのとおりだと思う ２．どちらかといえば，そう思う ３．どちらかといえば，そう思わない そう思わない その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R3石狩市

Ｒ4石狩市

１．そのとおりだと思う ２．どちらかといえば，そう思う ３．どちらかといえば，そう思わない そう思わない その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R3石狩市

Ｒ4石狩市

１．そのとおりだと思う ２．どちらかといえば，そう思う ３．どちらかといえば，そう思わない そう思わない その他・無回答

41



 

 

　・「国語の指導として，前年度までに，目的に応じて文章を読み，感想や考えをもったり自分の考えを広げたり
する授業をよく行った」割合は，小学校で50.0%（全国比+15.6ポイント，全道比+5.7ポイント）で，中学校では42.9%
（全国比+1.3ポイント，全道比-5.2ポイント）でした。

８．調査対象学年の児童・生徒に対する国語の指導として，前年度までに，目的に応じて文章を読み、感想や
　考えをもったり自分の考えを広げたりする授業を行いましたか

小
学
校

中
学
校

７．調査対象学年の児童・生徒に対して，前年度までに，習得・活用及び探究の学習過程を見通
　した指導方法の改善及び工夫をしましたか

小
学
校

中
学
校

　・「習得・活用及び探究の学習過程を見通した指導方法の改善及び工夫をよく行った」割合は，小学校で40.0%
（全国比+18.8ポイント，全道比+2.5ポイント）で，中学校では42.9%（全国比+22.2ポイント，全道比+11.3ポイント）
でした。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R元石狩市

R3石狩市

Ｒ4石狩市

１．よく行った ２．どちらかといえば，行った ３．あまり行っていない 全く行っていない その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R元石狩市

R3石狩市

Ｒ4石狩市

１．よく行った ２．どちらかといえば，行った ３．あまり行っていない 全く行っていない その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R3石狩市

Ｒ4石狩市

１．よく行った ２．どちらかといえば，行った ３．あまり行っていない ４．全く行っていない その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R3石狩市

Ｒ4石狩市

１．よく行った ２．どちらかといえば，行った ３．あまり行っていない ４．全く行っていない その他・無回答
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小
学
校

中
学
校

　・「理科の指導として，前年度までに，自ら考えた予想や仮説をもとに，観察・実験の計画を立てることができるよ
うな指導をよく行った」割合は，小学校で80.0%（全国比+43.2ポイント，全道比+31.1ポイント）で,中学校では42.9%
（全国比+18.5ポイント，全道比+11.3ポイント）でした。

１０．調査対象学年の児童・生徒に対する理科の指導に当たって，前年度までに，自ら考えた予想や仮説を
　　もとに，観察・実験の計画を立てることができるような指導を行いましたか

小
学
校

中
学
校

　・「算数・数学の指導として，前年度までに，実生活における事象との関連を図った授業をよく行った」割合は，
小学校で30.0%（全国比+12.1ポイント，全道比+4.9ポイント）で，中学校では42.9%（全国比+25.4ポイント，全道比
+17.0ポイント）でした。

９．調査対象学年の児童・生徒に対する算数・数学の指導として，前年度までに，実生活における事象との
　関連を図った授業を行いましたか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R元石狩市

R3石狩市

Ｒ4石狩市

１．よく行った ２．どちらかといえば，行った ３．あまり行っていない ４．全く行っていない その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R元石狩市

R3石狩市

Ｒ4石狩市

１．よく行った ２．どちらかといえば，行った ３．あまり行っていない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

H30石狩市

Ｒ4石狩市

１．よく行った ２．どちらかといえば，行った ３．あまり行っていない ４．全く行っていない その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

H30石狩市

Ｒ4石狩市

１．よく行った ２．どちらかといえば，行った ３．あまり行っていない ４．全く行っていない その他・無回答
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中
学
校

中
学
校

　・「児童・生徒一人一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器をほぼ毎日活用した」割合は小学校で
100.0%（全国比+41.8ポイント，全道比+30.1ポイント）で，中学校では71.4%（全国比+15.9ポイント，全道比+7.7ポ
イント）でした。

１２．調査対象学年の児童・生徒に対して，前年度までに，児童・生徒一人一人に配備されたPC・タブレット
　　などのICT機器を，授業でどの程度活用しましたか

小
学
校

　・「特別の教科 道徳において，児童生・徒自らが自分自身の問題として捉え，考え，話し合うような指導の工夫
をよく行った」割合は，小学校で70.0%（全国比+32.4ポイント，全道比+18.1ポイント）で，中学校では100%（全国比
+53.9ポイント，全道比+40.0ポイント）でした。

１１．特別の教科 道徳において，児童・生徒自らが自分自身の問題として捉え，考え，話し合うような指導の
　　工夫をしていますか

小
学
校

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R3石狩市

R4石狩市

１．よく行った ２．どちらかといえば，行った ３．あまり行っていない ４．全く行っていない その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R3石狩市

R4石狩市

１．よく行った ２．どちらかといえば，行った ３．あまり行っていない ４．全く行っていない その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R4石狩市

１．ほぼ毎日 ２．週３回以上 ３．週１回以上 ４．月１回以上 ５．月１回未満 その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R4石狩市

１．ほぼ毎日 ２．週３回以上 ３．週１回以上 ４．月１回以上 ５．月１回未満 その他・無回答
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　・「保護者や地域の人が学校の美化，登下校の見守り，学習・部活動支援，放課後支援，学校行事の運営など
の活動によく参加している」割合は，小学校で50.0%（全国比-1.5ポイント，全道比+5.2ポイント）で，中学校では
57.1%（全国比+32.8ポイント，全道比+40.0ポイント）でした。

１４．保護者や地域の人が学校の美化，登下校の見守り，学習・部活動支援，放課後支援，学校行事の運営
　　などの活動に参加していますか

小
学
校

中
学
校

Ⅲ　家庭・地域・小中学校間連携

○地域の人材活用や小中間の連携教育は，小学校でやや停滞傾向が見られ，中学校に
　おいては進展傾向が見られる
○コミュニティスクール制度の活用や幼保を含めた小中連携の取組が肝要

中
学
校

　・「教員が大型提示装置（プロジェクター，電子黒板等）等のＩＣＴを活用した授業を１クラス当たりほぼ毎日行っ
ていた」割合は小学校で100.0%（全国比+32.8ポイント，全道比+27.6ポイント）で，中学校では71.4%（全国比+3.0
ポイント，全道比+12.3ポイント）でした。

１３．調査対象学年の児童・生徒に対する指導において，前年度に，教員が大型提示装置（プロジェクター，
　　電子黒板等）等のＩＣＴを活用した授業を１クラス当たりどの程度行いましたか

小
学
校

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R元石狩市

R3石狩市

R4石狩市

ほぼ毎日 週１回以上 月１回以上 月１回未満 その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R元石狩市

R3石狩市

R4石狩市

ほぼ毎日 週１回以上 月１回以上 月１回未満 その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R元石狩市

R3石狩市

R4石狩市

１．よく参加している ２．参加している ３．あまり参加していない ４．全く参加していない その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R元石狩市

R3石狩市

R4石狩市

１．よく参加している ２．参加している ３．あまり参加していない ４．全く参加していない その他・無回答
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中
学
校

　・「前年度までに，家庭学習の取組として，児童・生徒に家庭での学習方法等を具体例を挙げながら教えるよう
にしたことについて，よく行った」割合は，小学校で60.0%（全国比+11.3ポイント，全道比-7.3ポイント）で，中学校
では，85.7%（全国比+47.5ポイント，全道比+37.4ポイント）でした。

１６．調査対象学年の児童・生徒に対して，前年度までに，家庭学習の取組として，家庭での学習方法等を
　　具体例を挙げながら教えるようにしましたか（教科共通）

小
学
校

　・「地域学校協働本部やコミュニティ・スクールなどの仕組みを生かして，保護者や地域の人との協働による活
動をよく行った」割合は，小学校で50.0%（全国比+22.3ポイント，全道比+24.6ポイント）で，中学校では71.4%（全
国比+54.6ポイント，全道比+56.1ポイント）でした。

１５．地域学校協働本部やコミュニティ・スクールなどの仕組みを生かして，保護者や地域の人との協働に
　　よる活動を行いましたか

小
学
校

中
学
校

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R元石狩市

R3石狩市

R4石狩市

１．よく行った ２．どちらかといえば，行った ３．あまり行っていない ４．全く行っていない その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R元石狩市

R3石狩市

R4石狩市

１．よく行った ２．どちらかといえば，行った ３．あまり行っていない ４．全く行っていない その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R元石狩市

R3石狩市

R4石狩市

１よく行った ２．どちらかといえば，行った ３．あまり行っていない ４．全く行っていない その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R元石狩市

R3石狩市

R4石狩市

１よく行った ２．どちらかといえば，行った ３．あまり行っていない ４．全く行っていない その他・無回答
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　・「前年度までに，近隣等の中学校（小学校）と，授業研究を行うなど，合同して研修をよく行った」割合は，小学
校で30.0%（全国比+15.1ポイント，全道比+8.3ポイント）で，中学校は57.1%（全国比+34.9ポイント，全道比+26.9ポ
イント）でした。

１７．前年度までに，近隣等の中学校(小学校)と，授業研究を行うなど，合同して研修を行いましたか

小
学
校

中
学
校

　・「前年度までに，近隣等の中学校（小学校）と，教育課程の接続や，教科の共通な目標設定など，教育課程に
関する共通の取組をよく行った」割合は，小学校で20.0%（全国比+5.1ポイント，全道比-0.9ポイント）で，中学校
は42.9%（全国比+20.4ポイント，全道比+15.0ポイント）でした。

１８．前年度までに，近隣等の中学校(小学校)と，教科の教育課程の接続や，教科に関する共通の目標
　　設定など，教育課程に関する共通の取組を行いましたか

小
学
校

中
学
校

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R元石狩市

R3石狩市

R4石狩市

１．よく行った ２．どちらかといえば，行った ３．あまり行っていない ４．全く行っていない その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R元石狩市

R3石狩市

R4石狩市

１．よく行った ２．どちらかといえば，行った ３．あまり行っていない ４．全く行っていない その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R元石狩市

R3石狩市

R4石狩市

１．よく行った ２．どちらかといえば，行った ３．あまり行っていない ４．全く行っていない その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R元石狩市

R3石狩市

R4石狩市

１．よく行った ２．どちらかといえば，行った ３．あまり行っていない ４．全く行っていない その他・無回答
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１９．平成３年度の全国学力・学習状況調査の分析結果について，近隣等の中学校(小学校)と成果や
　　課題を共有しましたか

小
学
校

中
学
校

Ⅳ　全国学力・学習状況調査の結果の活用

　・「全国学力・学習状況調査の分析結果について，近隣等の小・中学校と成果や課題の共有をよく行った」割合
は，小学校で40.0%（全国比+28.1ポイント，全道比+14.1ポイント）で，中学校では57.1%（全国比+42.0ポイント，全
道比+26.6ポイント）でした。

○調査結果を積極的に活用し、教育活動の改善等に取り組んでいる

　・「令和３年度全国学力・学習状況調査の自校の分析結果について，調査対象学年・教科だけではなく，学校
全体で教育活動を改善するためによく活用した」割合は，小学校で60.0%（全国比+30.1ポイント，全道比+3.6ポイ
ント）で，中学校では，57.1%（全国比+33.5ポイント，全道比+3.5ポイント）でした。

中
学
校

２０．令和３年度全国学力・学習状況調査の自校の分析結果について，調査対象学年・教科だけでは
　　なく，学校全体で教育活動を改善するために活用しましたか

小
学
校

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R元石狩市

R3石狩市

R4石狩市

１．よく行った ２．行った ３．ほとんど行っていない その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R元石狩市

R3石狩市

R4石狩市

１．よく行った ２．行った ３．ほとんど行っていない その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R元石狩市

R3石狩市

R4石狩市

１．よく行った ２．どちらかといえば，行った ３．あまり行っていない ４．全く行っていない その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R元石狩市

R3石狩市

R4石狩市

１．よく行った ２．どちらかといえば，行った ３．あまり行っていない ４．全く行っていない その他・無回答
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２２．全国学力・学習状況調査の結果を地方公共団体における独自の学力調査の結果と併せて分析し，
　　具体的な教育指導の改善や指導計画等への反映を行っていますか

小
学
校

中
学
校

　・「令和３年度全国学力・学習状況調査の自校の結果について，保護者や地域の人たちに対して公表や説明
を行った」割合は，小学校で90.0%（全国比+70.3ポイント，全道比+43.3ポイント）で，中学校では，85.7%（全国比
+65.8ポイント，全道比+33.7ポイント）でした。

２１．令和３年度全国学力・学習状況調査の自校の結果について，保護者や地域の人たちに対して公表
　　や説明を行いましたか（学校のホームページや学校だよりなどへの掲載、保護者会等での説明を含む）

小
学
校

中
学
校

　・「全国学力・学習状況調査の結果を地方公共団体における独自の学力調査の結果と併せて分析し，具体的
な教育指導の改善や指導計画等への反映を行っていますか」の割合は，小学校で60.0%（全国比+30.3ポイント，
全道比+10.2ポイント）で，中学校では，85.7%（全国比+62.1ポイント，全道比+41.6ポイント）でした。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R元石狩市

R4石狩市

１．よく行った ２．行った ３．ほとんど行っていない その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R元石狩市

R4石狩市

１．よく行った ２．行った ３．ほとんど行っていない その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R元石狩市

R3石狩市

R4石狩市

１．よく行った ２．どちらかといえば，行った ３．あまり行っていない ４．全く行っていない その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4全 国

R4北海道

R元石狩市

R3石狩市

R4石狩市

１．よく行った ２．どちらかといえば，行った ３．あまり行っていない ４．全く行っていない その他・無回答
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　教科の領域別に全国を１００とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

国語の授業において、言葉の特徴や使い方についての知
識を理解したり使ったりする授業を行うなど、授業改善を進め
たことにより、「言葉の特徴や使い方に関する事項」で全国の
平均正答率を上回ったと考えられる。

理科の授業において、観察や実験の結果を整理し考察する
授業を行うなど、授業改善を進めたことにより、理科の授業
で、観察や実験の結果から、どのようなことが分かったのか
考えると回答した児童の割合が全国及び全道を上回るととも
に、理科の「エネルギー」を柱とする領域で全国の平均正答
率に最も近くなったと考えられる。

【石狩市の学力向上策】

【教科全体の状況】

■石狩市内の状況及び学力向上策　　（小学校数：10校 、児童数：459人） （中学校数：7校 、生徒数：449人）

数学の授業において、実生活における事象との関連を図っ
た授業を行うなど、授業改善を進めたことにより、数学の授業
で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと回答し
た生徒の割合が全国を上回ったと考えられる。

各学校において、将来就きたい仕事や夢について考えさせ
る指導を積極的に行ったことにより、将来の夢や目標を持っ
ていると回答した生徒の割合が全国及び全道を上回ったと考
えられる。

「学びの連続性による学力向上」をテーマにした、中学校区における小中連携の取組の推進

◎

◎

◎

教科担任制の導入やエキスパートサポーター、外部指導者の効果的な配置による指導体制の充実

ＩＣＴを効果的に活用した「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業改善の推進

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0
国語（話すこと・聞くこと）

国語（書くこと）

国語（読むこと）

国語（言葉の

特徴や使い方

に関する事項）

国語（我が国の

言語文化に

関する事項）

算数（数と計算）

算数（図形）算数（変化と関係）

算数（データの活用）

理科（「エネルギー」を

柱とする領域）

理科（「粒子」を

柱とする領域）

理科（「生命」を

柱とする領域）

理科（「地球」を

柱とする領域）

石狩市内小学校

北海道（公立）

全国（公立）

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0
国語（話すこと・聞くこと）

国語（書くこと）

国語（読むこと）

国語（言葉の

特徴や使い方

に関する事項）

国語（情報の

扱い方に

関する事項）

国語（我が国の

言語文化に

関する事項）

数学（数と式）

数学（図形）

数学（関数）

数学（データの活用）

理科（「エネルギー」を

柱とする領域）

理科（「粒子」を

柱とする領域）

理科（「生命」を

柱とする領域）

理科（「地球」を

柱とする領域）

石狩市内中学校

北海道（公立）

全国（公立）
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【上記結果の考えられる要因の分析】

小学校 中学校

小学校 中学校

【質問紙の状況】
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％
将来の夢や目標を持っている

- 134 -



 

   ＩＣＴを活用した学習活動を行った場合の出席扱いに関するガイドラインの策定に

ついて 

 

１ ガイドライン策定検討の背景等について 

  令和３年度において、不登校生徒の出席扱いについて、民間のＩＣＴ学習教材を活用し

ている不登校生徒の保護者から、文部科学省の通知を踏まえ出席扱いにできないか問い

合わせがあり、そのことについて、中学校と教育委員会で個別事例の協議をした例があり

ました。また、市内校長会役員会から、各校長の判断に委ねられている出席扱いという内

容については、市内の各学校において判断が異なることは好ましくなく、各学校長が総合

的な判断をするにあたって、市内の学校において一定程度、統一的な対応とするため、石

狩市教育委員会としてガイドラインを作成できないかという打診がありました。 

令和４年度に入り、１人１台端末の活用の一部として、長期欠席児童のオンライン授業

の視聴が一部の学校で始まっていますが、授業の視聴活用を進めていくと、保護者から出

席の取扱いについて聞かれることが予想されるので出欠の取扱いについて整理をして欲

しいとの意見が校長会・教頭会から寄せられました。 

校長会・教頭会の意見の中では、中学校における出席扱いは高校の出願にも影響する

（一部の学校で欠席が多いと出願できないなど）ことから、石狩管内で一定程度統一的な

取扱いをするような動きをつくって欲しいとの意見も数件ありました。 

このようなことを踏まえ、石狩市教育委員会としては、校長が判断するための目安をガ

イドラインにより示していくことが必要という認識に立ち、ガイドライン素案を基に今

後学校へ意見照会をしながら本年度中にガイドラインを策定するための検討を始めてい

くこととしました。 

 

２ ガイドライン策定までのこれまでの対応について 

 ・ ７月定例校長会議での説明（7/7） 

・ 市内の学校へ素案に対する意見等の照会（期間 7/8～8/5） 

 ・ 意見照会に対する回答及び素案の修正案の提示（9/16） 

・ 石狩市教育委員会議勉強会での報告（10/18）  
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＜報告事項②＞
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令和 年 月 日 

石狩市教育委員会 

 

不登校児童生徒が自宅においてＩＣＴを活用した学習活動を行った場合の指導要録上

の出席扱いに関するガイドライン（案） 

 

第１ 基本的な考え方 

１ 策定の趣旨 

不登校児童生徒の中には、家庭にいながらも学校と連携し、ＩＣＴ等を用いて相談・指

導を受け、社会的な自立や学校復帰に向け懸命の努力を続けている者もおり、このような

児童生徒の努力を学校として評価し、支援するため、文部科学省「不登校児童生徒への支

援の在り方について。（以下「文部科学省通知」という。）」（令和元年 10月25日付け元文科

初第698号）に基づき、学校長の判断により、一定の要件を満たす場合には、ＩＣＴ等を活

用した学習活動を指導要録上の出席扱いとすること及びその成果を評価に反映できるこ

ととされている。 

この度学校長が総合的な判断を行うにあたって、本市共通の目安及び取扱いを設けてお

くことが望ましいと考え、ガイドラインを定めるものである。 

 ２ 支援の視点 

   不登校児童生徒の支援については、多様な教育機会を確保する必要があることから、Ｉ

ＣＴを活用した学習活動についても出席扱いとすることができることを、文部科学省通知

を踏まえて定めるものであるが、ＩＣＴを活用した学習活動を出席扱いすることにより、

家庭内にひきこもりがちな期間が長期化することも懸念されることから、個々の児童生徒

の状況を踏まえつつ、学校への登校（いわゆる別室登校や放課後登校を含む。）、適応指導

教室や民間施設での相談・指導を受けることができるように段階的に調整していくことが

大切である。  

 

第２ 対象児童生徒 

  本ガイドラインの対象となる児童生徒は、長期欠席児童生徒の通知書の対象となる者（学

校教育法施行令第 20 条に規定する学齢児童生徒をいい、病欠及び出席停止の対象となる者

を除く。）であって、学校へ登校することができない状況が継続することが見込まれること

から、ＩＣＴを活用した学習活動を行うことを希望するものとする。 

 

第３ 出席扱い等の要件 

 ＩＣＴを活用した学習活動のうち、指導要録上出席扱いできるのは、原則として、下記の

すべての要件を満たす場合とする。 

(1) 児童生徒が教育支援センターや民間施設において、相談・指導を受けられない場合に行

う学習活動であること。 

(2) 自宅においてＩＣＴを活用して行う学習活動であること。 

(3) 家庭訪問、学校への登校（放課後登校などを含む。）、オンラインの活用等により児童生

徒への対面指導が定期的かつ継続的に行われていること。なお、定期的とは、少なくても
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月１回以上とする。 

(4) 保護者と学校との間で定期的に教育相談を行うなど十分な連携・協力関係が保たれてい

ること。 

(5) 児童生徒の学習活動の状況が書面等により確認できること。 

 (6) 学習活動の成果を評価に反映する場合には、学校が把握した当該学習の計画や内容がそ

の学校の教育課程に照らし適切と判断される場合であること。 

 

第４ ＩＣＴを活用して行う学習活動 

  上記第２の(2)の「自宅においてＩＣＴを活用して行う学習活動」とは、次のいずれかの方

法による学習活動とする。 

１ オンラインを活用して在籍校の授業を視聴する学習活動 

次のいずれかの場合による学習活動が行われていること。 

(1) 同時双方向型配信授業により学習活動をした場合 

(2) 同時一方向型配信（いわゆるライブ配信）型授業により学習活動を行い、児童生徒が

授業に関する内容、感想等を記載し、対面指導等の際にその学習をした内容が確認でき

る場合 

(3) オンデマンド型配信授業による学習活動を行い、児童生徒が授業に関する内容、感想

等を記載し、対面指導等の際にその学習をした内容が確認できる場合 

２ 民間業者が提供するＩＣＴ教材を活用した学習活動 

民間業者が提供するＩＣＴ教材を活用して学習活動をした場合であって、次の３つの要

件に該当するものであること。 

(1) 児童生徒の学習の理解の程度を踏まえた計画的な学習プログラムであること。 

(2) 学習の計画や内容は、学校の教育課程に沿っており、学校における科目の単元の学習

進度に一定程度合わせた学習活動であること。 

(3) 学習履歴、学習時間、確認テストの結果などを対面指導等の際に確認できること。 

 

第５ 出席扱いとする場合の学習活動の時間 

  出席扱いとする場合の１日の活動の最低時間は、１単位時間を目安とする。この場合にお

ける１単位時間とは次に掲げる内容をいう。 

(1) オンラインを活用して在籍校の授業を視聴する学習活動  授業１コマの学習 

 (2) 民間業者が提供するＩＣＴ教材を活用した学習活動 小学生においては４５分、中学生

においては５０分以上の学習 

 

第６ 指導要録の様式等について 

  上記の取扱いの際の指導要録の様式等については、平成31年３月29日付け30文科初第1845

号「小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校における児童生徒の学習評価及び指導要録

の改善等について」を踏まえ、出席日数の内数として、出席扱いとした日数及び児童生徒が

自宅においてオンラインによる学習活動を行ったことが分かるように記入すること。 

（例：出席日数100日（うち出席扱い20日（自宅でのオンライン授業配信による））  
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第７  その他 

不登校児童生徒が自宅においてＩＣＴを活用した学習活動を行った場合の指導要録上の

出席取扱いについて、本ガイドラインに定められていない内容については、文部科学省通知

を参考に判断するものとする。 

 

第８  チェックシート 

  上記第２に定める出席扱い等の要件を児童生徒及び保護者と確認する場合のチェックシ

ートを別紙のとおり作成しましたので参考にしてください。 

 

第９ 適用開始日 

  本ガイドラインは、令和５年４月１日から適用する。 
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別紙 

ＩＣＴを活用した学習活動に係る出席扱い等の要件チェックシート 

 

 要件項目 チェック内容 

１ 

児童生徒が教育支援センターや民間施設に

おいて、相談・指導を受けられない場合に行

う学習活動であること 

相談・指導の確認 

・ふらっとくらぶや民間施設の相談・指導の可能の可否 

                     可・否 

２ 

自宅においてＩＣＴを活用して行う学習活動

であること 

・オンライン授業配信による学習活動の実施希望  有・無 

・民間の学習教材による学習活動         有・無 

 教材名等 

３ 

家庭訪問、学校への登校（放課後登校などを

含む。）、オンラインの活用等により児童生徒

への対面指導が定期的（少なくても月１回以

上）かつ継続的に行われていること 

本人との学習指導又は教育相談の予定 

〇相談方法        

〇頻度      

４ 

保護者と学校との間で教育相談を行うなど

十分な連携・協力関係が保たれていること 

保護者との教育相談の予定 

〇相談方法        

〇頻度  

 

５ 

児童生徒の教育相談や学習活動の状況が書面

等により確認できること 

学習活動の確認方法 

〇提出してもらう内容は？ 

 

 

 

６ 

学習活動の成果を評価に反映する場合には、学

校が把握した当該学習の計画や内容がその学

校の教育過程に照らし適切と判断される場合

であること 

学習活動の成果を評価できるかどうか 

できる・できない 

できる場合はその内容  

 

 
































